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　ゴーン……ゴーン……ゴーン…………。

　はじまりの時を告げる鐘かねが鳴なり響ひびく。

　照明が消えて、辺りは真っ暗になった。

「ワァァァァァ─────！」

　会場は歓声に包まれる。

　教会を思わせる、パイプオルガンの荘そう厳ごんなＳＥ。

「始まるぞっ！」

「おうっ！」

　俺おれと山やま岡おかは手にした公式ライブグッズの白いペンライトのスイッチを入れ、推おしメンのカラーを示したサイリウムを折る。会場は白と色とりどりの光に包まれた。

　舞ぶ台たいをぐるりと囲む三面のＬＥＤモニターに、十じゆう字じ架かが映し出される。

　ゴーン……ゴーン……ゴーン……ゴーン…………。

　七つの鐘が鳴り終わった瞬しゆん間かん、モニターにはらはらと舞まい落ちる天使の羽が。そしてその中に文字が浮かび上がる。

『天使巡じゆん業ぎよう音楽会』

「ワァァァァァ─────！」

　割れんばかりの歓声。もちろん俺たちも声を張り上げた。

『ｉｎオールフィッツ』

　表れては消える文字。

　その文字に見入っていると、いつの間にか舞台には、白いレースで彩られたドレス衣装を纏まとったたくさんの少女たちがいた。

　そしてその先頭には、七人の少女。

　後方の少女たちが、シンプルなワンピース型の衣装なのに対して、先頭の七人は同じ白でもそれぞれ特徴的な衣装を着ていた。

　フリルにまみれたキュロットにロングブーツ、バレリーナのようなパニエにトゥシューズ型のヒール、短いスカートに大人っぽいホワイトエナメルのハイヒールやロリータ風のドレスなど、本当に様々な衣装を纏った少女たちがずらりとポーズを取って並んでいる。




　そしてその少女たち全員の背中には、真っ白い大きな羽の翼つばさ……。




「わ……ほ、本物だ……」

　俺は息を吞のんだ。

　誰だれを見ていいかわからず、目移りをしているうちにゴシック調の音楽が流れ出した。

　中心にいた、背の低いツインテールの少女が一歩前に出る。

　歓声が一いつ瞬しゆんで静かになった。

　俺おれだけではなく、会場が息を吞のむのがわかる。目移りをしていた俺の視線も、その少女に定まった。

　レースとフリルに彩られたミニスカートのフレアドレスは、これでもかっていうくらいパニエでふんわりさせてある。あんなに小さいのに、なんて高い腰の位置。そこからはすらりと華きや奢しやな足が伸びていた。その足を白いエナメルブーツが包む。その尖とがった先端が、彼女の高たか飛び車しやな雰ふん囲い気きを更に演出していた。

　そのツインテールの少女は、コツコツと音を立てながら一歩ずつ前へと歩き出す。

　すごいオーラだ。目が離せない。

　ゆっくりと歩いていた少女が、つっと止まる。

「この混こん沌とんたる世界で苦しむ愚おろかな人間たちに、天使のご加か護ごがあらんことを……」

　そして天使の口こう上じようが読み上げられると、再び画面いっぱいに文字が映し出された。

『七しち大だい天てん使し少しよう女じよ、降こう臨りん』

「ワァァァァァ─────！」

　割れんばかりの歓声。

　会場のファンは一いつ斉せいにペンライトやサイリウムを振り上げた。

　七人の天使の姿をした少女たちは再びスッとポーズを取り、その周りを天使候こう補ほ生せいたちがずらりと取り囲む。

　ジャンッ！

　曲が始まった。

　重厚感のある派手なメロディ。大ヒット曲、『守しゆ護ご少しよう女じよ哀あい歌か』だ。

「ワァァァァァ─────！」

　会場の歓声に覆おおいかぶさるように、少女たちの歌声が響ひびく。

　俺はペンライトを振ることも忘れて、立ち尽くした。

　色とりどりの照明。各曲をモチーフにした映像が映し出されるＬＥＤモニター。キラキラとした舞ぶ台たい上で、それよりももっと光り輝いている少女たち。

「アイドルって……すげえや……」

　舞台上は別世界だった。

　俺たちなんかが決して近づくことはできない、天使たちの世界。

　俺は一瞬にしてそこに憧あこがれた。けれど同時に、ちっぽけな自分を自覚することにもなったんだ。

　初めて見たこのライブの光景は、俺にとって一生忘れられないものとなった。
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　私立星せい蘭らん学がく院いん高校・二年普通クラスＣ。

　ホームルームが始まった。担任の水みず田たが、神経質そうに眼鏡めがねを上げ下げしつつ出席を取る。牛乳瓶びんの底のような眼鏡をかけている水田は、遠近感があまりうまく取れないらしい。もしくはその低い鼻に、眼鏡がうまく止まらないのだろう。からっとした五月の陽気の中にもかかわらず天然パーマは絶好調で、そのルックスは非常に残念だった。

「なぁ、今日のみずたんひどくね？」

　仲良く席もすぐ前である山やま岡おかが、笑いを堪こらえながら俺おれを振り向いた。ちなみに「みずたん」というのは担任のあだ名である。華きや奢しやで背が低く「かわいい（笑）」その様子から、生徒たちにバカにされそう呼ばれていた。

「いつにも増してエスカルゴってるな。いや、あれは大仏クラス？　むしろ神こう々ごうしいというべきか？」

　山岡は一人でバカなことをブツブツと呟つぶやいた。いや、実際奴やつはバカなのであるが。

「なぁ、おまえはどう思う？　みずたんの正体は、単なるカタツムリか神なのか？」

「バカなこと言ってねーで前向けよ。それに大仏は神じゃなくて仏だろ？」

「そうか、それは盲点だった。あー、はい！」

　山岡が呼ばれた。ちなみに奴の名前は山岡直なお人とである。席順で次は俺の番。

「しゃとうとわ」

「……はい」

　山岡が笑いを堪える。水田は滑かつ舌ぜつが悪く、さ行がうまく発音できない。そのため、俺の名前である「佐さ藤とう永と久わ」は毎回こうなるのだ。

「しゃとうとわ」

　お調子者の山岡が、水田の口調をモノマネして見せた。教室からどっと笑いが沸き起こる。気を良くした山岡は、更に大げさにそれを続けた。

　ちくしょう、俺をネタにしやがって。覚えていろ。

　つまらない授業に飽き飽きしている生徒たちは、それを打破するきっかけに飢うえている。山岡のモノマネをスイッチにして、生徒たちはめいめい勝手なことを話し始めた。こうなると収しゆう拾しゆうがつかない。

「ほ、ほら……し、静かにしなしゃい……」

　水田は制止しようと注意したが、このタイミングでさ行は逆効果である。そして、

「静かにしなしゃい！」

　火に油ならぬ、山岡にネタを注いだ結果となり、教室は更なる笑いに包まれた。

「みずたん、サービスステーションって言ってよ？」

「いや、あっちのがいいって。ローソン！　ローソン！」

　そして山岡だけでなく他の男子生徒までが、危険な「さ行」の言葉を連呼する。おろおろとする水みず田たは、意を決したように息を吸い込むと叫んだ。

「う、うるしゃいっ！　え、ＡクラスとＢクラスは早朝授業中なんだぞ！」

　体格の小さい水田が声を張り上げたところで、その声は蚊かが叫ぶようなもので、それでも「ＡクラスとＢクラス」という単語に教室内は静まった。

「まったく……これだから君たちは。まぁ、仕方ないがね……」

　後に濁にごされた言葉は、おそらく『Ｃクラスだから』。俺おれは心臓がドクンと音をたて、血が沸きあがるのを感じた。

『Ｃクラスだから仕方ない』

　シチュエーションは違えど、何度この言葉を言われてきただろう。そして、何度この言葉で自分自身を納得させてきただろう。

　俺は「何か」に吞のまれそうになってイライラした。だから、

「あいつ、うるさいも嚙かんでたよな」

　少しシュンとした山やま岡おかの肩をトンと叩たたき、彼の調子を戻した。

「ああ、うるしゃいなんて言われても黙る気しねーよな」

　俺たちは、声を潜ひそめてクックと笑う。そうだ、これでいい。現実など考えたくない。俺は現実から目を背そむけてでも、笑っていたいんだ。

「それでは授業をはじめましゅ……」

　一時間目は日本史なので、ホームルームからそのまま授業へと突入した。生徒たちはため息をつきながらガタガタと机の中から教科書を出す。

「なぁ」

　山岡がまたも声を潜めて俺を振り向いた。手には日本史の資料集が広げられていて、そこには日本の仏像の写真が載っていた。

「神と仏って、どう違うわけ？」

「知らねーよ。てか、前向けって」

　山岡は不ふ貞て腐くされながら前を向いた。俺は同じページを開く。「みずたん」とは違って、ちゃんと神こう々ごうしい仏像の数々が並んでいる。




　神と仏の違い。そんなものは知らない。どうだっていい。

　この世には、神も仏もいねーっつーの。




　　　　　　　　　　　　＊




　だってもし、神や仏がいるのなら、俺たちがこんな差別を受けることはないはずだ。




「あ～腹減ったぁ～」

　山やま岡おかはバカみたいに大口を開けてそう言うと、テーブルに腰掛けた。俺おれはその向かいに座る。そしてさっき購買で買ったパンや飲み物を広げた。

　焼きそばパンにコロッケパンなど、惣そう菜ざいパンを中心に、飲み物はコーヒー牛乳。この甘いパックのコーヒー牛乳が、たまに無む性しように飲みたくなるんだよな。なんてことを思いながら、カサカサ音を立てて焼きそばパンの包み紙をむくと、中からふんわりとソースのいい匂においが漂った。途端に食欲が湧わく。

「いっただっきま……」

　俺は焼きそばパンに、そして山岡はコロッケパンにかぶりつこうとしたその時だ。二人とも、その動きが止まった。

「わ、超うまそう」

　山岡の視線の先、斜め前の席から、焼けた肉の芳ほう醇じゆんな香りが漂ってくる。それは、さっきまで俺たちを虜とりこにしていた、ソースの匂いを打ち消すほどの破壊力。

　その香りの正体は本日のスペシャルメニュー、ハンバーグランチだった。真っ白でツヤツヤに炊たき上がったライスに、透き通った飴あめ色いろのコンソメスープ、色とりどりの野菜が添えられたプレートには、スペシャルランチの主役であるビーフハンバーグがでんと載っかっている。

　ゴクリ。

　思わず唾つばを飲み込んだ。そして優ゆう雅がにそのハンバーグにナイフとフォークを滑らせる、男子生徒の手の動きを追う。その襟えり元もとには、光輝くＡクラスのピンバッジ。

「いいなぁ、Ａは……」

　山岡がぽつりと呟つぶやく。

　食堂は、自みずからのＩＤカードにお金をチャージし、思い思いに好きなものを頼むシステムだ。だから別に、俺たちだってあの魅み力りよく的てきなハンバーグを食べる権利はある。だが、スペシャルランチの金額は９８０円だ。月の小遣いが５０００円の俺にとって、その五分の一を持っていかれるのは辛つらい。ただあいつらは違う。Ａクラスには食事補助制度というものがあり、あいつらのＩＤカードには毎月一万円分の電子マネーがチャージされるのだ。頭脳やスポーツなど、優ゆう秀しゆうな才能を持ったＡクラスの子供たちの身体を健康に保つため、彼らの食事は国に保障されているのである。

「ああああ……マジうまそう。食いてえ……」

「じゃあポイント使えば？」

「いくら俺でもそれだけはしねえよ。ただでさえ俺らポイント少ねーんだからよ」

「だったらコロッケパンで我が慢まんしろ。それが俺たちＣの宿命だ」

「ちぇっ……」

　俺と山岡は、98円の惣菜パンを黙ってパクついた。

「ああうめえ。コロッケパン最強だっつーの」

　そう悪態をつく山やま岡おかの隣となりに、追い討ちをかけるかのようにＡクラスの団体が座った。ハンバーグランチに、ミートスパ、和風定食にデザートまで、ありとあらゆる高額単価の魅み力りよく的てきな料理が並ぶ。

「ち、ちっくしょう！　んがっ……ゴホッゴホッ……」

　山岡は喉のどに詰まらせたパンを、いちご牛乳で流し込んだ。彼は顔に似合わず甘党なのだ。俺おれも山岡と同じ気持ちだったが、表には出さず焼きそばパンを流し込んだ。




　その時だ。バンバンと拳こぶしで胸を叩たたいていた、山岡の動きが止まった。

「おい！　これ、『守しゆ護ご少しよう女じよ哀あい歌か』じゃね？」

　校内放送からイントロが流れた瞬しゆん間かん、食堂中の、主に男子がざわついた。キラキラとして、それでいて荘そう厳ごんなメロディ。アイドルユニット『七しち大だい天てん使し少しよう女じよ』の大ヒット曲だ。

「うおお！　やっべ高まる！」

　さっきまでが噓うそのように、とたんにテンションがマックスになる山岡。

『七大天使少女』とは選ばれし七人の少女たちのことで、実際の七大天使にのっとって（とはいえ俺も知識的にはよくわからない）、上から、ミカエル・ガブリエル・ラファエル・ウリエル・セアルティエル・イェグディエル・バラキエルと階級がある。その他にも、九十三人の天使候こう補ほ生せいと呼ばれる少女たちがいて、毎年『大天使会議』と呼ばれるイベントのもと、トップの七人が選出されるのだ。この全体は、『七大天使少女プロジェクト』と呼ばれている。ちなみに山岡は、

「かおる──ん！」

　第二天使ガブリエルのかおるんこと国くに本もと薫かおる推おしだ。

「おまえってマジ面食いだよな。自分の顔考えろっつーの」

「なんだよ。おまえだってゆりりん推しだろ？　超正統派美少女じゃねえか」

　ちなみにゆりりんとは、第三天使ラファエルの花はな本もとゆりんである。

「バーカ、ゆりりんの魅力は顔だけじゃねーんだよ。あの清せい楚そさと……」

　これからゆりりんの魅力をいざ語らんとしたが、俺は思わずその口をつぐんだ。見慣れた女子の姿が、視界に入ったからだ。

　トレイを持ったままこちらをじっと見ている、黒くろ縁ぶち眼鏡めがねをかけ髪を二つ結びにした少女。

　黒くろ谷たに智とも花か。

　俺の幼おさな馴な染じみだ。

「で？　なんだよ？　ゆりりんの魅力は？」

　山岡は智花に気づくことなく話の続きを促したが、俺はそれを制した。

「……やめたやめたっ！　てめえみたいなガサツな奴やつににゆりりんの魅力はわかんねえからな。つか、おまえはあれだ。Ａｎ様に推おし変しろ」

「はああ？　誰だれがあんな性格ワルワル女推すかよっ！」

　山やま岡おかが声を張り上げる。その声の大きさに、俺おれは思わずギョッとして辺りを見回す。この話題に関しては、大っぴらにしてあまり良いことはない。

「おい、あいついるぞ！」

　俺は顎あごでしゃくる。今度は智とも花かのいる方向とは反対へ。そこには男子の集団がいて、その中心にいる一人がじっとこちらを見ていた。

「はん？　あいつぅ？　……うっ……くっ……」

　その視線の主を確認しようと思わず立ち上がった山岡だが、その正体を認めるとすごすごと着席した。

「くっそー……実態を知っていたら、あんな女が第一天使なんかになるわけないのによう……」

　勢い余って潰つぶれてしまったコロッケパンを、悔しそうにむしゃりと頰ほお張ばる。その声はだいぶ控えめであったが、声を潜ひそめるのが少し遅かったらしい。

「誰の妹が性格悪いって？」

　ダンッとテーブルを叩たたく白い手。恐る恐る顔を上げると、

「『Ｃ』の癖くせに偉そうな口利くじゃねえか」

　そこには右の顔半分を前髪で隠した背の低い男子、Ａクラスの紫し藤どうトビオが立っていた。

「や、やあ……トビオくん……」

　愛あい想そ笑いを浮かべる山岡。俺も情けなくそれにつられた。

「おまえ、国くに本もと薫かおる推しなんだろ？」

「は、はい……」

「ということは、もれなく七しち大だい天てん使し少しよう女じよのファンなんだよな？」

「え、ええ……まぁ……」

「そのトップにいるのは俺の妹の紫藤あんずだ。そして……その人気絶頂のアイドルグループを作ったのはこの俺なんだよ。知ってるよなぁ？」

「は、はい……存じております……」

「だったら金こん輪りん際ざい、あんずをバカにするな。わかったな？」

「は……い……」

　山岡はまさに蛇へびに睨にらまれた蛙かえる状態で、ただ頷うなずくだけだった。

「Ｃクラスのおまえらは、しょせん俺たちＡクラスの金かね蔓づるなんだよ！」

　紫藤トビオは、漫画に出てくる悪役よろしくな高笑いをしながら、いつの間にか周囲を取り囲んでいたＢクラスのとりまき（Ｂクラスの奴やつらは何な故ぜかＡクラスに媚こびへつらうのだ）を引き連れて去って行った。

「く、くそう……」

　ぐうの音も出ないほど凹へこまされた山やま岡おかは、いちご牛乳を片手にうなだれた。

「まぁ……あいつはああいう奴やつだからさ……」

「そうだけどよう……悔しいじゃねえか……」

「まぁ飲めよ」

「くっ……うう……」

　神妙な面おも持もちに、ピンクのパッケージがひどく哀かなしい。

「仕方ねえよ。これも俺おれたちＣの宿命だ……忘れようぜ」

　俺だって悔しかった。でも、言い返せないのも事実だった。

　俺たちが夢中になっているアイドル『七しち大だい天てん使し少しよう女じよ』のプロジェクトを運営しているのは、トビオの父親が経営する芸能事務所なのだ。しかも、そのプロデュースをしているのはトビオなのである。ただでさえ天才少年と名高いあいつは、同時に天才プロデューサーでもあるのだ。

　ああしてバカにされ、屈くつ辱じよく的な思いをしているにもかかわらず、俺たちはそのＣＤやグッズに金を払っている。悔しいけれどそれが現実で、そしてそう思っていながらゆりりんをかわいいと思ってしまって。そう、それこそが俺は悔しいのだった。

　でも、だって……ゆりりんが超絶にかわいいのは事実なのだ。天使アイドルは恋愛禁止とわかっていても、ゆりりんと恋に落ちる妄想は止められない。

　ああ、青少年の苦悩。

　そしてもう一つ。

　俺がトビオに言い返すことができないのは、他にも理由があった。でもそれは、誰だれも知らない。山岡にも話していない「あの」こと。

　そしておそらく、トビオが絡からんできたのもそれが理由だ。

　俺はうつむいた。このことを考えたくなくて、俺は未いまだにこちらを見ている智とも花かの方につい顔を向けてしまった。

　そして今度ばかりは山岡も智花に気づき、ご親切にも声を張り上げてくれた。

「おい、あれ智花ちゃんじゃね？　お～い！　智花ちゃーん！」

　そのレンズの奥の、アーモンド形の猫のような瞳ひとみがハッとする。そしてそれこそ猫のように俊敏な動きで、キュッと二つに結ばれた神経質そうな黒髪を翻ひるがえすと、友人たちのいるテーブルへと小走りにかけて行った。

　トレイに載っているのは、おそらく好物のきつねうどんであろう。

　あんなに勢いよく走ったらつゆがこぼれやしないだろうかと、俺は少し心配する。いや、あの黒髪の束がつゆの海へとダイブしているという展開もアリだな。そうでなくてもあいつはドジなのだ。

「あれ？　行っちゃった……なんか、おまえら最近仲悪くね？」

「別に……」

「なんだよ、喧けん嘩かでもしたの？」

「ていうか高校生にもなって幼おさな馴な染じみと仲良くしている方がおかしいだろ」

「そうか？　俺おれは憧あこがれるけどな！　幼馴染との胸キュンな恋っ！」

「はいはい……」

　俺は適当に頷うなずいてこの話題を流す。山やま岡おかの言うことは少しだけ当たっていて、俺と智とも花かは最近本当にギクシャクしている。

　さっきだって、ゆりりんの話を切り上げたのは、あいつの視線を感じたからなのだ。あいつは何な故ぜか、俺がゆりりんの話をするのを嫌きらう。あからさまに不ふ機き嫌げんになるのだ。だが最近は、それすらもなくなった。そもそも喋しやべらないからだ。ちょっと前までは、道みち端ばたで会えば世間話くらいはしたし、家が近いので成り行きで一緒に帰ることもあった。

　だけど最近、あいつはわかりやすく俺を避けている。

　ちくしょう。なんだってんだよ。

　そして俺は、そんなあいつを目にするたびにイライラとした。

　理由がわからないからだ。思い当たることがないと言ったら噓うそになるが、もしそれだったとしてもじゃあ何故俺を避ける必要がある？




　理由のわかる苛いら立だちと、それがわからない苛立ち。

　ただそのどちらにも共通しているのは、どうしたらいいのかわからないことだ。




「うん、やっぱ焼きそばパンうめえや」

　世の中わからないことだらけだ。そしてわからないことは、考えないに限る。

　俺はたぶん、色んなことから逃げている。だけど、何から逃げているのか考えてしまうことが怖かった。




　　　　　　　　　　　　＊




「あんたそれは恋に決まってるじゃないの！」

　目の前に座った女性は長い黒髪を振り乱して、手に持ったアイスコーヒーをダンッ！（それは紙でできているので実際はそんな音はしていないのだが、あたかもそんな音がしそうな勢いで）と、テーブルに置いた。

「はぁ？　トビオが俺に？」

「違うわよ！　まぁそっちの展開もありだけど、智花ちゃんの話！　急によそよそしくなったって、恋しか考えられないわ。趣味はともかく、あんたにズッキュン恋しちゃってんのよ！」

　趣味はともかくって、一言多いっつーの。

　アイスコーヒーを片手に、一人荒あらぶっているこの人は美み咲さきさん。俺おれのアルバイト先である、ハンバーガーショップＡＡＡトリプルエーの常連である。ちなみに俺は、仕事を上がろうとするところを運悪く呼び止められたのだ。

「それは絶対に違うって」

「違わないわよ！　もう間違いなく、十中八九、恋！　恋愛小説家の私が言うんだから間違いないに決まってるでしょう？」

　彼女の職業は作家。ティーン向けの恋愛小説を書いている。デビューしたての時は、「まるでひと昔前のケータイ小説」とかなり叩たたかれたが、彼女に言わせればそれは「わざとそう書いていたのよ」ということで、今や彼女の小説は女子中高生の恋のバイブルとまで言われている。

　そんな彼女と俺が何な故ぜ知り合いなのかと言うと、それはある出来事がきっかけだった。




「だから私はそういうことを言っているんじゃないのよっ！」

　店内に女性の怒号が響ひびき渡わたる。

　それは、奥のキッチンでポテトフライを揚げていた俺のところまではっきりと聞こえるほどの大声だった。俺は恐る恐るレジの方へ顔を出す。

　そこにいたのは、髪の長い綺き麗れいなお姉さんだった。

　クールビューティなその姿に一いつ瞬しゆん見み惚とれたが、さっきの声の主がその人だとわかり一気にテンションが下がる。

　クレーマーだろうか？

　安価なハンバーガーにスーパースマイルを０円で提供するこの店では、それを逆さか手てに取って無茶なことを言う客が珍しくない。またその類たぐいかと、俺はこっそりとその様子をうかがった。

「私はテリヤキバーガーを頼んだの。そしたら入っていたのはチーズバーガーだった。だから交換して貰もらおうとわざわざ戻ってきたの。それなのにあなたの態度は何？」

　内容を聞くとこちらのミスだった。怒るのも無理はない。しかしお姉さんが怒鳴っている相手を見て俺は焦った。いや、むしろ彼女の大きな怒りの原因を瞬時に理解した。

「だからぁ～間違えたのオレじゃね～し。オレに言われても知らね～し」

　お客様にも安定のタメ口！

　金髪プリン頭で「オレぁ、元『黒魔里悪ブラツクマリア』のメンバーだったんだぜ」が口くち癖ぐせの元ヤンキー小こ坂さかくんだった。根は悪い奴やつではないが、彼は頭のネジが少し足りない。

「つか～間違えたのオレじゃね～のに～なんでオレが怒られるワケ？　意味わかんね～し」

　インド人もびっくりなその解答に、お姉さんがわなわなと震えているのがわかる。

　何故か俺の方が顔面蒼そう白はくになった。この時間は店長がいない。少し迷ったが、これではお姉さんがあまりにも気の毒なので、意を決してレジへと顔を出した。

「申し訳ありませんでしたっ！」

　そしてすぐに頭を下げ謝った。

　急に現れた俺おれの姿を見て、二人は一いつ瞬しゆんキョトンとする。

「あ、あの……テイクアウトの中身が違っていたんですよね？　すぐに正しい物をお持ちします。テリヤキバーガーで間違いないですか？」

「え、ええ……」

「ではすぐに作ります。少々お待ち下さい」

　そう言って俺はすぐにキッチンへと戻った。後方から「ハァ～？　永と久わちんが謝ることね～よ、マジぇ」とバカそうな小こ坂さかくんの声が聞こえたが無視した。

　うん、頼むからおまえ黙れ。

　そして慣れた手つきで素早くテリヤキバーガーを作ると、新しい紙袋に入れてお姉さんの元へと走った。

「大変お待たせいたしました！」

　お姉さんは足を組んで椅い子すに腰掛けていた。よく見るとそれはタイトなミニスカートで、そこからむっちりした美脚が覗のぞいていた。俺は思わず目を逸そらす。

「……ふん」

　お姉さんはムスッとしながら紙袋を受け取る。そしてその紙袋が一つ多いことに気がついた。

「あら、これは？」

「新作のＡＡＡトリプルエーチェリーパイです。まだサンプルなんですが……よかったらお詫わびに差し上げます」

「あ……ありがとう……」

　無ぶ愛あい想そうながらもお礼を言ってくれた。ほっと胸を撫なで下ろす。そしてもう一度、「申し訳ありませんでした」と頭を下げた。

「ねぇ」

　するとお姉さんが、去さり際ぎわに俺の顔をじっと見て言った。

「は、はいっ」

「あなたが間違えたわけじゃないんでしょう？」

「え、あ、はい」

「それなのに謝ってくれたのね」

「え、だ、だって、こういうのは誰だれが間違えたとかそういう問題じゃないですし、お店の責任ですから……」

　あまりにもまじまじと俺の顔を見て言うので、しどろもどろになりながらそう答える。するとお姉さんは「ふ～～ん……」と意い味み深しんな顔をした。

「ねぇ、君。私のこと、知ってる？」

「えっ？　知ってるっていうのはどういう……」

「そう。知らないの。それならいいわ」

「えっ、あのっ」

　意味がわからず慌あわてる俺おれに、お姉さんはニッコリと笑って言った。

「また来るわ」




　そしてその夜、俺はテレビを見て驚おどろくことになる。

　たまたま付けたチャンネルで、『恋愛小説家・神じん野の美み咲さき特集』がやっていた。普段小説なんて読まない俺は、その作家のことなんて知らなかったし興味もなかったのだけれど、パッと映った彼女の仕事場兼自宅だという映像に釘くぎ付づけになった。ガラスで出来た大きな机にデスクトップパソコン。椅い子すはまるで社長室のそれで、机の周りを背の高い本ほん棚だながぐるりと囲んでいた。

「うわー。金持ってんだろーなぁ」

　それが一番の感想だった。だが俺をもっと釘付けにしたのは、後から登場した神野美咲本人だった。

　それは紛まぎれもない、昼間に出会ったテリヤキバーガーのお姉さんだったのである。

　そしてその日から何な故ぜか、美咲さんはこの店の常連になったのだ。




「恋だと思うけどなぁ～」
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　美み咲さきさんはハンバーガーにかぶりつくため、髪の毛を耳にかける。彼女の髪の毛はシャンプーのＣＭに出られるんじゃないかってほどサラサラで、すぐに顔の周りに落ちてきてしまう。そのたびに彼女はさっきの仕草をするので、とてもせわしない。俺おれはその黒髪に、テリヤキのテリがつくのではないかと、ハラハラしながらそれを見守った。

「だーから違うってば！」

「え～でもお似合いよ。あんたたち」

　美咲さんは一度だけ智とも花かに会ったことがある。あいつがたまたまこの店に来た時に、美咲さんもたまたまそこに居たのだ。ちょうどその時、俺は出来上がったポテトを運びがてら美咲さんと雑談をしていて、何やら智花に誤解されてしまったのを覚えている。

「え～恋だってぇ～面白いから恋にしとこうよん。そしたら小説のネタにもなるしぃ……はむ……んっ……」

　ちゅぱっという音をたてて、指についたテリを舐なめる。

「そ、そっちが目的なんだろっ」

　その仕草が色っぽくて、俺は思わず目を逸そらした。

　正直を言うと。

　俺は美咲さんに一時だけ惚ほれかけたことがある。




　あのテレビを見た翌日、なんと再び彼女が店にやってきたのだ。そして、

「昨日はありがとう」

　とニッコリ笑いかけた。テレビで見たばかりの有名人が目の前に現れて、俺は興こう奮ふんした。

「い、いえ！　こちらこそすみませんでした。そ、それより昨日テレビで見ました！　お姉さん、有名な作家さんだったんですね！」

「そんな有名だなんて。まだまだヒヨッコよ♪」

　そう言ってウィンクをしながら、頼んだテリヤキバーガーセットと共に颯さつ爽そうとレジを去る彼女。それはクラスメイトの女子にはない、大人の女性の雰ふん囲い気きだった。そして俺は、一いつ瞬しゆんで心奪われたのである。

　バイト後に、速攻で本屋に走ったのは言うまでもない。

　ちなみに美咲さんの小説は、男の俺でも読みやすいライトな恋愛小説だった。ぶっちゃけあまり共感する部分はなかったけれど、なんだか印象に残る話。といった感じだ。一番印象に残ったのは、弾ひき語がたりの少年と失恋したＯＬが行きずりの恋に落ちる話だった。唯一ティーン向けではなかったけれど、いやだからこそなのか、妙に心に引っかかったのを覚えている。

　おそらく、年上のお姉さんとの恋というシチュエーションに自分を投影していたからだろう。ただとりあえず言い訳させて欲しい。高校生男子が、美人で年上のお姉さんと親しくなり、あまつさえそのお姉さんはテレビにも出ている有名人。そんな状況でときめかない方がおかしいのだ。




　ただそのときめきはすぐに覚さめることとなる。

「そんでもし恋だったらぁ、とりあえず智とも花かちゃんの目の前に愛車のプジョー２０７で乗り付けて～そのオープンカーから顔を出し颯さつ爽そうとサングラスを外してこう言うの。『あら～永と久わにちょっかい出してる子ってあなたかしらぁ？』そして思春期の乳臭い小娘で溢あふれた魔ま窟くつであるハイスクールを修しゆ羅らの場と……」

　美み咲さきさんは悪あく魔まのような表情で楽しそうに話していた。そう、彼女は非常に「いい性格」をしているのである。

　最初は猫を被かぶっていたので気づかなかった。常連となった美咲さんは、ことあるごとに「取材」と称して俺おれを捕まえて雑談をするようになった。

「ほら、あんたって何か話しやすいのよね」

　なんて言っていたが、その実は仕事の愚ぐ痴ちやダメ男との失恋話（恋愛小説家のくせに）ばかりで、俺に話すことでストレス発散をしているようにしか見えなかった。

　そんなわけで、百年の恋ならともかく一時の恋はすぐに冷さめてしまったのである。高校生の俺にとって、美咲さんの話す壮絶な体験談はあまりにも刺激が強すぎた。

「俺、好きな奴やつできても美咲さんにはぜってー教えない……」

「あらどうして？　全力で協力するのにんっ♪」

　全力で邪じや魔まの間違いだろう。

「とにかく！　あいつはただの幼おさな馴な染じみだからっ！」

「バッカねぇ！　人間は一番身近にいる異性を好きになっちゃうもんなのよ。知らないの？」

　美咲さんは急に声を潜ひそめて、悪戯いたずらっぽい表情をした。その知識は俺の辞書にはなかったので、

「え？　そうなの？」

　と思わず聞き返す。

「単純接触の法則ってやつね。同じ相手に繰くり返し接触すると、印象が良くなってその相手への好感度が増すの。ちゃんと心理学でも証明されてんのよ……はむ……」

　ハンバーガーを頰ほお張ばりながらの、どや顔。アイラインで縁ふち取どられたキリッとした瞳ひとみが、得意げに輝く。その表情はまるで百点のテストを自慢する子供のようだった。美咲さんには大人と子供が混在したような、不思議な魅み力りよくがある。顔つきはどちらかと言えばクールで、例えるならなつかない猫のような。それなのにこうして無防備にハンバーガーをパクついたりもする。でも話していればやっぱり大人で……大人の女性ってやつはみんなこういう風なのだろうか。それとも美咲さんが、作家なんていう特殊な職業だからなんだろうか。

「……へぇ。知らなかった」

　そんなことを考えていたので、返事がワンテンポ遅れた。

「やっぱり美み咲さきさんてすごいね」

「あ～ん？　当たり前でしょう。恋愛小説家舐なめんじゃないわよ？」

　美咲さんはフフンと鼻を鳴らす。この人は本当に威張るのが得意だ。だけどすごいと思ったのは本当で、彼女の本性を見せ付けられながらも美咲さんを慕したうのは、こうして自分が知らない知識を知ることができるからかもしれない。しかし感心したのも束つかの間ま、

「だからたいていの恋愛は職場恋愛なんでしょ。ああ、あんたたちで言うなら同じクラスとか同じ部活とかね。あー、くっだらない。そんな錯覚に惑わされて手近で済ますなんてバッカじゃないの？」

　突然の激げつ昂こうである。

「中高生の恋愛パターンなんてそんなもんだって。だからあんたの幼おさな馴な染じみもきっとそうよ」

　おいおい、曲がりなりにも中高生向け恋愛小説を書いている人間がそれを言っちゃお終しまいだろうと思ったが、そういえば美咲さんの小説で描かれる恋愛パターンはたいていそれだった。

　そうか、そんなもんか……って、オイ！

　とはいえ、その理屈はすごくすんなりと理解できた。俺おれの周りだってたいていがそうだ。だけど俺は、それを否定する確実な理由を持っていた。

「だから本当に違うんだよ。だって……」

　俺はあのことを思い出して、少し気まずくなる。美咲さんに話そうか迷ったが、うまく伝えられる気がしなくてやめた。

「あいつ好きな人いるから」

「えっ？」

　美咲さんは意外そうな顔をすると、アイスコーヒーを飲む手を一いつ瞬しゆん止めた。

「……そうなんだ」

「そうなんですよ。あいつの口から直接聞いてるしね。だからそれだけはぜってーない！　そして俺からも、ないっ！」

「ふーん……でもさ、気がつかないだけで、案外好きだったりするかもよ。身近過ぎて意識しなかっただけでさ。だって小さい頃ころから一緒に居たってんなら、単純接触の法則的には好感度は普通の人よりは高いはずだし」

「そんなこと……」

「はむ……でもあんたモテにゃいんだから」

「え？　なんて？」

　美咲さんは必死で口をもぐもぐとさせている。ゴクリと大きな音が鳴った。

「だから！　あんたモテないでしょ！　だったら身近で側そばに居てくれる女の子を大事にしたら？　って話よ！」

　うっ……何な故ぜ俺がモテないとわかったのだろう。悔しい。悔しいけど当たっているからムカつく。ムカつくから反論した。

「お、俺おれだって周りに女の子があいつしかいないわけじゃねーし！　ちょっと気になってる奴やつだっているし」

「それ、Ａクラスでしょう？」

「え？　ち、ちげーよ！」

「あら、本当に～？　私の予想だと……顔に似合わず面食い、自分のことは棚たなに上げて好きになるのはＡクラスの容姿端たん麗れいな女子、変なところでプライドが高く振られるのが怖いため告白はしない、『俺は恋愛なんて興味ないから』風を装って常に自己防衛をしている平々凡々な男子高校生もちろん童どう貞てい！」

　美み咲さきさんは早口でまくしたて、俺の鼻の頭にぴっと人差し指を当てた。

「って感じに見えるけどぉ？」

　この人は、エスパー？

　そうでなければＦＢＩかというほどの完かん璧ぺきなプロファイリングだった。

　ああそうさ！　そうだよ！　そんな卑ひ怯きようでちっせえモテない系男子高校生がこの俺だ！

　完全に敗北をした俺はうなだれる。勝ち誇ったように美咲さんが高笑いした。

「図星なんだぁ～きゃはは～」

　くっそう……この女、完全に面白がっていやがる……。

「でも安心しなよ。男子高校生なんて、みんなそんなもんだよ。Ｃクラスだったら特にね」

「えっ？」

　どういう意味だろう。

「どういう意味？」

　俺はまま尋たずねた。

「あんたまだ若いし。今のうちにこれだけは覚えておいた方がいいわ。あのね……残念ながら恋愛にも権利があって、それは差別されるものなの」

　どういう……意味……。

　心臓がドキンとして、今度は尋ねられなかった。

「簡単に言うとね、例えばＣクラスのあんたがＡクラスの女の子と付き合うのは難しいってこと！　『愛があればランクは関係ない！』なんて陳ちん腐ぷな台詞せりふ言わないでね。現実的にまず難しいわ。生まれもった格差が性格に与える影響は大きい。つまり、単純に合わないのよ。育ちが違うってこと」

　俺は今日の食堂での出来事を思い出していた。

　いつも高たか飛び車しやで高圧的なトビオ。でも奴にはその態度を許されるだけの才能や環境がある。だから誰だれも何も言わない。否いな、言えないのだ。媚こびへつらって、へらへらと謝った俺と山やま岡おかの姿。

「ほら、あんたの好きなアイドルの天使だって恋愛禁止なんでしょ？　しょせん天使と人間が付き合うことなんてできないのよっ」

「…………」

　俺おれはうなだれた。

「あーごめん、ごめん！　何も苛いじめるつもりじゃなかったのよ。私が言いたいのはね、その現実を認める勇気も必要だっていうこと。そして身近な女の子に目を向けてみるってのもいいんじゃない？　ってことが言いたかったの。ちょっと言葉がキツ過ぎたわね」

　ちょっと、じゃねえよ。ちくしょう。

　美み咲さきさんは俺が逃げている色んなことを、こうしていとも簡単に指摘してくる。俺に現実を知らしめる時の美咲さんは、大人だ。普段無邪気なくせに、こういう時だけ大人になるなんてズルい。でもおかしなもので、そう言われることを望んでいる自分もいるのだった。

　現実を認めたくない自分と、向き合いたいと思っている自分。

　でも、向き合ってどうするんだ？

「なんとなくわかるけど……でも、そんなのムカつくよ。なんで……恋愛までランクで差別されなきゃならないんだよ……」

　わからなくなって、俺は珍しく感情的な言葉を吐はいた。すると何な故ぜか、美咲さんが嬉うれしそうに笑う。彼女はいつの間にかデザートに手を付けていた。期間限定のＡＡＡトリプルエーサンデー苺いちご味。そして白いプラスチックスプーンでそれをすくうとこう言った。

「だって仕方ないじゃない。あんたたちは確固たる身分差別の申し子、ゼロチルドレン」

　スプーンをぺろりと舐なめる。

「悔しかったら私みたいに成り上がってみなさい？　……はむ」

　俺は何も答えられなかった。美咲さんの動きがやけにスローに見える。とりあえず悔し紛まぎれに、

「そんなに食うと太るぞ」

　と、悪あく態たいをついておいた。

「失礼ね」

　美咲さんは、むう、と膨ふくれた。
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　ゼロチルドレン。

　それは、新生ゼロ年に誕生した子供たちの総称だ。




　新生ゼロ年は、この国に新しいシステムが導入された年である。そのために何もかもがリセットされた。そう、ゼロになったのだ。

　それまでこの国は壊れかけていた。

　少子高齢化が進み、生産年齢人口はどんどんと減っていった。しかし平均寿命はどんどんと伸びた。そんな逆ピラミッド状態では、国を運用する資金が絶対的に足りない。年金は底を尽き、国民の税金負担は重くなる一方であった。しかし国民の生活レベルが上がっているわけではない。税金の払える額にも限界がある。

　そこでできたのが、『社会貢献ランク制度』だ。

　まず「社会貢献」とは何を指すか。簡単に言えばこの国にどれだけお金を払っているか、ということである。それは国民平等に課せられる税金とはまったく別の概念で、ただシンプルにどれだけ社会のためにお金を生み出して貢献したのか。ビジネスはもちろん、芸能や芸術、スポーツなど、その方法は何でも良い。とにかくその人間がどれだけ社会の役に立ったか、その漠ばく然ぜんとした概念を「貢献度」として計るのである。そしてその「貢献度」は「ポイント」として数値化され、そのポイント数に応じて上からＡランク、Ｂランク、Ｃランクとランク分けをするのだ。

　そして社会貢献度の高い者は、様々な面で優ゆう遇ぐうをされる。先の食堂での一件然しかりだ。お金を払っている者が、相当のサービスを受けられる。ごくシンプルなシステムである。

　その権利はポイントで買うこともできるが、Ｃランクの保有ポイントは当たり前だが少ない。その貴重なポイントをみすみす権利に使ってしまうなんてそんなことはできず、結局Ｃランクは社会的な恩恵など受けることもなく生きていくのだ。

　そのランク制度は、全国民に漏れなく課せられている。その中で生きるのが、国民の義務なのだ。ただ社会からはみ出し、その制度を受けない者もいて、通称で『Ｄ』と呼ばれている。

　では、まだお金を稼かせぐことのできない子供たちはどうなるのか？

　これまた至し極ごくシンプル。将来の貢献度予測によって決められる。ここは生まれた環境、つまり両親のランクがそれを左右する場合が多い。例えば医者の息子であれば、家業を継ぐ可能性は高いわけで、その収入から将来の社会貢献度は高いと予測されＡランクが付与される。

　そして一番それが変動するのも子供時期だ。例えば急に足が速くなったとする。将来はオリンピック選手かってくらいのレベル。それが認められれば、ランクが急変することもある。その「査定」は、一年に一度行われる。

　つまり、自分次第でランクは上がる可能性があるということだ。

　だけど。

　面白いデータがある。

　ほぼ九十パーセントの子供が、生まれた時に付与されたランクから、変わることはないそうだ。




「チッ……」

　俺おれは舌打ちをした。

　美み咲さきさんと話し込んでしまい、もう夜はとっぷり更ふけている。スマートフォンをいじりながら夜道を歩いていたのだが、急に回線のつながりが悪くなった。

　時計を見ると、21時。データ規制の時間だった。

　急速に普及したスマートフォン等のデータ通信端末の影響で、今やパケット定額の通信速度もランクに分かれている。俺は一番安いプランを契約しているので、皆が一番パケット通信を使う時間帯から規制の対象になってしまうのだ。画面を見ればさっきからずっと通信中のアイコンが点滅している。とたんに重くなったページにイライラした。一番料金の高いプランを契約すれば、規制の対象になることはない。それどころか回線は優ゆう先せんされる。しかし俺にはとてもそのプランの金額を毎月払える余裕はなかった。いや、Ｃランクのほとんどがそうだろう。こんなところにも、ランク社会の縮図がある。

　ランク上位の人間は金を持っていて、だから便利で快適な暮らしができる。

　結局はそういうことなのだ。

「やれやれ。Ｃランクはデータも差別されるってわけですか……」

　俺は今日の食堂の一件を思い出した。特別なメニューを食べることができるＡクラス。そしてその中でも抜きん出た才能を持つ紫し藤どうトビオ。彼をとりまくＢクラス。俺たちをバカにして笑うＡクラス。バカにされ笑われる、俺ら……。

「悔しかったら私みたいに成り上がってみなさい？」

　美咲さんの言葉がこだまする。

「成り上がり……か……」

　さっきも言った通り、年に一度の査定で、稀まれにランクの上がる奴やつというのが存在する。才能が開花する時期は人それぞれだ。そしてそういう風にしてランクを上げた人間のことを、通称で『成り上がり』と呼ぶ。美咲さんは、その成り上がりだ。ランク分けが始まった新生ゼロ年に、美咲さんは十歳だった。彼女の将来も、もれなく予測された。そして与えられたランクはＣだった。

「悔しかったから」

　美咲さんはそう言った。悔しかったから、一いつ生しよう懸けん命めいに戦って成り上がったのだと。そして彼女は作家になり、ランクをＣからＡへと上げた。彼女の人気の原因は、そういう生い立ちにもあるだろう。日本人は、そういうのが好きだ。俺も、美咲さんを見ていると少し勇気が出る。俺でも何かできるような、そんな気がしてくる。

　でも。

　俺は立ち止まった。空を見上げる。そこには、抗あらがうことのできない広大な闇やみが広がっていた。そこには星たちが輝いている。だがそこにはきっと、輝くことすらできない小さな小さな星ほし屑くずがたくさんあるだろう。

「で、俺おれに何ができる？」

　少しだけ大人になった俺たちは知ってしまったんだ。

　人間は結局、生まれもった環境には勝てない。ある日突然に足が速くなることはない。全国レベルのスプリンターは、きっと小さな頃ころから英才教育を受けている。早くにしてスポーツの優ゆう秀しゆうな学校に行っている。そしてそれを全すべて叶かなえられるだけの金がある。美み咲さきさんのような人は一握りだ。

　Ｃランクだからといって、生活に困っていたり生きるための不便があるわけではない。むしろ最低限の生活は保障されている。でも、俺たちはいつも漠ばく然ぜんとした不満を抱えていた。

　俺には何もできない。輝く才能も、恵まれた環境も、希望に満ちた将来も何もない。

　ランクとは、生まれながらに捺おされた烙らく印いんのようなものだ。

　そしてたいていのＣランクの人間が、それに気づかないフリをして生きている。
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「なぁ、なんか……あいつの鼻おかしくね？」

　昨日の件を思い出して物思いに耽ふけっていると、山やま岡おかが話しかけてきた。

「ああ？」

「ほら、あいつ。岸きし田だ！」

　指をさした先にいたのは、岸田宗むね徳のり。銀ぎん縁ぶちの眼鏡めがねをかけていて、瘦やせ気味の体型。成績はあまりよくなく、スポーツも苦手。典型的なＣクラスの人間だ。ただ読書家でやたらと本を読んでいる。それゆえに知識は多く、自分を頭がいいと思いこんで人を見下すところがあるのであまり好かれていない。そんな岸田の、

「鼻だよ、鼻！」

　を早く見ろと山岡がせっつく。

　美咲さんに言われたことがずっと気になっていた俺は、正直それどころじゃなかった。岸田の鼻がどうなっていようが、知ったことではない。下らないことで話しかけないでくれと山岡を無む下げにしようとしたが思わず声が出た。

「うわ、なんだあれ」

　山岡が「だろ？」と何な故ぜか誇らしげに言う。




　岸田の鼻が、昨日よりも高くなっていた。




「……えらく鼻筋が通ってんな……」

　確かに岸きし田だの鼻は団だん子ごっ鼻ぱなで、線の細い彼のルックスにその存在感はありすぎていた。だがどうだろう。今日の岸田の鼻はシュッとしたラインで、その頭は天高くツンとしている。

「明らかに『アレ』だな……」

　山やま岡おかが頰ほお杖づえをつきながらぼんやりと言う。

「だな……でもあれはわかりやすすぎだろ？」

「うん。しかも『アレ』やった割に、あんまり似合ってないしな……」

　俺おれたち以外のクラスメイトも、岸田の鼻の異変に気がつきだしざわつき始めた。当の岸田は、本を読みながら我関せずといった感じである。それどころか、注目の的になっていることをむしろ誇らしげだ。

　確かに岸田のルックスはあまり褒ほめられたものではなかった。だが、『アレ』をしてしまうとは。俺はその勇気に少し感心する。山岡もしみじみと言った。

「そっか～岸田っち、フェイスをチェンジっちゃったってわけね～」




　フェイスチェンジ。




　巷ちまたで大流行している、ゴムマスクを使った簡単な整形技術である。いや、整形というのとは少し違うかもしれない。実際の顔を変えるわけではない。皮膚に似たゴム素材で身体からだのパーツを作り、それを取り付ける。どちらかといえば特殊メイクに近い。それをすることで、例えば岸田のようにスッと通った鼻筋を誰だれでも簡単に手に入れられてしまうのだ。アクセサリーのような感覚でそれを楽しんでいる者もいる。その出来はかなりのもので、言われなければそれが作り物だとはまず気づくことはない。

　ただしあいつのようにいきなり変へん貌ぼうした場合は別だが。

「せめて……高校デビューの時にやったらよかったのにな……」

　いきなり鼻が高くなるクラスメイトというのは、なかなか異様だ。クラスメイトから、羨せん望ぼうと批判の入り混じった視線が送られる。

　高校デビューできなかった理由は単純に金だろう。当然ながら、そんなハイテクニックを駆使するフェイスチェンジには莫ばく大だいな金がかかる。その点は普通の美容整形と同じだ。岸田が本屋のバイトだけでなく、飲食店やコンビニまで掛け持ちしていることは知っていたが、そうかこのためだったのか。おそらく、やっと鼻を取り付けるまでの金額に到ったのが、この高校二年の今だったのであろう。

　クラスメイトの視線に批判が混じった理由は、このフェイスチェンジにかかる金額だ。俺たちのようなＣランクには、とても払えるものではない。しかし巷には、これをアクセサリー感覚で楽しんでいる奴やつもいる。Ａランクの連中だ。Ａランクはルックスだって思い通りにできるのだ。

　そんな階級社会の象徴とも言えるフェイスチェンジだから、Ｃランクの人間はあまり良く思わないのだ。

「けっ。あんなの整形と一緒じゃねーかよ、気持ち悪ぃ」

　どこからともなく声が聞こえる。教室内が、一いつ瞬しゆんだけシーンとなった。しかしまたすぐにいつもの喧けん騒そうを取り戻す。たださっきと違うのは、そのトーンが少し低い。さっきのが鶴つるの一ひと声こえだったかのように、一部が一いつ斉せいに岸きし田だの悪口を言っているのがわかる。俺おれは少し心配になって彼を見た。

　彼は変わっていない。さっきと同じ体勢で黙々と本を読んでいる。少し顔が赤いようにも見える。それでも、変わらない。

「悔しかったらおまえらもやってみろよ」

　その姿勢は、そう言っているようにも見えた。お金を出して買った高い鼻は、彼のプライドなのだ。平凡で、あまり好かれていない彼のプライド。

　人間は、手に入らないものをけなす。すっぱいぶどうだ。




「はい、授業はじめましゅよ」

　水みず田たが教室に入ってきた。生徒たちは三々五々席に着く。岸田はそのままの姿勢で、ずっと動かなかった。
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「なぁ、昨日おまえのクラスの奴やつが来たぜ」

　嫌いやな奴に出会ってしまった。

　岸田の一件で教室内は妙な空気になっていて、居づらかった俺は逃げるようにトイレに来た。用足しを済ませ、なんとなくトロトロと手を洗っているところに、こいつがやってきたのだ。

　紫し藤どうトビオ。

　胸元に輝く、赤いＡクラスのピンバッジ。その中でもトップクラスのポイントを持ち、弱じやつ冠かん十七歳にしてあらゆる分野で功績を残している天才少年。

「来たって……どこに」

「俺の店。まぁ正確にはウチ」

　フェイスチェンジがＣクラスの連中に好かれないもう一つの理由。

「笑っちまうよな。同い年の俺にペコペコ頭下げてんの」

　トビオは本当に可お笑かしくてたまらないという風に、クックッと笑う。

「大変だよなぁ、Ｃは。その醜みにくいルックスを変えるのにも、Ａの俺に頭下げなきゃいけないんだもんな！」

　それを聞いて思わずカッとなる。もしかしたらトビオは、岸きし田だにもこういう態度を取ったのかもしれないと思ったからだ。岸田のプライドだとか、そんなことはどうだっていい。でも、あいつは金を貯ためて商品を買ったのみ、だ。それ以上に、侮ぶ辱じよくされるのは許されない。

「同じ学校のよしみで少し値引きしてやったぜ」

　そう、フェイスチェンジはトビオが開発したものだった。もし日本に飛び級の制度があれば、奴やつはおそらく大学院クラス、いやそれ以上のＩＱを持っている。それほどの天才少年。そしてそれに加えて、奴の母親は医学者。つまりそれを発揮する環境をも整っているのだ。

　芸能プロダクション社長の父に、医学者の母。財力と頭脳が揃そろった、奴はサラブレッドなのである。

「本当にみじめだよなぁ」

　同じ人間なのに、何な故ぜこうも違う？

　急に悔しくなった。昨日美み咲さきさんにあんなことを言われたからかもしれない。とにかく急に、頭に血が上った。

　ダンッ！

　俺おれはトビオを壁に押し付けた。その顔を睨にらみつける。

　長い前髪で覆おおわれた顔半分。右目はまったく隠れて見えない。

　奴は見えている左目で俺を睨み返し、にやりと笑った。

「……なんだよ？」

　殴ろうと思った俺は、思わず動きを止めた。

「悪ぃ……」

　殴ることもできず、制服の襟えりを摑つかんだ手を放す。

「ふんっ……」

　トビオは襟を正すと、わざとらしく（ついてなんかいない）埃ほこりをはらった。

「殴りたきゃ殴ればいいだろ」

「…………」

「フン……臆おく病びよう者もの！」

　俺は何も言い返せなかった。その瞬しゆん間かんだった。

　ガンッ！

　後頭部にものすごい衝しよう撃げきが走った。壁に頭をぶつけたのだと気がつくまでに時間がかかった。トビオがさっきまでの体勢をひっくり返し、俺に凄すごむ。

「てめえのそういうところがムカつくんだよ！」

　口の中に鉄の味が広がった。中を切ったらしい。

　ああ、このシチュエーションはあの時と同じだ。

　だからこんなこと、知りたくなかったんだ。




　あの時、俺おれはトイレで大の方をしていた。




「なぁ、トビオの顔、知ってるか？」

　その日は朝から腹の調子が芳かんばしくなく、チャイムと同時にトイレに駆け込んだ俺は、本当なら外で誰だれかが話している会話の内容なんてそれどころではなかったのだけれど、その会話に違和感があり、うつむいた顔を思わず上げてしまったのだ。

　トビオの顔？

　トビオとはＡクラスの紫し藤どうトビオのことだろう。超がつくほどの有名人なのでもちろん知っている。しかし、「顔、知ってるか？」とは、どういう意味だ？

「顔？」

　問いかけを受けた友人も同じ気持ちだったようで、そう聞き返した。

「前髪で半分隠してるだろ？　あれ、なんでか知ってるか？」

「知らね～」

　トビオの前髪はアシンメトリーになっていて、顔の半分がその長く伸ばした前髪で隠れている。あいつ独特のいけすかないお洒落しやれだと思っていたのだが、へぇ、理由があったのか。

　特に感慨深いわけでもなく、例えるならお昼の放送のＢＧＭ程度の気持ちで二人の会話をなんとなく聞いていた。それよりも油断してうっかり放ほう屁ひの音でも漏らさないかという方が心配である。全神経を肛こう門もんに集中させた、その時だ。

「すげえ痣あざあんだよ」

　ブッ。

　予想していなかった答えに思わず肛門が緩ゆるむ。焦ったが話に夢中の彼らはそんなことはお構いなしだった。

「痣？」

「うん、なんつーか……火傷やけどの跡みてえな」

「えっ、マジで」

「しかも結構ヘビーなの。ぐちゃって感じ」

「うっわ、きつ……」

　そいつらの声のトーンで判断する限り、それは同情というよりはどこか面白がっている風だった。その高こう慢まんちきな態度から、トビオのことを快く思っていない奴やつは多い。だけど……傷にしろ痣にしろ、それをネタにするのはちょっと不ふ謹きん慎しんじゃねーのか？

　俺は下げ痢り中という情けない姿ながらも、そう思っていた。正義漢ぶるつもりはないが、俺にだって少しは良心というものがある。そしてその少しの良心ですら許せない一言が発せられたのだ。

「なんかさ、ザマーミロだよな」

　えっ？

「天才だか何だか知らねーけどよ、偉そうに威張っている奴やつがそんな風にこそこそ隠してるの、なんかウケる」

　もう我が慢まんならなかった。さっきの放ほう屁ひで絶好調だった下げ痢りもそこそこに、急いでトイレットペーパーをカラカラと引き出す。流す音と同時に、ドアをバーンと開けた。

　おしゃべりに夢中で、おそらく個室に人が入っているなどと思わなかったのだろう。突然の俺おれ登場に、さっきまで盛り上がっていたその二人はビクッと肩を震わせ、驚おどろいた表情でこちらを振り向いた。

　だが、驚いたのは俺の方だった。

　胸元には、Ｂクラスの青いピンバッジ。こいつらは、いつもトビオに媚こびへつらっているとりまきだった。平均より少し上、あと少しでＡクラスというこのＢクラスの奴らは、何かとＡクラスと仲良くしたがるのだ。確かにＡクラスの才能のおこぼれを貰もらったり、見込まれればポイント譲じよう渡となどお得なこともあるかもしれない。それにしたってその行動は気持ちが悪く、ある意味では姑こ息そくな分Ａクラスの連中よりも鼻持ちならない存在かもしれない。

　とはいえ、おまえらは少なからずトビオといつも一緒にいるじゃねえか。

　しかし咄とつ嗟さには何も言うことができず、二人を見つめたまま立ち尽くしてしまった。

「おまえら友達だろ!?」

　そんな青臭いことを言うつもりもない。でも、それでも。

　俺の少しの良心が、彼らの発言に対する納得を許さなかった。

「なんだよ、てめえ……」

　主の悪口を俺に聞かれて、バツが悪そうに一人が俺に凄すごんだ。俺が答えないでいると、

「じろじろ見てんじゃねえよ、Ｃが。おい、行こうぜ」

　逃げるように去って行った。

　やましいと思ってんなら、言うんじゃねーよ。

　俺は胸むな糞くそ悪くなりながら手を洗っていた、その時だった。

　ガッシャーン！

　何かが倒れる物音と共に、

「わ、悪かった……」

「ごめん！」

　という、情けない奴らの声が廊下から聞こえた。俺は慌あわててトイレから飛び出す。

　そこには、トビオがいた。

　トビオはそこにあったモップを手に持ち、Ｂクラスの二人をめった打ちにしていた。顔は屈くつ辱じよくで真っ赤になっている。そして加減など知ったことかとばかりに、モップの柄えが振り下ろされる。その様子は尋じん常じようじゃなかった。

　あいつこのままじゃ殺しちまう！

　瞬しゆん間かん的にそう思った。そして思わず駆け寄ったのだ。

「や、やめろ！」

　トビオを羽は交がい絞じめにする。攻こう撃げきから開放されたＢクラスの二人は、その隙すきに慌あわてて逃げた。え、おい、マジかよ。

「放せっ！」

　トビオが暴れる。

「いてっ」

　持っていたモップが俺おれに当たった。思わず手に力が入る。それに反応するようにトビオの暴れる力も強くなる。そしてもみ合ったまま、俺たちは倒れ込んだ。

「い、いってぇ……」

　廊下に頭をしたたかに打ちつけ、俺は悶もん絶ぜつしていた。ゆっくりと目を開ける。騒ぎを聞きつけ、向こうから先生が飛んでくるのが遠目に見えた。

　そして目の前には、肩で息をするトビオ。

「……っ」

　俺は息を吞のんだ。

　もみくちゃになったせいで、トビオのアシンメトリーな前髪がはだけている。さっきの奴やつらの声が蘇よみがえる。同時に、俺はハッと息を吞んだ。

『結構ヘビーなの。ぐちゃって感じ』

　そこには、痣あざがあった。

　ただれたように真っ赤になり、ひきつれた皮膚が右目を潰つぶしている。

「おまえ、聞いていたのか？」

　ハァハァと息を切らしながら、トビオが物もの凄すごい形相で睨にらみつける。俺は蛇へびに睨まれた蛙かえるのように動けなかった。

「見て……ない……」

　ハッとした。

　しまった。トビオは「聞いていたのか」と尋たずねたのだ。

「チッ……」

　トビオが慌てて前髪を戻し、顔を隠す。その手は震えていた。

「大……丈夫か……？」

　思わず声をかけた、その瞬間だった。

「同情してんじゃねえよっ」

「ぐわっ」

　首を摑つかまれて壁に押し付けられた。すごい力だった。

　思わずトビオを突き放す。奴やつは後方へと吹っ飛んだ。

　息が詰まり、俺おれはゴホゴホとむせた。頭がくらくらする。ちょうどそこへ、騒ぎを聞きつけた先生が駆けつけた。

「おい、どうした？　何があった？」

　しかしその駆けつけた先生というのがまた悪かった。

　Ａクラスの統括主任である、有あり栖す川がわ。

　ランク至上主義であり、差別主義者の有栖川は、「どうした？」と聞いておきながら、一方的に俺を責め立てた。

「まったく、これだからＣクラスは……大丈夫かい？　紫し藤どうくん」

　そうでなくても、教師たちがＡクラスを贔屓ひいきすることは常である。ましてトビオの家は、学校に多額の寄付をしていた。

「……大丈夫です」

「暴力を振るわれたんじゃないのか？　この件は至急職員会議に……」

「結構です。大したことではありません」

　トビオは俺を一いち瞥べつすると、教室へと戻って行った。

「ふんっ……」

　命拾いしたな、とでも言いたげに、有栖川もその場を立ち去る。俺を介かい抱ほうすることもなく。

「ちくしょう……暴力振るわれたのはこっちだっつーの……」

　Ａクラスのトビオが、Ｃクラスのまして俺なんかを殴ったことは、そのまま問題になることはなかった。




　ただ、それ以来トビオは俺を敵視するようになった。




　そう、そしてこれはその一環である。

　走そう馬ま灯とうのようにあの時の出来事が蘇よみがえった。ああ……あの時、下げ痢りなんてするんじゃなかったと、俺はぼんやりと思う。

「てめえなんかな、てめえらＣなんか……」

　その天才的な頭脳で、素晴らしい罵ば詈り雑ぞう言ごんをいざ繰くり出そうとしたその時、トイレに数人の生徒が入ってきた。

「チッ……」

　トビオはわかりやすく舌打ちをすると、去って行った。どことなく漂う不穏な空気を感じ取ったのか、入ってきた生徒は怪け訝げんな表情をしている。

「は、はは……」

　笑いかけてみたが、無視された。

「いってえ……」

　何な故ぜだ。

　何故俺おれが殴られなくてはならない？

　トビオの顔の痣あざを見たから？

　でもそれならあのＢの奴やつらだって。

　何故だ。

　何故あいつは俺に絡からむ？




「……ちくしょう……」

　とても小さな声で思わず呟つぶやいた。

　何故かと俺は問うた。気になるのなら、本人に聞けばいい。しかし俺は、このことを考えることからすら逃げていた。気にしたら深入りをしてしまいそうな気がした。そんなことは面倒だ。そう、俺は楽に生きたい。いろんな不都合に、知らん顔してでも、楽に生きたいんだ。

『同情してんじゃねえよ！』

　トビオの声が脳裏にこだまする。

　同情？

　同情って何だ？

　俺はそんなものしていない。でも……。




　でも、おまえあの時、手が震えてたじゃねえか。




　切れた口の中が痛い。きっと俺は、これからもトビオに反抗できない。だからあんなもの、見たくなかったんだ。




　　　　　　　　　　　　＊




「食わねえの？」

　あれから昼休みになって、俺たちは中庭でいつもの購買パンを食べていた。

「食欲……ない……」

「へぇ～珍しい」

　本当を言うと、さっき切った口の中の傷に、焼きそばパンのソースがしみて痛くて食べられなかったのだ。ちなみにトビオとの一件は、山やま岡おかには話していない。

　山岡のことは好きだ。あ、友達としてな。だけど、あのことは話せない。たぶん、本当は話した方がいいのだと思う。Ｂクラスの奴やつらのように、話してザマーミロと盛り上がる。なんとなく、それがＣクラスとして健全な反応だと思うからだ。

　俺おれはあいつのことが嫌きらいだ。

　だったらそうすればいいのに、何な故ぜかできなかった。




　ちくしょう！

　なんなんだなんなんだ！

　何故俺がこんなに悩まなくてはいけない？




「あ、あの子かわいい！」

　苦悩していてもそこは思春期の高校生男子。山やま岡おかのその言葉に、

「えっ？　どこ？」

　と、顔を上げる。山岡が指さす方向には、Ａクラスの女子たちがいた。グレイで統一されたブレザーの制服は腰の部分がきゅっとくびれていて、その抜群のプロポーションを際きわ立だたせている。スカートは膝ひざ上うえでかなり短いのに、それでも際どい感じがないのは脚が長いからだ。制服にニーソックスを履はける頭身の女子は稀まれである。

「俺はあのロングの子がいいな」

　少し茶色がかったサラサラのストレートヘアと、かなり明るい茶色のショートカット。おそらくこの前入学したばかりの一年だろう。しかし、どちらもどこかで見たことがある。

「あっ」

　俺は思わず声を上げた。

「あれ、ストロベリィティーンのモデルだぜ」

「えっ！　マジで？」

『ストロベリィティーン』とは、中高生向けのファッション雑誌である。美み咲さきさんがそこで恋愛小説の連載をしているので、見せて貰もらったことがあったのだ。

「なんだよ、モデルかよ。道理でキレイなわけ！」

「プロだもんな」

「てかおまえなんでそんなこと知ってんの？」

「うっ……」

　俺は美咲さんのこともなんとなく話していない。こんな女子向けの雑誌モデルに詳くわしいだなんて、変に思われるだろうかと焦った。しかし山岡はそんなことまったく疑問に思わなかったようで、

「ああー！　さてはおまえアレだな？　俺に黙って新入生のかわいい子チェックしてたんだな？　そうだろ？　教えろよ、あんな上玉～！」

　と、コロッケパンのかすを飛ばしながら俺おれに摑つかみかかった。

「ちょ、やめろよ、汚いって」

　ああ、こいつがバカで助かった。

「ってことはあの子たち、芸能クラスかな」

　少し寂しそうに、山やま岡おかが呟つぶやく。

「だろうな」

　俺たちがいわゆる芸能人にさほど驚おどろかないのは、うちの学校に芸能クラスがあるからだ。その他にも、スポーツクラスに特進クラスがある。そしてその三つのクラスは、もれなくＡクラスだ。将来日本を担う優ゆう秀しゆうな人材として、手厚く保護されている生徒たちだ。

　そしてあとは、それ以外。

　さっきの女の子たちの胸元には、見るまでもなく赤いバッジが光っていた。

「Ａクラスじゃなぁ……いくらかわいくてもどうにもなんねーよ」

　ため息をつきながら山岡が言った。

　ふと、美み咲さきさんのあの言葉をまた思い出した。

『残念ながら恋愛にも権利があって、それは差別されるものなの』

　シュンとした山岡を見て、俺はこの言葉の意味がわかりすぎるほどわかった。そういうことなのだ。俺たちがいくら芸能クラスの女子をかわいいと思ったって、どうにもならない。ランクによるクラス分けは確固たるものだ。俺たちがＡクラスと触れ合うことはまずない。与えられるカリキュラムが違うから、触れ合いようがないのだ。だから、いくらＡクラスの女の子をかわいいと思ったところで、話す機会すら訪れない。

「あ～あ。恋してえなぁ……」

　お日様の下、山岡は伸びをしながら切実そうに言った。

「……なぁ、おまえ好きな女子いるのか？」

「ん？　うーん……好きな女子は……いないな。かわいいなーって思う子はいっぱいいるけど」

「だよな……」

　やっぱりそんなものなのだ。

　俺たちはあまりにも恋愛という世界から遠ざかっている。好きな女子ができても、心のどこかで「俺なんかが」って思ってしまう。自分にカノジョという存在ができることが考えられない。まるでそれは、御お伽とぎの国の出来事だ。

　そしてそう思わせるのは、幼い頃ころから着実に大きく育ってきた、Ｃランクコンプレックスという烙らく印いん。

　ぶるりと震える。そしてにわかに心配になった。




　俺たちはこれから先、まともな恋ができるのか？




　そう思った瞬しゆん間かん、突然脳裏に七しち大だい天てん使し少しよう女じよの『天使は恋ができない』が流れ出した。天使という設定上、彼女たちは恋愛ができない。だが俺おれたちはどうだ。天使でもないのに、禁止されてもいないのに恋愛ができない。

　なんていうか、悲しすぎる。

　怪け我がをした上にこの山やま岡おかとの哀かなしい恋愛談義は、俺をすっかり凹へこませた。

　あーあ。何かいいことねーかな？

　少しでいい。何か、毎日を輝かせる「何か」が欲しかった。




　　　　　　　　　　　　＊




「あ！　あった、あった！」

　青色のプラスチックケースに入ったスマートフォン。

　音楽の授業があまりにも退屈だったのでゲームに精を出していたところ、そのまま先生に当てられて、慌あわてて机の中に突っ込んだのをすっかり忘れていた。

「見られたら色々とやべーからな」

　なんて独ひとり言ごとを言いながらそれをポケットに入れる。音楽室への用事はそれだけだったので、さて帰ろうと思ったその時だった。

「ん？」

　机の上にペンケースが置いてあるのが目に入った。誰だれかの忘れ物のようである。俺と同じドジな奴やつが、他にもいたらしい。

「しゃーねぇ。届けてやるか」

　俺はその忘れ物を職員室へ届けようと、ペンケースを手に取った。

　布製のそれは淡いパステルピンクのギンガムチェックで、大きな赤いリボンで飾られていた。ファスナー部分には白いレースまであしらわれている。なんていうか、これでもかってくらい女の子のかわいさが詰まった感じのデザインだ。

「かっわいいなぁ……」

　俺は思わず声に出してしまった。

　いったいどんな子が使っているんだろう？

　それはちょっとした興味だった。こんなにかわいいデザインのペンケースを使っている女の子。それは即すなわち、比例したかわいい女の子なのではないか？　俺はそう思ったわけである。

　そしてもしかわいい女の子となれば、これを直接届けたことでそこからロマンスが生まれるかもしれない。途端、俺の脳内で妄想が広がった。

『これ、君のだろ？』

『はい！　ありがとうございます！』

『いいってことよ』

『これ、とってもお気に入りだったんです。嬉うれしいっ！　あ、あのっ……名前は？』

『名乗るほどの者じゃねえって』

『でも……せめてお礼をしたいです』

『お礼？』

『はい……今度……お茶でもどうですか？』

　ポッと頰ほおを赤らめて、もじもじとするかわいい女子。そのルックスはもちろん、ゆりりんで再生である。

「ゆりり～～～ん！」

　と妄想のゆりりんに抱きつくべく声を上げ、はたと気がつく。いかんいかん。

　しかしここまではいかなくとも、何か出会いのきっかけにはなるかもしれない。しかしそのためには、まずこの落とし主が誰だれかを特定せねばなるまい。

「どこかに名前とか書いていないかな……？」

　悪いと思いつつも、そのペンケースのファスナーを開けた。中には色とりどりのキラキラとした文房具が詰まっている。

「うわぁ、中身もかわいいなぁ。なんだ、これ？」

　そしてその中にあった、大きなハートのクリスタルがついたシャープペンシルを思わず取り出した。ハートはゴールドの鎖くさりでつながっており、ゆらゆらと揺れている。

「こんなんじゃ書きにくくねーか？」

　それをまじまじと見つめながら呟つぶやいた、その時だった。

　タッタッタ……。

　こちらに近付いてくる足音が聞こえた。

　誰か……来る!?

　俺おれは焦った。

　もしかして、この落とし主が忘れ物に気づいて戻ってきたのかもしれない！

　そう思ったからだ。あまつさえ、俺はその中身を開けてまじまじと見ている。

　この姿はなんていうか…………変態だっ！

　俺は慌あわててその中身をペンケースにしまった。が、足音は確実に刻一刻と音楽室へと近付いている。このままでは鉢はち合あわせをしてしまうと、咄とつ嗟さに側そばにあった掃除道具入れの中に隠れた。




　バタン。




　ドアを閉めると、目の前にある隙すき間まから様子をうかがう。案の定、足音は教室の前で止まった。ギリギリセーフだ。フゥとため息をつく。ペンケースは握り締めたままだ。忘れ物がないとわかれば、落とし主もあきらめてすぐに退出してくれることだろう。それにこのままこの中から様子をうかがっていれば、落とし主がどんな女子かもわかるではないか。

　災い転じて福となすとはまさにこのことである。

　息を潜ひそめて、落とし主の登場を待った。

　ドアが開く。

　ゴクリと生なま唾つばを飲み込んで、その姿に目を凝こらした。

「えっ？」

　思わず声を上げてしまい、慌あわててその口を押さえる。

　入って来たのは、案の定女子生徒だった。しかしただの女子生徒ではなかった。

「な、なんだあの美少女……！」

　腰ほどまで伸びた栗くり色いろのストレートヘアに、抜けるように白い肌。顔は俺おれの拳こぶしくらいなんじゃないかってほど小さい。小こ鹿じかのようにすらりと伸びた手足は、折れそうなほど華きや奢しやだった。コツコツと床を鳴らしながら、ゆっくりとした足取りで歩く。

　窓が開いていたらしい。

　その長い髪が、風に吹かれてさらさらとなびいた。

　コツ……。

　その少女は、ピアノの前で足を止める。俺はもう目が離せなかった。立ち止まった少女は、小首をかしげると、おもむろに鍵けん盤ばんに手を置いた。

　ポロン……。

　静まり返った教室に、透き通ったピアノの音が響ひびく。

　ポロン……ピン……ポロン……。

　少女は何かに納得したように頷うなずくと、ピアノの椅い子すに腰掛けた。

　ギイィ。

　ごくり。

　少女が椅子に腰掛ける音。俺が思わず唾つばを飲み込んだ音。誰だれもいない教室は、空気が澄んでいるせいで色んな音がやたらと目立つ。

　ポロン……。

　両手を鍵盤の上に置き一呼吸すると、少女はぐっとまるでピアノに吞のみ込まれるかのように前まえ屈かがみになって、瞬しゆん間かんに音を奏かなでた。

　ポン……ピン……高いキーが鳴り、それをメロディが追いかける。

　よく耳にする曲だった。クラシックなんてさっぱりの俺でも聞いたことがあるくらいの、有名な曲。なんていうか、お洒落しやれな喫茶店や美術館で流れていそうな。

　しかしいくら考えたところで何の曲かはわかるはずもなく、ただその優ゆう雅がな調べが、彼女の雰ふん囲い気きにとても合っていることだけは確かだった。

　上半身をゆらゆらと揺らしながら、気持ち良さそうにピアノを弾ひく少女。

　思わず目を閉じた。

　誰もいない音楽室に、ピアノの音ね色いろだけが響く。さっきまでやたらと耳についた物音は、一切聞こえなくなった。そこには、ピアノの音色だけ。不思議な感覚だった。まるで俺自身までもいなくなってしまったような感覚。いや、それどころか全すべての物がなくなってしまったかのような。俺は思考を全て音にゆだねた。するとそこには……。

　大げさなんかじゃない。宇宙が広がったんだ。










　どこまでも広がる真っ暗な宇宙に、彼女とピアノの音色だけ………………。










　カタンッ。

　俺はハッとして我に返った。

[image: ]

　少女も驚おどろいたうさぎのように、ぴょんと首を起こす。その拍ひよう子しにジャンと不協和音が鳴った。

　ふわりと舞まい込んだ風にカーテンが大きく揺れ、誰だれかが窓際の棚たなに置いていった変なキャラクターの置物が倒れたのだ。その瞬しゆん間かん、糸が切れたかのように喧けん騒そうが戻ってきた。とたんにたくさんの音が聞こえる。

　倒れた置物を振り返って椅い子すがギイィと鳴る音、グラウンドで遊ぶ生徒のはしゃぎ声、電線に止まる鳥のさえずり。そして一番近くで、きゃははという女子生徒たちの笑い声と、走る足音が聞こえた。音楽室に近付いてくるような感じだった。

　少女は弾はじかれたように立ち上がる。そしてドアに向かって小走りをした。

「あっ！」

　思わず声を上げそうになったが、今の自分の状況を思い出し慌あわてて口を押さえる。

　幻のピアノ美少女は、あっけなく教室から出て行ってしまった。

　それを見届けてから、掃除道具入れの中から出る。

「今の……いったい誰だったんだろう？」

　すごい美少女だった。そしてあのピアノ……。

　音楽に詳くわしくない俺おれでも、そのすごさがわかった。例えるならまるで音に包まれたような……初めて感じた、不思議な感覚だった。

　しばらく余よ韻いんに浸っていると、また足音が近付いてきた。

　もしかしてさっきの少女が戻ってきたのだろうか？

　期待に胸を膨ふくらませて、ドキドキしながら待つ。

　コツコツコツ……。

　だんだんと近付いてくる足音。俺は何て声をかけようかと、深呼吸をした。

　ガラリ。

　そしていよいよドアが開いた。

「わっ！　お、おまえ何しに来たんだよ!?」

　その足音の主を認め、俺は思わず声を上げてしまった。

「び、びっくりしたぁ～！　永と久わこそこんなところで何しているの？」

　入って来たのは……なんと智とも花かだったのだ。それはそれで慌てる。

「な、何って……いや、べ、別に……そ、そう！　忘れ物を取りに来たんだよ、忘れ物！」

「そうなんだ。実は私も忘れ物しちゃって……」

　え？　忘れ物？

　後ろ手に握り締めたペンケースのことを思い出して、俺はそれを差し出しながら言った。

「それって……もしかして……これ？」

「あっ、そうこれっ！　拾ってくれたんだ。ありがとう！　よかったぁ……これ、すっごくお気に入りで……」

「あ」

　智とも花かがそれを受け取ろうとした瞬しゆん間かんだった。ポロリ。『すっごくお気に入り』の、ペンケースのリボンが取れて、落ちた。

「何で……取れているの……？」

「や、こ、これはっ！　ちがっ……」

　違う、と言おうとして言いとどまる。

「永と久わがやったの……？」

　確かに、このリボンが取れたのはきっと俺おれのせいだ。俺が強く握り締めたせいで、この繊せん細さいなリボンの装飾が取れてしまったものと思われる。

「ご、ごめん……」

　うなだれて謝るしかなかった。

　智花はしばらく黙っていたが、

「永久のバカッ！」

　そう言って俺からペンケースを奪い取ると走り去って行ってしまった。

「はぁ……」

　ため息をついた。どうやら俺は「また」あいつを怒らせてしまったらしい。

　どうしてなんだろう。うまくいかない。俺と智花は、こんな風にしてすれ違いっぱなしだ。

「そういえばあの女の子……」

　落ち込んだ気持ちを打ち消すように、さっきのピアノ少女のことを思い出した。

「かわいかったなぁ……」

　いったいどこのクラスの子なんだろう。ピアノ、すごかったなぁ。あんな風に、ピアノに聞き入ったのは初めてだった。でも……。

「きっとＡクラスだよな」

　あんな才能を持っているんだ。ランクは上位に決まっている。そしてそれは即すなわち、俺とは別世界の人間。きっと、今後間違っても交わることはないだろう。

　チャイムが鳴る。俺はグランドピアノを一いち瞥べつすると、教室に向かって走り出した。
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「おっ、順位変動しているぞ」

　俺は帰宅するなり速攻でパソコンを起動し、ブックマークしてあるサイト、『天てん使し電でん脳のう世せ界かい』を開いた。

「上位候こう補ほ生せいがぐいぐいきてるなぁ。で、ゆりりんの順位は……っと……うーん、第三天使から変わらず……かぁ。俺がもっと応援しなくっちゃなぁ～」

　カチカチッ。

　マウスをクリックする。ページが変わり、画面にゆりりんの姿が表示された。

「えっと……セレクト……ＬＯＶＥパワー、チャージっと……」

　再びマウスをクリック。

　すると、画面にいくつかの小さなハートが飛んだ。ゆりりんの画面下にある『ＬＯＶＥパワー』と書かれたゲージが少し増え、代わりに俺おれのＬＯＶＥパワーゲージが同じ分だけ減った。

『トワ、おかえりなさい。いつも応援してくれてありがとう』

　パソコンモニターから、ゆりりんの声が聞こえる。

「くぅ～～声もかわいいぜ、ゆりりんっ！」

　俺は画面の前で悶もん絶ぜつした。

　モニターの中では、ゆりりんがにっこりと笑って微ほほ笑えんでいる。

　その姿は、実際のゆりりんそのものであるが、実はこれは精巧に作られた３Ｄのアバターだ。

　アバターには何百通りもの表情がプログラミングされている。まばたきはもちろん、視線が動いたり首をかしげたりと、その動きは本物さながらだ。

「う～ん、衣装もそろそろ変えたいよなぁ。ゲームでＬＯＶＥパワー貯ためるか」

　俺は七しち大だい天てん使し少しよう女じよの曲を使った音ゲーのページを開いた。




『天てん使し電でん脳のう世せ界かい』とは、七大天使少女ファンである俺たちを今もっとも夢中にさせているホームページであり、七大天使少女プロジェクトのシステムそのものである。

　七大天使少女プロジェクトとは、トビオの事務所が企画運営するアイドルプロジェクトであり、七人の選ばれし天使である少女と、九十三人の天使候こう補ほ生せいと呼ばれる少女たちで構成されている。七大天使少女とは、その七人の選ばれし少女のことを指す。もちろんライブなどで先頭に立って活動できるのはその七人であり、天使ではない候補生はそのバックで踊ったりコーラスをする程度だ。あまり表立って活かつ躍やくすることはできない。つまり七大天使少女はアイドルを目指す少女たちの憧あこがれの的であり、それを夢見て日々努力をしているのである。

　その七人は、半年に一度行われる『大天使会議』という審査会にて選出される。そこで行われるのは、『大天使試験』と呼ばれるもので、少女たちはその舞ぶ台たいで様々な特技を披ひ露ろうするのだ。それは歌やダンスはもちろん、「特技」であれば何であっても構わない。その様子は全国に生中継され、インターネットでの配信やデジタルテレビにて、リアルタイムで投票が行われるのだ。その投票は、潔いさぎよく一人一票のみ。その票は『天使電脳世界』にてＩＤで管理されているため、不正はできない。つまりファンは真の推おしメン一人のみを選ぶということになるので、その一票はとても重みのある一票となるわけである。それはアイドル本人たちに関しても同じことが言える。その票数によって純粋なファンの絶対数がわかることになるのだから。

　そして晴れて七大天使のメンバーに選ばれれば、ライブやＣＤのジャケットなど、様々な面で優ゆう遇ぐうをされ全面的に打ち出されるというわけだ。

　しかし、誰だれしもがこのイベントに出場できるわけではない。

　このイベントに出場できるのは、候こう補ほ生せいの上位二十名のみだ。そしてその二十名を決めるためのシステムが、この『天てん使し電でん脳のう世せ界かい』なのである。




「っしゃあ～！　ハイスコア！　これでＬＯＶＥパワー大量ゲットだぜ～」

　さっき減った俺おれのＬＯＶＥパワーゲージが、少し回復した。俺は増えた分のＬＯＶＥパワーを使って、アバターの新しい衣装を購入する。『守しゆ護ご少しよう女じよ哀あい歌か』のＰＶでも着用している、ガーディアンを連想させる俺の大好きな衣装だ。そしてそれをさっそくゆりりんに着せた。

「セレクト……衣装チェンジ……っと……」

　画面上に再びハートが舞まい、さっき購入した衣装と同じ分だけのＬＯＶＥパワーがゆりりんのゲージへとチャージされた。ゆりりんが再び笑顔を見せる。

『トワ、ありがとう。この衣装、とっても素敵！』

　しかもボイスチャンスまでついてきた。

「でへへ……どういたしまして～」

　アバターだとわかっていても、ついつい顔がニヤけてしまう。




　この『天使電脳世界』は、七しち大だい天てん使し少しよう女じよのファンが登録するＳＮＳサイトだ。ユーザーは無料でプロフィール登録をすることで、ここを利用することができる。用意されているコンテンツは、日記やつぶやき機能、ゲーム、イラストや動画の投稿サイトなど、普通のＳＮＳサイトとその内容はあまり変わらないが、一つだけ大きな特徴がある。

　それがこの、七大天使少女プロジェクトに参加するメンバーのリアルアバターだ。

　ユーザーは登録と同時に、推おしメンのアバターを一人だけ選択することが必ひつ須す条件となっている。そして、その推しメンに様々な形で『ＬＯＶＥパワーチャージ』をしていくのだ。ファンから貰もらったその『ＬＯＶＥパワー』の量で、毎月候補生の順位が集計され都つ度ど発表をされるのである。

『ＬＯＶＥパワーチャージ』には、様々な方法がある。こうしてアバターの衣装を変えてあげたり、プレゼントを渡したり、メンバー応援テンプレートでブログを書いたり、ボイス機能で会話をしたり……。要はその推おしメンに関わることをすればいい。

　そしてそのために必要な『ＬＯＶＥパワー』は、このサイト自体を利用することで貯たまっていく仕組みになっている。ブログを書いたり、日々のことを呟つぶやいたり、そうした日常のコンテンツはもちろん、ゲームで遊んで貯めることもできる。面白いのは動画やイラストなどの作品コンテンツで、このサイト内では七大天使少女モチーフに限って二次創作が許されている。その投稿や閲覧数、ランキングなどによっても『ＬＯＶＥパワー』を貯めることができるのだ。

　もっと直接的な方法もある。七しち大だい天てん使し少しよう女じよのＣＤやグッズには、すべてＩＤ番号が割り振られている。それらを購入してＩＤを入力するという方法や、サイト内でのバナー広告経由で協賛企業の商品を買う方法など、実際の商品の購入でも『ＬＯＶＥパワー』を貯ためることが可能だ。

　とにかくこのサイト内のコンテンツをアクティブに利用し、『ＬＯＶＥパワー』を貯めて推おしメンにチャージすること。そうすることで、推しメンのアバターとコミュニケーションをとることができ、なおかつ応援もできてしまうという仕組みである。

　コミュニケーションの主になるのは、ボイス付き会話だ。『ＬＯＶＥパワー』をチャージするたびに、彼女たちのアバターが話しかけてきてくれるのである。登録した自分の名前も呼んでくれる。これがたまらない。

　日常会話の大半はテンプレート通りで、時間帯に合わせて「おはよう」や「おやすみ」などの挨あい拶さつ程度であるが、それだけではなくボイスチャンスというイベントがある。それは先ほどのように『ＬＯＶＥパワー』をたくさんチャージしていると突然発生するイベントで、テンプレ以外のボイスを聞きたいがためにそれをつぎ込んでしまうファンも多くいる。

　それ以外にも、デジタルサインやイベントフォトなど、突然のプレゼントなんかもある。そうしたサプライズも大きな楽しみの一つだ。

　こうして、ファンから日々チャージされた『ＬＯＶＥパワー』の上位二十名のみが大天使会議に参加することができるのである。




「かわいいなぁ～ゆりりん……♪」

　新しい衣装がよっぽど嬉うれしかったのか、アバターのゆりりんはその裾すそを持ってスカートをひらひらさせクルクルと回っている。

　本人たちの行動パターンや性質なんかもプログラミングされているので、アバターの動きはとても精巧だ。もちろん候こう補ほ生せい含め百人分のアバターが用意されており、ユーザーは推しメンと毎日顔を合わせることができる。

　そう、彼女たちはまさに偶像（アイドル）化されているというわけなのである。

　メインカラーのピンクを基調に、天使の白い羽とラインストーンで彩られた『天てん使し電でん脳のう世せ界かい』。そのキラキラとした架か空くう世界に、アイドルの天使たちは確かに存在しているのだ。




　しかし現実は華はなやかなことばかりではない。

　百人という壮大な人数のアイドルが所属し、トップの七人になることを夢見て日々努力をしているわけであるが、実は『ＬＯＶＥパワー』は『大天使会議』への出場権利を持つ一位から二十位までの上位にほとんど集中してしまう。下位のアイドルは、どんぐりの背比べなのだ。

　アイドルたちは各々所属事務所が異なるため、メディアへの露出度などその事務所の力が大きく左右するというのが大きな一因であるとはいえ、それだけでなくやはり輝く才能のある少女というのは数人に限られ、その人気は集中してしまうということなのである。

　それでも、候こう補ほ生せいになれればいい方だ。

　七しち大だい天てん使し少しよう女じよプロジェクトはフリーオーディションという形を取っていて、加入希望者は動画にて自分の歌をアップすることで、誰だれでも簡単に参加することができる。そこで行われるのはユーザー審査。それは気に入った女の子に投票をするというシンプルなものであり、その投票数が一万票に達すると合格となり、天使候補生の仲間入りをすることができる。

　しかし人気絶頂の『七大天使少女』に憧あこがれる少女たちは後を絶たず、フリーオーディションの登録者は数千人を超こえる膨大な人数になってしまった。当然ながらファンはその全すべてを見ることができず、票は分散してしまう。その結果、規定数の一万票に誰も達することができないのだ。候補生の順位が更新されるのと同時に新しい加入者も更新されるのだが、ここ数年フリーオーディションを通過した者はいない。今の状況では、よほど抜きん出た歌唱力かルックスがない限り難しいだろう。

　そんな厳きびしい世界なのだ。

　才能のある上位者には常にチャンスがあるが、それ以外は、チャンスすら得ることができない……。

　どこかで見た構図。

　そう、その仕組みと可能性は、紛まぎれもなく今俺おれたちを取り巻く現実そのものなのであった。俺たちは、現実世界では叶かなわないサクセスストーリーを彼女たちに投影しているのかもしれなかった。




「はぁ……」

　そんな遠い存在であるゆりりんを見つめて、俺はため息をついた。

　アイドル。

　それに恋をすることは、即すなわち一生叶うことのない恋をするに等しい。どんなに恋焦がれても、手の届かない存在。俺にできることはこうして日々アバターの彼女を応援することだけだ。それは本当に、偶像を拝する行為に似ている。

「それを天使だなんて、うまく言ったもんだよな……」

　俺はトビオに感心した。さすがはランク社会のトップにいる奴やつだと、そう思った。

『あのね……残念ながら恋愛にも権利があって、それは差別されるものなの』

　ふと、美み咲さきさんの声が脳裏にこだまする。きっとそれはこういうことなんだろう。俺がゆりりんと恋に落ちる可能性なんて、確実な０パーセントだ。

　じゃあ、同じランクなら？

　脳裏に何な故ぜか、智とも花かの顔が浮かんだ。

　俺おれはずっと考えないようにしてきた、あのことを思い出した。
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「よう！」

　二年になったばかりの帰り道。俺は偶然に智とも花かを見つけて声を掛けた。

「ひゃっ！　……って、なんだぁ、永と久わか……」

　振り向いて俺だとわかると、少し嫌いやそうに、でも少しホッとしたような顔をする。こいつは昔からそうで、表情がとても複雑だった。だから、そこから感情を読み取ることがひどく難しい。長い付き合いの俺でも見誤ることが多々あり、それでよく怒られた。

「なんだよ、その嫌そうな顔！　てかまた同じクラスにならなかったな」

「な、ならなくてよかったわよ。永久と同じクラスになったら、何バラされるかわかんないもんっ」

「俺だって小さい頃ころから見飽きているおまえの顔、高校に入ってまで毎日見たくないっつーの！」

「ふ、ふんだっ」

　俺たちはいつもこんな調子だった。

　かといっていがみ合っているわけではなく、なんていうかこういう軽口が挨あい拶さつ代わりになっている、そんな関係。

「永久のところは、先生は誰だれ？」

「みずたん」

「うわあ。みずたんかぁ。あの人、何言っているかわかんないよねぇ」

　智花は手を口に当てて、クスクスと笑いながら言った。

「うん、やべえ。嚙かみ嚙み」

「うーん、半年くらいしたら慣れてわかるようになるよ」

「半年ってそれ遅いだろ」

　俺たちは笑い合った。あの出来事が起こったのは、そのすぐ後だったっけ。

「おまえんところは松まつ岡おか先生だろ？」

「うん」

「あいつ、超熱血じゃね？」

「そう……だねぇ。ちょっと……うん……かなり面倒くさいかな」

「その意味じゃあみずたんのが楽かもなぁ～怒っても怖くねーし、まぁ適当にやってりゃ……智花？」

　ふと気づくと、智花の足が止まっていた。ある一点の方向を見つめて、動かない。

「どうした？」

　視線の方向に目をやると、そこには俺おれたちと同じ制服を着た男女がいた。長い髪をポニーテールにした女子生徒と、黒髪で見た目にも爽さわやかな笑顔を浮かべる男子生徒。

「島しま崎ざき……」

　胸元には赤色のピンバッジ。二人は手を繫つないでいた。

　俺は再び智とも花かを振り返る。今度はうつむいて、震えていた。




　島崎は、あいつの好きな男子だった。




「べ、別に……そんなに好きだったわけじゃないから……」

　うつむき立ち止まった智花の横を、楽しそうな二人が通り過ぎる。俺が何も言えずに黙っていると、しばらくしてからあいつがそう言った。俺はただオロオロとするばかりだった。こんな時どうしたらいいのかわからなかった。

　確かに、あいつが島崎のことが好きだということも、冗談交じりにしか聞いたことはない。学校帰り、絶対に噓うそをつかないという条件で、お互いの好きな人を言い合ったのだ。その時ですら、

「す、好きっていうかいいなっていうくらいだからね！」

　と念押しされたほどだ。

　でもそれは、Ｃクラス特有の保険の言葉のような、俺はそう思った。それは俺も同じだから。Ａクラスの島崎は成績優ゆう秀しゆうでスポーツ万能。加えて爽やかなルックスだ。そしておとなしく消極的な智花が、そいつに憧あこがれるのはなんとなくわかる気がした。

「そ、それに……私なんかが好きになっても、実るわけがないからね」

　俺は智花がそう言ったのをとてもよく覚えている。「へへっ」と自じ嘲ちよう気味に笑うその表情が、何な故ぜか哀かなしかった。




　複雑な表情。

　いつもいつも、感情と表情がちぐはぐで、不器用な、智花。

　俺は通りすがりに、ポニーテールの女子生徒を見た。好きな人の手を握って、嬉うれしそうに笑っている。そして彼女の胸元にも、輝く赤いピンバッジ。

　そう、笑顔だった。

　智花とは違う、わかりやすい、心の底からの、満面の、笑み。

　それを見た瞬しゆん間かんだった。自分でも、何故そんなことをしたのかはわからない。

「行くぞ！」

「えっ？」

　俺おれは智とも花かの手を取った。

「ちょ、ちょっと！　永と久わ!?」

　俺は智花が叫ぶのを無視して、手を引いたままズンズンと歩いた。

「な、なに？　どうしたのっ？　は、放してよっ！」

　逆方向の島しま崎ざきとその彼女にどんどんとその距離が近付いて、智花は泣きそうな声を出した。俺はお構いなしにむしろその足を早め、とうとう二人の前に躍おどり出た。

「わっ」

　島崎が驚おどろいた声を出す。智花は顔を真っ赤にして、俺の後ろに隠れた。その手をぎゅっと握る。

「何？　何か用？」

　俺はいったい何をしているんだろう。黙ったままの俺を見て、島崎が困った顔をした。

「あの……用事じゃなかったらどいてくんない？　邪じや魔ま……なんだけど……」

　俺は黙っていた。黙って智花の手を握っていた。ポニーテールの女子が、「ねぇ、もう行こうよ」と島崎の袖そでを引っ張るのが見えた。

「変な奴やつら」

　去っていく島崎とその彼女。

「……痛いよ」

　何事もなかったかのように、楽しそうな話し声が聞こえてきた。

「ねぇ！　痛いってば！」

　智花が俺の手を振り払った。俺はそれでようやく我に返る。慌あわててあいつの手を放した。

「あ、ご、ごめん……」

「何で……こんなことしたの……」

　智花の顔は真っ赤で、今にも泣き出しそうだった。

「ごめん……」

　俺はオロオロするばかりだった。

「…………バカ」

「え？」

「永久の……バカッ！」

　智花は俺の前から走り去った。そしてそれっきり、俺たちはギクシャクしたままだった。

　俺は今でも、あの時何な故ぜそんなことをしたのか、わからない。

　ただ、美み咲さきさんに言われた「恋愛にも権利があって、それは差別されるもの」っていうのは、こういうことなんだと思う。

　あの時、俺はそれを本能的にわかって、同じ境遇である智花を見て居たたまれなかったんだ。
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　翌日は、なんていうかもう、パニックだった。

「小お野の寺でらソフィアです」

　小鳥のさえずりのような、透き通った声。ぺこりとお辞儀をすると、絹きぬ糸いとのような長い髪がさあっと前へ流れる。ぴょこんと顔を起こし、その白く細い指で髪を左耳にかけた。日本人離れしたルックス。髪も肌も、その色素は溶けるように薄くて、少女はそのエメラルドグリーン色をした長い睫まつ毛げの瞳ひとみをぱちくりとさせた。その一連の動作を見て、クラス中がほうっとため息をつく。

　そんな中ただ一人俺おれだけが、叫び声を堪こらえていた。

「うっ……く……」

　が、堪えきれず変な声が出た。

「こら、しゃとう！　小野寺が美人だからって変な声出しゅんじゃない！」

　いや、違う。そうじゃなくて。いや、美人なのは間違いないんだけど……そうじゃなくて！

「よろしくお願いします」

　見間違うわけがない。突然の転校生。それは紛まぎれもなく、昨日音楽室で見かけたあのピアノ美少女だった。

「え、ちょ、マジ。なにこれ？　運命？」

　今度は聞こえないように両手で口を押さえ、でも抑えきれず漏れ溢あふれる言葉を、小声で呟つぶやく。とてつもなく挙きよ動どう不ふ審しんだ。でも、でも……！

　音楽室でたまたま出会い（一方的だが）、その美び貌ぼうとピアノの音ね色いろに心奪われた少女が翌日うちのクラスに転校してきたのだ。




　これを運命と呼ばずして何と呼ぶ？




　運命的な偶然に弱いのは男だって一緒だ。しかもこんな神がかりな偶然、少しくらい浮かれてもいいだろう。それに美少女転校生という時点で、浮かれない方がおかしいのだ。その証拠に、もうすでにクラス中の男子が小野寺ソフィアに夢中だ。

　ただ驚おどろいたのは、彼女がＡクラスではなかったことだ。

　あれだけのピアノの才能があれば、Ａランク判定などすぐに出そうな気がする。何な故ぜ、彼女はＣクラスなのだろう？

「こりゃこりゃ！　静かにしなしゃいっ！」

　美少女転校生の登場にクラス内はざわついており、水みず田たがそれを制したが治まる気配はなかった。

「じゃあ軽く自じ己こ紹しよう介かいしてくれるかな？　小野寺しゃん」

　心なしか、水田がいつもよりニヤけている。彼も男だということか。

「え？　自じ己こ紹しよう介かい……ですか？」

　美少女転校生は眉み間けんに皺しわを寄せた。ニヤつく水みず田たが気持ち悪かったのだろうか。無理もない。

「……特にありません」

　しかしその発した声に、俺おれは少しギョッとした。それは緊張しているだとか人見知りだとか、はたまた水田がキモかっただとか。そういったレベルで片付けられないほどの、歴然とした冷たい言い方だった。

　ざわついていた教室は一気にシーンと静まり返った。

「ま、まだ緊張しているのかな？　しょうだなぁ……ほら！　得意科目とか苦手科目とか」

　思いがけない返しに、水田が慌あわてて選択肢を与える。しかし、美少女転校生はブスッとした表情のままだった。教室内に気まずい空気が流れる。数秒間が経ったのちようやく、

「……得意科目は英語。苦手な科目は音楽です」

　と、彼女は無ぶ愛あい想そうに答えた。

　ん？

　俺は違和感を覚えた。

「もういいですか？」

「あ、ああ……ではしっかりと勉強頑がん張ばるように……席はしょこに座りなしゃい」

　不ふ機き嫌げんな顔のまま、美少女転校生はその席に着いた。本来なら喜ぶべきはずの隣となりの席の男子が、目に見えてビビっているのがわかる。

「な、なんか美人だけどちょっとおっかねーな……」

　山やま岡おかが振り向いて話しかけてきたが、俺はそれどころではなかった。確かに、天使のようなルックスの美少女があまりにも近寄り難がたい雰ふん囲い気きであったことはショックではある。でもそれよりも気になることがあった。

　苦手科目が音楽だって？

　あんなピアノを披ひ露ろうしておいて？

　美少女転校生というカテゴリーに、一つ設定が追加され「謎なぞの美少女転校生」に変わった。




　　　　　　　　　　　　＊




「んあああ～～ちっくしょう！　超かわいいよなっ！　ソフィアちゃんっ！」

　小お野の寺でらソフィアが転校してきた日の昼休み。中庭でいつものコロッケパンを頰ほお張ばりながら、山岡が悶もん絶ぜつしていた。

「でもなぁ～……ちょっと……いや、かなり話しかけづらいんだよなぁ……」

　恐らくうちのクラスの男子たちは、今漏れなく同じ会話をしていることだろう。

「なぁ、ソフィアちゃんてハーフかな？」

「本人に聞けよ」

「だーからそれができないからこうして予想してんだろ？　あ～あ。仲良くなりてーけど、あの雰ふん囲い気きじゃなぁ～……おい、永と久わ！　俺おれ、どうすりゃいいんだよっ!?」

「知らねーよ。てか唾つば飛ばすなって、きたねーな」

「悪ぃ、悪ぃ！　でもさ、あんな美人なのにＣなのな」

　それに関しては、山やま岡おかも同じことを思ったようだ。あれだけの美人なら、どこかのモデルをしていてもおかしくない。芸能分野で能力を発揮すれば、すぐにＡの芸能クラスに入れてしまうと思う。

「まぁでも芸能分野に関しては本人の意思もあるしな」

「でもあの美人じゃ、スカウトされてもおかしくないと思うぜ」

「まぁな」

　それに音楽の才能もあるわけだし。

　俺は心の中で一言追加した。

「なんにせよあんな美少女がうちのクラスに来るなんて、俺たち超ラッキーだぜ！　見てるだけでも超かわいいもんなっ！　明日からの学校生活はハッピー薔ば薇ら色だな！　あ～～～～ソフィアた～～～～ん！　俺、今日からソフィアたん推おしだぜえええ！」

「いや、アイドルじゃないから」

　ツッコミを入れてはみたものの、山岡の言っていたことはまんざらでもなく、小お野の寺でらソフィアは転校初日からさながらアイドルのようであった。昼休みには押すな押すなとばかりに男子生徒が詰め掛け、（それで俺たちは中庭に避難してきた）すでにファンクラブが出来たなどという噂うわさもある。

　恐るべし、美少女転校生。

　しかしそれに加えて彼女の「謎なぞ」という設定を知っている（かもしれない）俺は、その優ゆう越えつ感かんから少し余裕ぶっていた。

「なんだよ～そこらのアイドルよりかわいいだろ、ソフィアたん！」

「天使のかおるんはどうしたんだよ」

「それはそれ！　これはこれ！」

「都合いい奴やつ！」

「だって天使は恋愛禁止だからな。その点ソフィアたんは普通の女子高生！　俺にだってチャンスがあるかも！」

「あるわけねーだろーが」

「うっせーなぁ！　夢見るくらいいいだろ！　ああああ、もしあんなかわいい子が彼女だったら……考えただけでやべえ！」

　やべえ！　のは、今のおまえの顔だ。

「はいはい……ま、夢見るのは自由ですからね」

「なんだよ、ノリ悪い奴やつ！　ま、おまえはいいよな。智とも花かちゃんいるし」

「え？」

　なんでそうなる？

　突然の智花の出現に、俺おれは思わず弁当を食べる手を止めた。

「だって誰だれがどう見たって、智花ちゃんとおまえいい感じだよ」

「……どこが？」

「どこがって……そう言われてもうまく言えねーけどよ……」

「じゃあ大いなる勘違いだ。それにあいつ、好きな人いるから」

「ふーん……好きな人、ねぇ……」

　むしゃり、と。コロッケパンを頰ほお張ばりながら、山やま岡おかは意い味み深しんにそう呟つぶやいた。

「なぁ、智花ちゃんってさ…………意外と巨乳だよな？」

「ブホッ」

　俺は飲んでいたペットボトルのお茶を吹き出す。

「なっ、なんだよ、いきなりっ！」

「いや、この前久々に見てさ、ちょっと思ったんだよ。おっぱいデカ！　って。だってさ、制服の胸元がぱっつんぱっつ……いてっ！」

　パッカーン！

　小気味良い音が、晴天の青空に響ひびく。

　俺はごく自然に、空になったペットボトルで山岡の頭を殴っていた。

「あにすんだようっ？」

「おまえが変なこと言うからだろ!?」

「一般的な思春期十七歳男子の発想で喋しやべっただけだろ!?　それにさ、その『意外性』も相まってなんだけども……智花ちゃんって案外かわいくない？」

　あまりに想定外のコメントを受けて、俺の思考回路は一いつ瞬しゆんフリーズする。そして、

「は、はぁ!?　何言ってんの!?　かわいくねーよ、あんな奴。地味だし、眼鏡めがねだし、いっつも同じ髪型してるし、すぐテンパるし、キョドるし、そのくせ意外と気が強いし、他にも……」

　動き出した瞬間、矢や継つぎ早ばやにあいつの欠点をまくし立てた。その、瞬間。

　パッカーン！

　本日二度目のペットボトルホームラン。

「ってえ！　あにすんだよっ！」

　今度は俺が叫ぶ。山岡はざまあみろとばかりに、ニヤニヤしているだろうと思ったが、予想に反して、彼は真剣な顔をしていた。

「……おまえってバカだな」

　バカにバカと言われて、俺おれはムッとなる。

「どういう意味だよ？」

「わかんねーならいいよ」

　山やま岡おかはコロッケパンを頰ほお張ばった。そのしれっとした態度にムカついて、問いただそうとしたその時だった。

「おい、おまえら！　大変だぞ！」

　渡り廊下の窓から、クラスメイトの木きの下したが叫んだ。

「どうした？」

　山岡が聞き返す。

「小お野の寺でらソフィアがやべーんだって。とにかく来いよ！」

　小野寺ソフィアと聞いて、俺たちは食べかけの昼飯もそこそこに走り出した。




　　　　　　　　　　　　＊




　教室に着いてみると、そこは言う通り「大変」な状況だった。

　確かに、昼休みは各々が机や椅い子すを自由に動かしたりなんかするから、それらは授業中のように整然と並んでいたりはしない。かと言って、こんな風にぐちゃぐちゃになってもいない。




　まして一人の男子生徒が倒れていたりということは、まったくない。




　…………ええっ!?

　机や椅子が倒れ、その下敷きになっている男子。よく見るとうちのクラスの奴やつではなく、三年生だった。しかも、

「うわ、Ａクラスじゃん……」

　俺は思わず声を上げた。そいつは家が金持ちというだけで、実際は何の才能もないが、親の職業をそのまま継ぐであろう可能性だけでＡランクを獲得している有名な札ふだ付つきの問題児だった。そんな奴が、のびて倒れている。

　そしてその惨さん劇げきの中心にいるのこそが、小野寺ソフィアだった。

「な、何があったんだよ？」

　山岡が木下に耳打ちする。木下の話はこうだった。




　美少女転校生の小野寺の噂うわさは、瞬またたく間に学校中に広がった。

　それは歓喜のＣクラスはもちろんのこと、そんな美少女が何故Ｃにと憤いきどおるＡクラスにまで、それはもう瞬く間に。

　そして、その噂うわさを聞きつけたわかりやすい不良がわかりやすくその美少女にちょっかいを掛けに来たわけである。哀かなしいかな、Ｃクラスの男はＡクラスの男に弱い。彼らはさっきまで小お野の寺でらを遠巻きに取り巻いていたにもかかわらず、モーゼの十じつ戒かいよろしく海が割れるかのごとく道を空けてしまったらしい。

「おまえが例の転校生か？　へぇ……噂通りなかなかのもんじゃねえの」

　聞いてるこっちが恥ずかしくなるほどの、不良のテンプレート通りの台詞せりふ。こんな奴やつがＡだなんて、まったく悔しい。

「名前は？」

　ここで小野寺は答えなかったらしい。それどころか、

「……どうして言わなくちゃいけないの？」

　と言った。ええっ？

　制服や校則は学校によって数あれど、クラス分けに応じて胸元に付けられるピンバッジは全国共通である。すなわち彼らがいくらアホでも、ランクは上位だということはわかるはずである。そして、ランク下位のものが上位のものにはむかうことはたいていロクなことにならない。犯罪レベルでない限り、国や学校に護まもられている彼らが優ゆう位いになるに決まっているからだ。

「……ああん？」

　そしてそれをわかっているからこそ、Ａクラスの奴らの態度はデカいのだ。

「ちょっとかわいいからっていい気になってんじゃねえよ、Ｃの癖くせによう!?」

　そのわかりやすい不良は、わかりやすいキレ方をして小野寺に凄すごんだという。その時だった。

　ガタン。

　静かに小野寺が立ち上がった、刹せつ那な。

　ヒュンッ。

　何かがその不良の前を横切った。それが小野寺の長い脚だと気づくまで、数秒かかったと言う。そして余談だが、気づいた瞬しゆん間かんに全員の男子がパンチラの残像に目を凝こらしたとか凝らしていないとか。

　ガッシャーン！

　不良は雑ざ魚こキャラのテンプレート通りに、「ぐわあっ」なんて言いながら吹っ飛んで行ったという。

「と、いうわけなんだ」

　み、見たかった。小野寺のパンチラ。

　って、そうじゃなくて。

　当の本人は、何事もなかったかのように涼しげな顔をして立っている。状況が吞のみ込めていないのはむしろ周りの方で、全員がその惨さん劇げきの場所を取り囲んでポカンとしていた。小野寺はそんなギャラリーを一いち瞥べつすると、

「どいてよっ！」

　こう言って人だかりを突っ切って出て行った。廊下まで溢あふれている人だかりは、彼女の歩く方向に従ってスッと開けて道筋になった。訂正する。彼女こそがモーゼである。




　謎なぞの美少女転校生に、新たな設定が追加された。彼女は、「謎の最強美少女転校生」だったらしい。

　正直なところ、あの整った顔で睨にらまれるととても怖い。思わず凍りついたように固まってしまう。俺おれの中で、いや、全男子の中で、であろう。彼女のイメージが言わば氷の女王的なものに変わっていくのを感じた。申し訳ないが、男とはプリンセスを求める生き物で、クイーンには弱い生き物なのである。




「綺き麗れいな薔ば薇らには、棘とげがある。ってな……」

　山やま岡おかが切なげにため息をついてこう呟つぶやいた。なんかイラッとした。
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　二度あることは三度ある。

　とはよく言ったものだ。

　俺は今、近所のスーパーにいる。そして今目の前にいるのは、

「ク、クラッシュクイーン……」

　こと、小お野の寺でらソフィアであった。

　転校初日のあの一件以来、彼女の伝説は幾いく重えにも塗り替えられた。めげずに仲間を引き連れて現れた件くだんのＡクラスの不良たちを一いち網もう打だ尽じんにしただとか、街まちでナンパしてきたＡランクのチャラ男を一いち撃げきでノックアウトしただとか。

　あの有あり栖す川がわにも嚙かみ付いたらしい。まぁ例によって奴やつが彼女に理不尽な注意をしたからとのことだったが、あの有栖川に反抗したことは大きく話題になった。とにかくそんな風にして、彼女の武勇伝は枚まい挙きよに暇いとまがなく、学校中の話題を独ひとり占じめしていた。どこまでが本当かはわからないが。

　だから彼女の噂うわさが「清せい楚そで可か憐れんな美少女転校生」というものから「美少女だが乱暴で凶暴な冷酷転校生」というものにすり変わっていくのに時間はかからなかった。転校初日に発足したファンクラブが、たったの三日間で解散したとかしないとか。

　それにもともとの近寄りづらさも相まって、今や彼女に気安く話しかけるつわものはいない。

　そしてついたあだ名が、衝しよう突とつの女王こと、クラッシュクイーン。

　クラッシュの頭文字であるＣと、Ｃクラスの女王という意味が掛けてあるらしい。誰だれが考えたか知らないが、うまく言ったものである。

　そんなクラッシュクイーンが、目の前にいた。

「な、なんでこんなところに……」

　ここはスーパーの、しかも生鮮食品売り場である。

　音楽室での出会いから、たまたま同じクラスになるという偶然。そして今度は、近所のスーパーの生鮮食品売り場で出会うという、俺おれはまたもそんな偶然に見み舞まわれた。

　もし彼女のイメージが、いまだクイーンでなくプリンセスのままであったら。俺はこの偶然に歓喜し、迷うことなく話しかけたことだろう。だがしかし、彼女がクラッシュクイーンという異い名みようを得てしまった今、下手に話しかけてナンパと思われクラッシュされるのは怖いので、俺は黙ってここから見守るという選択肢を選んだ。しかし、

「やっぱ綺き麗れいだよなぁ～」

　トマトを熱心に選んでいるクイーンに、思わず見み惚とれてしまった。

　日本人離れした顔つき。何をチェックしているのか、長い睫まつ毛げをぱちくりさせて次はじゃがいもを一つ一つ見ている。やがてお眼鏡めがねにかなったじゃがいもが見つかったのか、それをカゴに放り込んだ。そしてルンルン気分といった様子で、歩くというよりはもはやスキップ状態で売り場を移動していた。か、かわいい。

　今のこの様子だけを見れば、彼女が凶暴と恐れられる存在であるなど、誰だれも思わないだろう。しかもその時だった。

「るんるる～ん♪　らら～♪」

　え？

　小お野の寺でらはよほどのルンルン気分だったのか、

「きょっうの～ごはんは～♪　カレーライスっ♪」

　妙な歌を歌い始めた。

　ええっ？

「おいしい～おいしい～カレー♪」

　うっかりしたらクルクルと踊り出しそうなほどのテンションである。そして斬ざん新しんな歌詞。俺はポカンとしてしまった。あれがあのクラッシュクイーン？

　そもそもここまで離れた距離の俺にまで聞こえる鼻歌というのもすごい。そんな一人リサイタル状態に加えて、あの美び貌ぼうはかなり目立つわけで、彼女は買い物客の注目の的になっていた。そして今度は精肉売り場の前で足を止め、店員のおじさんと親しげに会話をする。ころころとした笑い声が聞こえた。

　あんな顔、するんだ……。

　学校での彼女は、いつもツンとしている。もともと近寄り難がたい風貌な上に、あの一件があってから、一人でいることが多い。女子の友達も、あまりいないようだった。どことなく異質な空気を持っているせいもあるかもしれない。でも、今目の前にいる小お野の寺でらは、くったくなく笑う、笑顔の素敵な女の子だった。

　話し……かけてみようかな……。

　なんて少し思ってみたりしてみたりなんかしてみた。

　だって、あの様子を見る限りでは、むしろ親しみやすい女の子じゃないか。あのおっさんとの間に入り、「あれ？　小野寺じゃん！　偶然！」みたいなノリで話しかけたら、意外と普通に会話できたりするんじゃね？

　そしたら俺おれは、小野寺に憧あこがれつつも遠巻きに見ていることしかできないその他大勢の中から一歩リードだ。

　ごくり……。

　行くか！　と、一歩足を踏み出したその時だ。

　いや、ダメだ！

　もう一人の俺が、俺を制した。それは決して、勇気がないとかそういうんじゃない。本当だ。そういうんじゃないんだ。だって……。

　俺は自身の左手に持たれた買い物カゴ（しかもオバチャン風に腕にかけて）に視線を落とす。中に入っているのは、豆腐、卵、キャベツ、もやし、特売の豚ばら肉、食パン。

　こんな所帯じみたラインナップをカゴにｉｎした状態で話しかけられるかっつーの！

　それは男のプライドだった。俺は買い忘れたネギをカゴに放り込みながら、心で泣いて早足でその場を立ち去った。

　今日の夕飯はもやし炒いためと豚ぶた丼どんだ。
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　俺の家はいわゆる父子家庭ってやつである。

「おーい、飯できたぞ」

　お袋は俺が小さい頃ころに病気で死んだ。

「おい！　飯だって！　飯！」

　ガラリとふすまを開けると、畳たたみの直じかに親おや父じが寝ね転ころがっていた。

「ん……？　あ？」

「あ？　じゃねーよ。飯だ、飯！」

「ああ……もうそんな時間か……よっこらせっと……」

「ったく……早く仕事探せっつーの」

「へへっ。ごめーんねっ」

　そして、このクソ駄だ目め親父と二人暮らしである。

「いっただきまーす！　……お！　うっめ！」

「ったりめーだ。何年家事やってると思ってんだ」

「永と久わくん、素敵っ！　お嫁さんにしてっ！」

「いいから黙って食えよっ！」

「へ～い……」

　佐さ藤とう宇そ宙ら、三十九歳。

　宇宙と書いて「そら」と読む。なんてふざけた名前なんだろう。そんな壮大な名前を持ちながら、現在無職。名前負けとはまさにこのことである。

　親おや父じはフリーの映像カメラマンをしている。テレビ映像がメインの仕事であったが、ネット媒体の発達した近年、その仕事はめっきり減ってしまった。不況となったテレビ局は、外注をせず全すべて自社でまかなうようになり、親父はいわば干ほされたのである。まぁそれ以外にも、親父のやり方が今の業界と合わないといった理由もあるらしいが詳くわしくは知らない。

　とにかく言えることは、この親父から、そんな希望溢あふれるイメージは一切湧わいてこないってことだ。

「そういや永久、聞いてくれよ。俺おれさ、今日ファミレスで逆ナンされちった！　なんか疲れた感じのネーチャンだったんだけどさ、ありゃきっとキャバ嬢じようだな」

「ふーん」

　しかしムカつくのが、この親父やたらとモテるのである。

　確かに若く見えるとは思うが、そんなにかっこいいというわけではない。無精ひげにボサボサの髪。よれたＴシャツに色あせたジーパンとサンダル。むしろ小汚い方だ。それでも親父はモテる。水商売のお姉さんだったり、キャリアウーマンだったり、近所のオバチャンが親父にのぼせ上がってしまったこともあった。ただ親父は、女にだらしがないというわけではなかった。

「まぁでも飯だけでドロンしたぜ。母さんに悪いからな」

　今でも死んだお袋を忘れることができないらしく、そこはしっかりと線引きをしているようである。

「飯は食ったのかよ」

「や、ほら、奢おごってくれるっていうからつい。いや～ラッキーだったぜ」

　ダメ男に弱い女というのは、世の中にごまんといるらしい。親父はその持ち前のダメ男系モテオーラを利用して、街まちをフラフラしてはこうして食いつないでいる。最低だ。

「そんなことより仕事見つかったのかよ」

「いや～なかなかこの俺に合った仕事がなくってさ」

「んなこと言っている場合じゃねーだろ」

　今世の中は、格差景気というものに陥おちいっていた。ランク分け制度が始まって、企業もわかりやすく人員を確保するようになったのだ。簡単な話である。一流企業はＡランクの人間を採用すればいい。何しろその才能は、国のお墨すみ付つきなのだ。その少し下の企業なら、Ｂランク。Ｃランクには会社を選ぶ権利などない。

　可哀かわい想そうなのは親おや父じのような奴やつだ。親父たちの年代は、キラキラ世代と呼ばれる。宇宙と書いて「そら」以上に、無茶な当て字や外国人のようないわゆるキラキラネームを持ったこの世代。彼らは俺おれたちと違って、平等に大切にされた少子化世代だった。日本の将来を担になう若者を大切にしようと、温室のような制度の中で甘やかし育てられた。だがしかし、甘やかし過ぎた。彼らは必要以上に自由になってしまった。キラキラと好きなことばかりした。それを皮肉って、キラキラ世代と呼ばれているのである。

　そしてその真逆の制度である、ランク分け制度が始まった。企業はＡランクとして一流に育てられた子供たちをこぞって採用した。すると邪じや魔まになるのは、既に雇ってしまったキラキラ世代たちである。彼らは就職にもあまり苦労しなかった。若者が足りない状態で、どこもウエルカムだったのだ。そんな彼らは、簡単にリストラされた。

「この前受けた会社はどうなったんだよ？」

「あ～あれか。あれはこちらからお断りしたぜ」

「はぁ？」

「残念ながらどーたらこーたらとか言うからよ、こっちから願い下げだぜってな！」

「てかそれ向こうから断られてんだろ？」

「だから俺様の才能がわからねー会社なんぞロクなもんじゃねーってことだ」

「バッカじゃねーの！」

　とはいえ、キラキラ世代にだって才能に溢あふれる人間はたくさんいる。皆が皆、リストラをされたわけではない。どんな世代だって、優ゆう秀しゆうであれば大切にされる。

　そう、つまり。

　結局は明言しないだけで、ランクなんて昔から存在していることなのだ。




「永と久わ、この豚ぶた丼どんうめーな。おまえやっぱいい嫁さんになるよ」

　親父は口の端に米粒を付けて、にかっと笑った。

　どうしてそんな風に笑っていられるのか、俺にはわからなかった。だが親父は、いつもこうして、心の底から笑う。

　俺はこの笑顔を見ると、いつも腹が立った。
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「ねぇ、小お野の寺でらソフィアって、どいつ～？」

　教室のドアを乱暴に開けて、毒々しい真っ赤なロリポップキャンディを舐なめながら舌ったらずにそう叫んだのは、背の低いツインテールの美少女。

　教室内は、一気に静まり返った。

「まじかよ」

　その姿を見て、山やま岡おかが思わずぽつりと呟つぶやく。そしてどこからともなく声が聞こえた。

「Ａｎ様……降こう臨りん……！」

　立っていたのは、紫し藤どうトビオの妹であり、七しち大だい天てん使し少しよう女じよのトップアイドル・紫藤あんずだった。

「ねぇ、どいつったらぁ～？」

　ちゅぱちゅぱとキャンディを舐めながらツインテールを揺らし、手近にいた男子生徒の前まえ田だに凄すごむ。前田は身長が百八十センチ近くあり、剣道部で体格もいい。それなのに、自分よりも遥はるかに小さくて華きや奢しやな女子に、しどろもどろになっていた。

「何キョドってんのよ、気持ち悪いわね。どいつかって聞いてんの」

　まるで大型犬がチワワに怒鳴られているようだった。

「あ、あそこ……」

　一言言うのが精一杯だったらしく、小お野の寺でらが座っている席の方向を指した。

　あんずは首だけ動かして、その方向を見やる。
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「ふ～ん」

　ガリッ！

　キャンディを嚙かみ砕くだく大きな音がした。

「あいつね」

　作り物のように真っ白な歯をむき出しにしてにやりと笑うと、あんずはつかつかと小お野の寺でらへ歩み寄った。

「あんたが小野寺ソフィア～？」

　嚙み砕き切ってしまい残ったキャンディの棒を、ポイッと床に捨てながら、あんずは小野寺の机にまま腰掛けた。

「そうですけどそこどいて下さい」




　教室中の人間が固まった。




「くっ……きゃははっ……きゃはははっ……」

　キレるかと思ったが、あんずは急に高笑いをし始め、制服のポケットからもう一つロリポップキャンディを取り出すとガサガサ包みを開けて口に含んだ。

「はむ……噂うわさ通りいい度胸してんじゃない」

　舌ったらずな喋しやべり方が、よりいっそう舌ったらずになる。ハムスターのように左ひだり頰ほおを膨ふくらませて、それだけを見たらすごく愛らしい姿なのであるが、残念なことに邪悪な笑顔をプラスしてあんずは話を続けた。

「ふ～ん……まぁまぁってところね」

　そしてあろうことか、左手を小野寺の顎あごに添えてくいっと持ち上げた。

　ゴクン。

　みんなが生なま唾つばを吞のみ込む音が聞こえる。

　正直これは、絵的にすごくやばい。

　モデルのようにすらりとした身長体格の小野寺と、幼児のように小さくて華きや奢しやなあんず。机の上に座って、やっとあんずが頭少し飛び出るくらいである。その角度から、ロリ系美少女代表が、クール系美少女代表に顔を近づけているのだ。

　絵的にすごく、やばい。

　ピロリロリ～ン♪

　おい、どさくさに紛まぎれて写メった勇者誰だれだ、後で送ってくれ！

　クラス中が思い思いの妄想で見つめる中、小野寺がやってくれた。

　パァンッ！

　あんずの手を、平手ではらったのだ。おいおいおい、だからやめとけって、小野寺！

「いった！　あにすんのよ？」

「いきなり顔を触るんだもん！　びっくりするでしょう？」

　そういう問題か？

　と思ったが、そんなことはどうでもいい。

　ガタンと立ち上がった小お野の寺でらは、あんずを見下ろすとそうまくし立てた。

「きゃははっ。ごっめんねぇ～！」

　あんずは楽しそうに、またも毒々しい真っ赤なキャンディをくるくると弄もてあそぶ。やっぱりこいつはすげえ。俺おれは小野寺にあんな顔で凄すごまれてこんな風に楽しそうに笑えない。

「よいしょっと」

　限界まで短くした制服のスカートがひらりと舞まう。心なしか男子生徒の身長が一いつ瞬しゆん低くなった。だがしかし、背の低いあんずのスカートラインは絶妙で、見えそうでいつも見えないのである。そこまで計算し尽くされている、さすがはトップアイドルである。

「お兄ちゃんがそこまで言うから、どんな子かと思って来てみたけど……かわいげのない女ね。あ～あ、つまんなーい」

　くるりと踵きびすを返し、あんずは去って行こうとした。そこへ向かって、

「忘れ物！」

　あんずがさっき捨てたキャンディの棒を、小野寺がシュッと投げた。ええ、あんな軽いもんがあんな風に飛ぶ？　ってくらいに、まるでそれは矢のようにあんずに向かって飛んだ。

　パシッ。

　そしてあろうことか、あんずはその棒を後ろ手に、ちょうどピースの形で受け取った。

　え？　噓うそ、マジ？

　そしてその体勢のままくるりと顔だけ振り返ると、にっこりと邪悪な笑顔で言った。

「あら、ご親切にどうも」

　バタンとドアが閉まる。

　なんだあれ？　アイドルって何か特殊な訓練でも受けてんのか？
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「まぁ、一般の女の子より危険な目に遭あうことも多いわけだから、芸能人のが自衛意識は高い子多いわよね」

　バイト中に美み咲さきさんがやってきたので、俺はポテトを持って行きがてら今日の一件を話した。妙に納得する。しかし芸能人でも何でもない小野寺があんなにも強いのはいったいどういうわけだろう。

「ってゆっか、最近の男が弱すぎるんでしょ。はむっ」

　なんだか暗に俺おれのことを言われたようで、少しムッとした。しかしこの人、こんなペースでジャンクフードを食べていて大丈夫なのだろうか。

「締め切り近くなるとなんでかジャンキーなもん食べたくなるのよね～」

　と言っていたが、そんなにも毎回締め切りなのだろうか。

「で、なによ。あんたはそのソフィアって子が好きなわけ？」

「ば、な、ち、ちげっ！」

　バカ、何言ってんだよ、ちげーよ！

　と、言いたかった。

「ふ～～～～ん……」

　アイスコーヒーをストローですすりながら、美み咲さきさんがニヤニヤする。

　ちくしょう！　やっぱりこの人、ムカつく！

「まぁ聞く限りかなりの美少女っぽいし、それに加えて転校生という属性じゃ最強よね。男って希少価値に弱いからねぇ～」

　べ、別に気になっているのはそれだけじゃねえし。

　衝しよう撃げき的な出会い。そして、あのピアノの才能を持ちながら、それを隠していること。自じ炊すいをしているらしいこと。好きというよりは、気になる要素が多いという方がしっくりくる。




　そう、だから。

　俺おれが毎日バイト帰りにこうして、用も無くスーパーマーケットをウロウロしているのは、小お野の寺でらにまた偶然遭遇しないかなんていう淡い期待からだなんてことは断じて、ない。

「今日もいない……か……」

　何も買わずにウロついていたら、さすがに怪しい。俺は菓子パンと野菜ジュースという高校生らしい当あたり障さわりのない商品を手に取って、レジへと向かった。その時だ。

「うおっ」

　思わず手に持ったクリームパンを落としそうになる。

　レジに、小野寺がいた。

　今日は私服で、爽さわやかな白いポロワンピースを着ていた。膝ひざ上うえの丈から伸びる、白い生足が眩まぶしい。それでもいやらしく見えないのは、足元をスニーカーでカジュアルダウンしているからだろう。なんていうか、やっぱり抜群にかわいい。

　俺は近付くために隣となりのレーンのレジに並んだ。会計をしながら、様子を盗み見る。

「ふーんふふふん……♪」

　すると彼女は今日も鼻歌を歌っていた。

「今日の～ごはんは～カレーライス～……♪」

　えっ、今日も!?

　しかし今日のカレーの鼻歌は、前と違った。

「人参……じゃがいも……お肉を入れたら……できる～～♪　…………はずなのに……できないのは……なぜなの……？」

　テンションが低い。顔もどんよりと曇くもっている。な、何かあったのだろうか。

　しかしやはり彼女の歌は絶妙だ。こんな即興の鼻歌なのに、思わず聞き入ってしまう。歌に感情があるとでもいうのだろうか。その証拠に、目の前で鼻歌を歌われていたレジのおばちゃんは、そのテンションの急降下に心配そうな顔をしている。そう、そんな風に感情移入してしまう歌なのだ。

　そしてもう一つ。

　ピアノだけでなく歌もこんなにうまいのに、どうして音楽が苦手だなんてそんな噓うそをつく必要があるんだろう。

　俺おれは一足早く会計を済ませると、購入した菓子パンたちを鞄かばんに入れながら再び小お野の寺でらを目で追う。レジを通過した彼女は、大量の商品が入った買い物カゴを「よいしょ」と移動させていた。そして肩から下げたポシェットに財布をしまいつつ、何かを探している。ごそごそと中をあさっているが、その動きに焦りが伴った。「あれ？」と口が動くのが見てとれる。

　きっと、エコバッグを忘れたんだろう。

　普通の高校生男子なら気がつかなかったかもしれないが、幸い俺は主婦系高校生男子だ。自分も経験があることなので、その焦りの気持ちはよくわかる。なんとなくレジ袋を５円で購入するというのは、もったいない気がするものである。そしてそんな主婦系高校生男子である俺の鞄かばんには、常にエコバッグが入っている。迷うより先に、身体からだが動いていた。

「はい、これ」

　突然に声を掛けられて、小野寺はこれでもかというくらいに驚おどろいていた。ポシェットに片手を突っ込んだまま、差し出されたエコバッグを見てポカンとしている。

「あ、あの……」

　さっきまでの表情が噓のように、顔が強こわ張ばっていくのがわかる。その様子はなんていうか、さっきまでゴロゴロとリラックスしていた野良猫が人間に遭遇して急に警けい戒かいのポーズをとる感じに似ていた。それならばと、俺は野良猫を餌え付づけするかのように少しずつ彼女に近付いた。

「よかったら……貸すよ」

　餌えさはエコバッグである。しかし彼女の警戒心はまだ解けないらしく、差し出したそれを受け取ることはなかった。

　あれ？　もしかして俺、まずクラスメイトとして認識されていない？

「あ、あなた……誰だれ？」

　やっぱり！

「あ、お、俺は佐さ藤とう永と久わ。一応……クラスメイト……」

　顔で笑って心で泣いていたが、ここまで警けい戒かい心しん丸出しの野良猫を目まの当あたりにすると、なんていうかそれをまず解いてあげることに必死になってしまう。

「だからさ、気にしないでよ。はい」

「い、いいです。私、人から物を借りるの苦手なんです。レジの袋買ってきますから……」

　そう言って彼女は鞄かばんから財布を取り出した。それは懐かしい感じのするガマ口の小銭入れだった。

　パチン。

　しかしその小銭入れを開けた瞬しゆん間かん、彼女の顔が「はうっ！」という顔になったのを見逃さなかった。悪いとは思いつつ、その中身を覗のぞき見る。小銭入れの名のつくそれには、本来入っているべきであろう小銭すら入っていなかった。その間も彼女は無ぶ愛あい想そうを続けていたが、その中に少しの動揺が垣かい間ま見える。この大量の商品を袋なしで持って帰るのは不可能だと、どうしようか悩んでいるのだろう。その様子を見て、なんだかいじらしくなった俺おれはふと思いついて言った。

「あ、そうだ。俺さぁ、袋に商品詰めるのうまいんだ！」

「？」

　突然のこの発言に、小お野の寺でらはきょとんとしている。

「ちょっと披ひ露ろうさせてよ。超ムダなくキレーに詰めるからさっ！」

　そう言って、

「あっ」

　ソフィアが止める暇ひまなく、カゴいっぱいの商品をエコバッグに詰める。俺が勝手にやったことであれば、彼女も気にしないだろうと思ったからだ。そして実際に、俺はそれがとてもうまい。伊だ達てに主婦系高校生男子をやっているわけではないのだ。

「ほらねっ！」

　カゴいっぱいの商品はあっという間にエコバッグ二つ（主婦系高校生男子の俺は常にこれくらいは持ち歩いているのである）を満タンにした。水物はちゃんとビニル袋に入れたし、パンなどつぶれやすいものは一番最後に。そしてパズルのピースを合わせるようにピタッと綺き麗れいに全すべてを詰め込んだ。

「せっかくだからこのまま持っていきなよ」

「あ、ありが……とう」

　彼女がおずおずとそれを受け取る。

　あれ？　気のせいかな。彼女が少しだけ、微ほほ笑えんだように見えた。




　　　　　　　　　　　　＊




「荷物、持つよ」

　それは俺おれにしては随分と思い切った行動だったと思う。

　もっと彼女と話してみたい。

　そう思った俺は、さっきの微ほほ笑えみを気のせいではないと後押しにして、エコバッグを二つとも持つことを申し出たのだ。それに満タンに詰められたエコバッグは見るだに重そうだったし、それを二つ、あの彼女の細腕で持ち上げるのはあまりにも痛々しい。

「い、いいです。そんな！」

　警けい戒かい心しん丸出しの小お野の寺でらは、当然の如ごとくそれを断って自分で持とうとしたが、

「遠慮するなよ。これでも俺、男だからさっ！」

　半ば強引にそれを奪い取って、スーパーを出たのである。




　しかし数歩で後悔することとなった。

　な、なんだこれ……超重い……。

　確かに小野寺の購入した商品は大量であったが、こんなにも重いなんて思わなかった。しかも俺は、それに加えて体操着の入ったボストンバッグと学生鞄かばんを持っている。そしてそこには、今日に限って運悪く英語と国語の辞書が入っていた。四つの大荷物を抱えて、俺はよろけそうになりながら歩く。しかも小野寺はさっきから無言のままだ。辺りはすっかり夕焼けで、地面には二つの影が並んでいた。そして俺の影が、ふらふらとし始める。

「くっ……」

　肩にかけたボストンバッグがずり下がった。

　や、やっぱり重い。

　しかしこんなにも重い荷物を、尚なお更さら彼女に持たせるわけにはいかなかった。両腕がしびれ始めて感覚がなくなってきたが、必死に歯を食いしばる。

「あ、あの……大丈夫……？」

「あ、ああ！　大丈夫、大丈夫！　このくらい朝メシ前だって！　わっ……っと！」

　言ったそばからよろける情けない俺。その姿を見て、小野寺がクスッと笑った。

　か、かわいい……。

　笑ったらこんなにかわいいのに、どうして学校にいる時はいつもツンとしているんだろう。

　謎なぞの転校生のことを少しでも知りたくて、俺は気になっていることを一つずつ聞いてみることにした。

「あ、あの。小野寺さんは、どうしてこんな時期に転校してきたの？」

「……ちょっと、事情があって」

「そ、そっか」

　少し間があった。聞いてはいけないことだったのだろうか。

　くそっ。俺おれのアホ！

　いきなり出鼻をくじかれた俺は、そこから話を続けることができずにうつむいてしまった。再び二つの影は無言で歩く。その静寂を破ったのはソフィアだった。

「ね、ねぇ……いつもエコバッグ持ってるの？」

「えっ？」

「あ、ほ、ほら！　学校の鞄かばんの中から出したから……」

　しまった……。

　十七歳の男子高校生からレジ袋用のエコバッグが出てくるなんて（しかも二個）おかしな話である。俺が所帯じみた主婦系高校生男子だということがバレてしまう。焦ったが現代文Ｃの俺にうまい言い訳が見つかるはずもなく、ありのままをつい話してしまった。

「あ、ああ……俺さ、夕飯とか……自分で作ってんだよね。俺ん家ち、お袋いなくて」

　一いつ瞬しゆん、小お野の寺でらの動きが止まった気がした。

「そう……なんだ」

　やっぱりそんな主婦系高校生男子、引くよな。俺はまたもがっくりしてしまったが、彼女は思いのほかこの話題に食いついてきた。

「料理……できるの？」

「あ、ああ……うん。まぁ……割と……作れるかも……」

　割と、なんてもんじゃない。得意も得意だ。ハンバーグやカレーライスなど洋食はもちろん、味み噌そ汁しるに煮物もバッチリだ。男子が女子に作って欲しいナンバーワンメニューの肉じゃがだって、哀かなしいかな自給自足できてしまう。

「そっか……すごいなぁ……」

　小野寺はうつむいて悲しそうな顔をした。そういえば、さっき妙な歌を歌っていたっけ。カレーライスが作れないとかなんとか……。

　もしかして。

　俺はある推測を立てて彼女に聞いてみた。

「小野寺さんは……料理、苦手？」

　小野寺は「うっ」という顔をした後に、こくりと恥ずかしそうに頷うなずいた。

「が、頑がん張ばって作るんだけど……いつも変な味になっちゃうの……どうしたらうまく作れるのかわからなくて……」

　やっぱりそうだった。こんなにたくさんの材料を買うのも、きっと配分がわかっていないからだろう。それは俺にも経験があった。そう、俺も最初は随分と失敗をしたっけ。そして失敗は凹へこむものである。小お野の寺でらが悲哀に満ちたカレーライスソングを歌う気持ちもわかる。そしてそう思った瞬しゆん間かん、俺おれはこう言っていた。

「もしよかったら……料理教えようか？」

「えっ？」

　小野寺は驚おどろいた顔をしていた。

「あ、俺さ……割とできるっていうか……むしろ料理得意なんだよね。だから、もしよかったら……」

「なんでも……作れるの？」

「あ、ああ。たいてい作れるよ。カレーライスはもちろん、ハンバーグにオムライスにグラタン……それからパスタ、和食、中華、デザートも……」

「カレーライス……ハンバーグ……オムライス……」

　俺の言ったメニューを、小野寺がブツブツと復唱する。そして今度は気のせいではなく、その顔がみるみるうちにパァッと明るくなっていった。

「とにかく何でもＯＫだからさ、いつでも教えるよ」

「ほ、本当に!?　ありがとう、永と久わっ！」

　お礼を言われたことよりも、いきなり名前を呼ばれたことに驚いてしまった。動揺して、しどろもどろになる。

「え、えっとじゃあ、小野寺さんの教えて欲しい料理を……」

「ソフィアでいいよ」

「えっ、よ、呼び捨てでいいの？」

「どうしていけないの？」

　そ、それはそうなんだけれど……。

　美少女とはある種の畏い怖ふすべき存在であり、特に親しくない場合思わず「さん」付けしてしまうのがモテない系高校生男子ってなものなのだ。

「……変なの。同い年なのに」

　彼女は本当におかしいという顔をした。

　しかし料理の話をしてからのこの打ち解け具合はどうしたことだろう。いきなり呼び捨ての仲に昇格し、俺の思考はまったくついていけていなかった。そしてダメ押しの出来事が起こる。

「あ、ここでいいよ。家、もうすぐだから」

「あ、ああうん」

　そうこうしているうちに、家の近くまで着いたらしい。

「じゃ、じゃあ……。はい、ソ、ソフィア」

　ずっしりと重い荷物を手渡した。なんだか照れてしまう。俺より平気そうだったのが少し気になったが、今はそれどころではない。

「今日は本当にありがとう」

　ソフィアはペコリと頭を下げた。

「あ、ああ。うん」

「じゃあ」

　くるりと向きを変えて、ソフィアが立ち去る。長い髪の、綺き麗れいなシルエット。

　俺おれは名残なごり惜しく思いながらその姿を見つめていた。すると、

「あっ」

　そう言って彼女が戻ってきた。

　い、いったいどうしたんだ!?

　驚おどろく間もなく、ソフィアは荷物を片手に持ち替えるとポシェットからスマホを取り出して言った。

「ねぇ、連絡先教えて！」

「えっ？」

　えええええええ!?

「私、作りながらわからなくなっちゃうの。だから、その時に電話して聞いてもいいかな？」

「あ、ああっ！　うんっ！　もちろんっ！」

　いそいそと俺もスマホを取り出し、連絡先を交換した。

「ありがとう！　じゃあよろしくねっ！」

　呆ぼう然ぜんとする俺をよそに、ソフィアは再びペコリとお辞儀をして去って行った。




　美少女ソフィアの連絡先……！




　俺はこの時ほど、料理が得意でよかったと思ったことはなかった。




　　　　　　　　　　　　＊




「おお～～い！　てんめええええ！　どういうことだってばようううう!?」

　来ると思った。

　一限目が終わった瞬しゆん間かん、ものすごい剣けん幕まくで山やま岡おかが俺の元へとやってきた。問いたいのは、朝の一件のことであろう。いや、山岡だけに限らない。周囲の男子生徒も、知らない風を装いながら、俺たちの方へ耳を澄ましているのがわかる。

　気持ちはわからなくもない。俺だって驚いたのだから。

　朝の一件とはこうである。




　朝、俺おれは山やま岡おかとアイドル談義を繰くり広げていた。七しち大だい天てん使し少しよう女じよの素晴らしさ、そして自分の推おしメンがいかにかわいいかなど、そんな他愛もない内容である。いつもの朝の風景だ。

　その時、長い髪の少女が教室に入ってきた。小お野の寺でらソフィアである。彼女はいつも、誰だれに挨あい拶さつすることもなく、無表情に颯さつ爽そうと自分の席へと着く。その後は、小説を読んだりうつ伏せて寝てしまったりと、自分の世界へと入ってしまうことのが多い。

　そんな彼女が、だ。

　無表情はそのままに、颯爽と俺たちの方へと向かって歩いてきたのだ。

「えっ？」

　声を発したのは山岡の方で、

「なんかクラッシュクイーンが俺らの方に近付いてきてね？　え？　お、俺たち何か気に障さわることしたっけ？」

　と、慌あわてた。だが彼女はつかつかとこっちに向かって歩を早め、机の真ん前ですっと止まる。そして黙ったまま、鞄かばんをごそごそと探った。武器でも取り出すと思ったのだろう。山岡が思わず身をすくめた。しかし差し出されたのは、

「昨日、ありがとう」

　赤色と青色、色違いのチェックのエコバッグ。

「い、いえ……どういたしまして」

　ソフィアは簡素に礼のみ述べると、すたすたと立ち去った。未いまだ身をすくめたままの山岡が、驚おどろいた表情で俺とソフィアを交互に見やる。俺は顔から火が出そうなくらい恥ずかしかった。教科書やノートならまだいい。まだその成り行きがわかる。しかし俺にありがとうと言って手渡されたのは、エコバッグだ。スーパーなどで生鮮食品等を入れるために使用する、ものすごく生活的に密接な関係でなければ貸し借りなどすることはまずないであろう、あのエコバッグである。聞かなくても、クラス中の声が聞こえた。




　おい、おまえらどういう関係だ？




　水みず田たがあと少し教室に来るのが遅かったならば、俺はすぐさま男子生徒たちの質問攻めに遭あっていたことだろう。この時ばかりは、いつも早めに登場する水田に感謝せざるを得なかった。




「で？　なんだ？　スーパーで偶然出会って？　エコバッグ忘れたっつーから、あれを貸した、と？」

　俺は包み隠さず昨日の一件を話した。

「それだけか？　本当に？」

「本当だよ、しつこいな……」

「だぁってよう？　あのソフィアたんが！　クラッシュクイーンの異い名みようを持つソフィアたんがおまえに話しかけたんだぞ？　あまつさえ俺おれの知らないところで物の貸し借りまで既にしている仲になっていやがるなんて！」

「だーから、違うって。俺だって昨日初めて会って、そんで初めて喋しやべったんだよ。そんな仲じゃねーっつの」

　少しだけ噓うそをついた。偶然は三回目だし、連絡先を交換したことも内緒にした。後者はなんとなく。

「ちくしょう……俺は悔しいよ……。おまえのことは生しよう涯がいの親友、そして生涯のモテない仲間として彼女など作らず天使に青春を捧ささげるとばかり思っていたのに……」

　一言余計だ。

「それをまさか三次元！　しかもあのアイドルもびっくりな極上美少女ソフィアたんと一足早く親しくなるだなんて、これを裏切り行為と呼ばずして何と呼ぶ？　ああああうらやましい！　俺も外で偶然にソフィアたんに会いてえよおおおお！」

　山やま岡おかは泣き崩くずれ、机に突っ伏した。

「お、大げさな野郎だな……」

　そう呟つぶやいたが、この一件は俺が思った以上に「大げさ」に騒がれることとなった。

「おい、おまえ小お野の寺でらとどういう関係なんだよ？」を基本ベースに、エコバッグを貸し借りするに至った経緯、ソフィアとどんな話をしたのか、私服はどんな風であったか、数々の質問攻めに遭あう。ソフィア自身に聞けばいいのにその勇気はないものだから、全すべての男子生徒らが俺のところに来るという状況だった。そしてそれが同じクラスの奴やつらというならまだしも、他のＣクラスはおろか、ＡやＢの奴らまでやってきたのである。改めてソフィアの影響力の大きさを実感した。それゆえに、俺は奴らの質問にかなり適当に答えた。だって、せっかくのソフィアと出会えるスポットをみすみす教えるなんて、そんなバカなことないだろ？

　とはいえ、平々凡々に生きてきた俺が、ソフィアに関わっただけで途端に話題の人となったのだ。俺はすっかり疲れてしまった。彼らにしてみればおそらく、「ソフィアがもしかしたら親近感のある気さくな女子かもしれない」という可能性も嬉うれしいのだろう。その気持ちはわからなくはない。美少女が気さくだったら最高だ。だがあのＡｎ様こと紫し藤どうあんずの高たか飛び車しやな態度を見ても、あまりそれが比例することはない。だから、俺とソフィアの一件は、異質であり話題になるべきものなのであろう。

　それにしても、疲れた。

　そして勘弁して欲しかったのは最後の最後に現れた智とも花かである。




「ねぇ、小野寺さんと付き合っているの？」

　散々俺を避けていたくせに、智花はその日、下駄箱の前で待っていた。

「付き合って……ねーよ……」

　本日何度目かとなるこの質問。

　美少女と噂うわさになって、最初はちょっと嬉うれしかったりもしたが、あまりに何度も聞かれると正直疲れてしまう。それに、事実じゃねーし。

「でも、すっごい噂になってるよ」

　俺おれは下駄箱からスニーカーを出すと、少し乱暴にそれを地面に叩たたき付けた。

「だぁーから！　ただの噂だって……」

「でも……あっ、待って」

　智とも花かも慌あわててローファーを履はく。ズレた眼鏡めがねをわたわたと上げながら。

　そして俺たちは成り行き上、そのまま一緒に帰ることになった。

「だからね、偶然スーパーで会ってね、エコバッグを貸しただけなのですよ。まったくの偶然。でね、その親切に対してね、小お野の寺でらさんがね、お礼を言っただけなの。ただそれだけの出来事なわけですよ。むしろ俺って親切でしょ？」

　徒労感を感じながら、例の件を山やま岡おかにしたよりも三倍親切に智花に説明する。

「ふ────ん……」

　だがしかし、智花は納得がいかないといった様子である。とはいえこの件に関しては、それ以上説明のしようがないので、俺は黙ってしまった。智花も何も言わないので、俺たちは黙々とただ歩いた。

　二つの影が並んでいる。神経質そうな二つ結び。いつもの智花の、髪型。

　そういえば一緒に帰るなんて久しぶりだな……。

　なんて、俺はとんちんかんなことを思っていた。

　しばらく無言で歩いていたが、静寂を破ったのは智花だった。

「自じ炊すい、ちゃんとしているんだね」

「へ？」

　脈絡のない会話のカットインに、俺はきょとんとした。

「夕飯の買い物だったんでしょ？　スーパー」

「あ、ああ、うん。そうだよ。その日は……ほら！　あれだ！　豚ぶた丼どん作ろうと思ってさ。ネギたっぷりのカンタン豚丼！」

　カンタン豚丼…………ん？

　自分で発した単語に、聞き覚えがあることに気がついた。だけど思い出せそうで思い出せない。喉のどに何かがひっかかったような、気持ち悪いあの感じに「うーん」と心の中で唸うなっていると、智花が言った。

「それ、私が教えてあげたやつだっ」

「あっ！」

　そうだ。そうだった！

　一度思い出すと、その記憶は水道の蛇口を捻ひねったように俺おれの頭に流れ込んできた。そうだ、この「カンタン豚ぶた丼どん」は智とも花かに教えてもらったレシピだった。

「ちゃんと作れるようになったんだね」

　それだけじゃない。母親を亡くして、困り果てる俺に料理を教えてくれたのは智花だった。おとなしくて真面目なくせに、いやそのせいなのかいつも肝心なところで損を食う、不器用な智花の唯一の特技。

「今じゃ私よりうまいかな？」

　悪戯いたずらっぽく笑う智花。

「んなわけねーだろ。やっぱさ、女子には負けるぜ。俺の作るのは、なんつーか男子って感じの飯だからな」

「相変わらず言ってることよくわかんないなぁ」

「ニュアンスだよ、ニュアンス」

「そういうのはボキャブラリーがないって言うの！」

「ちぇっ……」

　ああ、この感じ。

　ギクシャクする前の、懐かしい空気が戻ってきたような気がした。そして同時に気がつく。智花は、笑っていた。色んな感情が入り混じった、複雑な表情ではなく、確かに笑っていた。

　ずっとこんな風だったらなぁって、ふと思った。

　ああ、それなのに……。

「ねぇ。で、本当に小お野の寺でらさんと付き合ってないんだよね？」

　別れ際、智花が見せたその表情は、笑っているような怒っているような泣いているような。また、複雑な表情だった。

「だから……付き合ってないってば……」

　なんだよなぁ……。いつもさっきみたいに笑ってりゃいーのに。
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『カレー、爆ばく発はつした』

　そんな複雑な表情の智花と別れて帰宅すると、今度はソフィアからまるで軍隊のように簡素な文面のメールが届いた。

「…………は？」

　俺は画面に表示された文章を再度読み直す。

　爆発？　カレーが？

　俺おれの知っている限り、カレーが爆ばく発はつするなどという事例は存在しない。というか、料理が爆発するなどということは滅多にない。いや、ない。

「どういうことだ？」

　まま尋たずねた。

『わからない』

　絵文字どころか句読点すらないので、その感情は測はかりかねる。わからないと言われても、俺もわからない。まどろっこしくなって、教えてもらったばかりの彼女の電話番号に思わずコールする。

　プルルルルル……ガチャ。「もしもし」

　思いのほか早く彼女が電話に出たので慌あわててしまった。

「えっ、あっ、きゅ、急に電話してごめん。あ、あの……カ、カレー……爆発したって……」

「…………」

　電話の向こうは無言だった。やっぱりいきなり電話するのは失礼だったかと、俺の額にひやり冷や汗が流れる。だがしばしの沈黙のあと、向こうからすがるような半べそ声が聞こえた。

「永と久わぁ～カレーの作り方、教えてぇ～～」




　俺は傍はた目めにもわかるほどにルンルン気分だった。それは、

「おい、なんだ。ご機き嫌げんだな」

　と、親おや父じに指摘されるほど。というかこの人はこんな午後五時にも安定の在宅である。しかもまだ起きたばかりといった様相だ。いつもなら小言の一つでも言うところであるが、今はそんなことまったく、微み塵じんも気にならない。

「別に」

　淡白に返事をしたが、俺はご機嫌だ。だって、今からソフィアの家に行くのだ。カレーの作り方を教えに。美少女の自宅訪問。これを浮かれるなという方が無理だ。所帯じみた主婦系高校生男子でよかった。料理が得意で、本当によかった。

「えっと……牛肉は……残っていたっけ？」

　ニヤニヤしながら冷蔵庫を開けて独ひとり言ごとを言う。ソフィアがこの前に買った材料はなくなってしまったというので、（彼女の言葉をそのまま信じる限り、おそらく爆発してしまったのだろう）うちの食材を持って行くと話したのである。

「なんだよ、女の家に料理でも作りに行くのか？」

　ガンッ！

　牛肉を探すために奥まで突っ込んだ頭をぶつけた。

「ってえええ！」

「お。図星だな」

　振り向くと、親おや父じがニタニタと笑っている。どうしてこいつは、こういうことだけ鋭いんだろう。

「ち、ちげーよっ！」

　まるで悪戯いたずらを見透かされた子供のような口調で言い返す。

「へ～え……違うんだ～ふ～ん……」

　引き続きニタニタする親父。その表情は、全すべてお見通しだと言わんばかりである。ちくしょう、その辺はさすがダメ男系モテ親父である。

「な、なんだよ。その顔！　ちげーよ！　きょ、今日は山やま岡おかん家ちで焼肉パーティーなんだよっ！　何も持ってかないのも悪いだろ？」

「へ～え、焼肉パーティーねぇ」

　噓うその言い訳登場率ナンバーワンの山岡を駆使しても、親父の表情は変わらない。

「ったくよう。なんでうちには牛肉ないんだよ。チキンしかねーじゃん。ああもうっ」

「チキン焼きにすりゃあいいじゃねーか」

　なんだか、喋しやべれば喋るほど墓穴を掘っている気がしてきた。それでも饒じよう舌ぜつはもう止まらない。

「あと、何回も言ってっけど、これ何だよ？　この銀色の缶かん々！」

　話を逸そらすため、冷蔵庫の奥にある、銀色で丸型の缶を指差した。キャンディなんかが入っていそうなその缶は、少なくとも俺おれがはじめて気づいた幼少の頃ころからずっとそこにある。

「ああん？　だからそれは非常食だよ」

「非常食こんなにいらねーだろ？」

　ざっと数えても、十個以上はある。それらは狭い冷蔵庫のかなりのスペースを占拠し、正直言ってすごく邪じや魔まだ。その邪魔さ加減はもはや日常となっているが、虫の居所が悪いとこうしてたまに親父といさかうためのアイテムとなる。そして、これらが何なのか俺は本当に知らない。

「バッカだな～永と久わ。本当に非常の時はこんだけじゃ足りねーぜ？」

「そういうことじゃねーよ！　非常食だか何だか知らねーけど、中身なんなんだよ？」

　毎度繰くり返されるこのやりとり。だが聞いても親父の返事はいつも決まっている。

「だーから非常食だっつーの。この世の中何が起こるかわかんねーだろ？　備えあれば憂いなしってやつだ」

　そしてニタニタといつもの笑いを浮かべるのだ。

「あっそ。そら用意周到なことで。非常事態の心配より、自分の仕事の心配しろよな！」

「こりゃ一本取られたぜ！」

　こんな奴やつに構っている暇ひまはない。本当に可お笑かしそうに笑う親父を尻しり目めに、俺は冷蔵庫にあった鳥のムネ肉と、人参玉ねぎじゃがいもなんかを光の速さでエコバッグに入れて家を出た。
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　俺おれはソフィアの家の場所はわからないので、この前別れた曲がり角で待ち合わせをした。俺の家から逆算して、じゃあ約三十分後にと約束したのに、俺は何な故ぜか途中から走って来てしまい、無意味に肩で息をしていた。どの方向から美少女がやってくるかと、挙きよ動どう不ふ審しんにキョロキョロする。

　すると曲がり角から、栗くり色いろのロングヘアがやってきた。

「あっ！」

　ソフィアが俺に気がついて手を振る。何これ、恋人同士の待ち合わせみたいじゃん。俺は顔がニヤけるのを必死で抑えながら、

「ごめんね、なんか急に」

　何故か謝る。

「え？　どうして？　呼んだのこっちなのに」

　その通りだ。だがしかし、美少女に対して思わず低姿勢になってしまうのが、我々モテない系Ｃランク男子というものなのである。

「材料、持ってきたよ」

　俺はまるで、お使いを成功させた子供のように誇らしげにそれを見せた。そんな自分に気がつき、ちょっと恥ずかしくなる。

「わぁ、すごい。ありがとう」

「チキンカレーだけど、いいかな？」

「チキン！　大好きだよ」

　俺はほっと胸を撫なで下ろす。牛肉は高いので、うちの食卓に登場することはあまりないのだ。親おや父じがまともに働いていない俺の家の生活は、正直言ってカツカツである。なんだか、それを悟られるのはかっこ悪い気がした。困こん窮きゆうしているわけではないけれど、貧乏ってのはやっぱりみじめなもんだ。ソフィアのように綺き麗れいな子を前にすると、余計に卑屈になってしまう。育ちっていうのは、見た目にも出る。どこのメーカーだかわからないトレーナーに、何年も着古したジーパン。スニーカーだけはアディダスだが、これだってバイト代を貯ためてやっと買ったものだ。俺はふと横目でソフィアを見た。

　今日の彼女は、ジーパンに白のＴシャツというラフな格好である。そんなシンプルな格好にもかかわらず、その見た目は俺と違ってなんだか洗練されていた。細身のジーパンは、彼女の長い脚を更に際きわ立だたせ、ＴシャツのＵラインは、その綺麗なデコルテを魅みせるためと言わんばかりにざっくりと開いている。

　俺は見み惚とれて思わずため息をついた。

　彼女と俺おれとは、人種が違う。

　そう思わざるを得なかった。ハーフのような端正な顔立ちに、抜群のスタイル。やっぱり家族もそんな感じなんだろうか。洋風の家に、マロンだかスフレだかお菓子みたいな名前のしゃらっとした小型犬なんか飼っていて、庭でその犬と戯たわむれているところにママンが「チェリーパイが焼けたわよ」なんてやってきて、あれ？　でも何でじゃあソフィアは自じ炊すいしているんだ？　と、そこまで考えたところで、

「ここ」

　彼女の自宅へと着いた。

「へっ？　ここ？」

　俺は思わず声を上げ、すぐにその失礼を恥じた。

「うん。ここ」

　目の前にあったのは、庭付き洋風一いつ軒けん家やなんかではなく、今にも崩くずれそうなボロボロのアパートだった。

「入って」

「う、うん……」

　古びた重そうな鉄のドアが、ギイと鳴る。人ひとり入るのがやっとの、狭い玄関。そして玄関を抜けるとすぐに部屋があった。俺はそのままそこに通される。その瞬しゆん間かんだった。

「え……ええええっ!?」

　今度の驚おどろきは、決して失礼ではないはずだ。おそらく、その部屋に足を踏み入れた人間の十人中十人が驚きの声を上げるだろう。




　そこにあったのは、真っ白なグランドピアノだった。




　人ひとり入るのがやっとの玄関であるアパートは、当然の如ごとくその部屋もあまり広くない。いや、むしろ狭い。リビングと台所が一体化しているワンルームだ。そのワンルームを、グランドピアノがびっちり隙すき間まなく占拠している。その違和感たるや。

「適当に座って」

　どこに!?

　喉のど元もとまで出掛かった言葉を思わず吞のみ込む。ソフィアはそんな俺を気にすることもなく、

「紅茶でいいかな」

　と台所へと向かった。

「う、うん……」

　俺は頷うなずいて台所へと向かうソフィアを見送る。台所は見えてはいるが、そこへ向かう道はこのグランドピアノと壁の狭い隙間だけだ。それは毎日をここで過ごす住人ですら「よいしょっ」と、つい声を上げてしまう通りづらさである。

　俺おれはとりあえずクッションを背に地べたに座る。そうすると背の高いグランドピアノは、ますます圧迫感を増した。

「はい……あれ？」

　所在なくそわそわしている俺の元に、お盆に載せたティーカップをカチャカチャ言わせてソフィアがやってきた。

「机、あるのに」

　ピアノに頭をぶつけそうな場所で丸まって座る俺を見て、彼女はくすりと可お笑かしそうに笑った。首を伸ばすと、確かに向こう側に、申し訳程度の小さなコタツ机がある。大きなピアノに隠れて見えなかった。促されて俺は奥へ行く。例によって壁とピアノとの隙すき間まがあまりなく、辿たどり着つくのにかなり難なん儀ぎした。いくらなんでも狭すぎる。ソフィアはこんなところで暮らしているのだ。

「おいし」

　彼女から出された紅茶は、確かにおいしかった。俺は紅茶の種類に詳くわしくない。だが格好をつけようと、

「本当においしいよ。煎いれ具合といい、温度といい最適だね！」

　などと当あたり障さわりのない知ったかぶりをしてしまった。ソフィアがきょとんとする。まずい。やっぱり変なこと言わなければよかったと、二秒で後悔した。しかし焦ると饒じよう舌ぜつになる俺の弁は止まらない。誤ご魔ま化かそうとますます話を続けてしまった。

「ところでこの葉は何だい？」

「さぁ。ティーバッグだし……」

　ティ、ティーバッグ……。

　そう言われてみれば、俺が家でたまに飲むお得用のものと味は変わらない。というかたぶん同じだ。

　気まずい沈黙が流れる。

　な、何か話さなくちゃと俺は焦った。しかし何を？　俺とソフィアの共通の話題などないに等しい。

　ていうかそもそも何で俺、ソフィアの家にいるんだ？

　女子の家に来たのなんて智とも花か以外で初めてなんですけど！

　しかもこんな美少女と二人っきり！

　えっ？　二人っきり？

　俺の頭はパニック状態で、二人っきりという単語を改めて認識すると、俺は自分でもわからないくらいに恥ずかしくなってしまった。思わず紅茶を一気飲みする。めちゃくちゃ熱かったが、そんなこと構っていられない。

「よしっ！　さぁ、カレーを作ろう！」




　そして実際に一緒にカレーを作ってみてわかったこと。

　ソフィアはかなりの料理オンチだった。

「人参はそんなに大きく切ったら火が通りにくいから！」

　わたわた。

「ああああ！　今度はじゃがいも小さすぎ！　それじゃ溶けちゃうよ！」

　おろおろ。

「あっ！　鍋なべ、沸ふつ騰とうしてるっ！」

　はうっ！

「えっ！　ちょ、ルー丸ごと入れちゃダメだからああああ！」

　ドボン！

　その反応はいちいちかわいかったけれど、同時に俺おれはいちいち冷や汗を搔かいた。俺は知らぬ間に、かなりの料理マスターになっていたらしい。自分がいかに毎日効率良く料理をしていたのかを知った。




　何はともあれ。

「いっただきまーす！」

　ルーを割り入れなかったがため、時折その塊かたまりに遭遇するというアドベンチャーを除けば、概おおむねおいしいチキンカレーだった。

「……おいし！」

　一口食べて、ソフィアが目を見張る。

「だろ～？　ガーリック入れるのがミソなんだぜ？」

　ソフィアはこくこくと頷うなずきながら、黙ってカレーを搔き込んだ。よっぽど美う味まかったらしい。すぐに半分ほどを平らげているのを見て、俺は得意げだった。

「本当にありがとう」

　夢中で食べていたかと思えば、ソフィアがスプーンを置き神妙な顔をした。

「私、料理へたくそで」

　俺はこのタイミングだと、ずっと聞きたかったことを質問する。

「なぁ……家族、いないの？」

　親が共働きだとか、俺みたいに片親だとか。子供が自じ炊すいをしなきゃいけない環境条件ってのは、このご時世まぁそこそこはあるとは思っている。でも、この家にはなんていうか、うまく言えないんだけれど、そういう匂においがない。大学生のいとこの下宿先に遊びに行った時のことを思い出した。そう、そんな一人暮らしの匂いがするんだ。

　ソフィアはしばらく黙ってから、

「うん」

　と、言った。

「最近ね、死んじゃったんだ。お母さん……」

「そうなんだ……」

　ソフィアが急に転校してきたわけが、なんとなくわかった。そして自じ炊すいしなければならなくなった理由も。俺おれも、お袋が死んでから、初めての料理は散々だったっけ。何度も練習して、やっとうまくなったんだ。

「お父さんは？」

「お父さんは……もともといないの」

　もともといない、の意味をわかりかねたが、まだそれを深く聞く関係ではない気がした。

「大変だったんだね」

　それに、そういう気持ちは少しはわかるつもりだ。距離感。あまり詮せん索さくされたくはないだろう。俺もそうだったから。思い出を語るのはいい。でも、事情を語りたくはない。

　ふと、脇わきにある写真立てが目に入った。

「あ、あれがお母さん？」

「うん」

　ソフィアが嬉うれしそうににっこりと笑う。そこに写っていたのは、幼いソフィアと、

「が、外国人？」

　の綺き麗れいな女性だった。

「うん、ロシア人なの」

　やはりソフィアはハーフだった。雪のような肌の白さや栗くり色いろの髪、そしてエメラルドグリーンの瞳ひとみは母親譲ゆずりのものだったらしい。そして写真に写った女性も、まるでモデルのように美人だった。それも母親譲りなんだなぁと、俺はその写真に見み惚とれる。

「こんなことなら、もっと料理教えてもらうんだったなぁ」

　ソフィアが、ぽつりと言った。

「急……だったの？」

「うん。交通事故で。本当に、運のない人……」

　ソフィアはカレーを一口食べた。

「本当においしい。また、料理教えてね」

　そして小さくにっこりと笑う。俺は赤面した。彼女の表情はくるくると変わる。そして、その一つ一つがとても魅み力りよく的てきだった。

「なんかさ、学校のイメージと違うね」

「そう？」

「うん。学校だとさ、なんていうか、クールな感じ」

「クール……そっか……」

　ソフィアは悲しそうな顔をした。何かまずいことを言ってしまったのかと、俺おれは慌あわてる。

「や、クールってほら、ソフィアって美人だろ？　だから近寄りづらいっていうか……」

「私……やっぱり近寄りづらい……かな？」

　彼女はいっそう顔を曇くもらせた。くっそう！　俺のバカ！

「い、いやそうじゃなくって……ご、ごめんっ！」

　何と言っていいかわからず、謝ることしかできなかった。しかし、ソフィアは黙って首を振った。

「ううん、いいの。本当のことだから……。あのね、私、学校って少し苦手なんだ……」

「えっ？」

「きっと私が自分から壁を作っているんだと思う」

　ソフィアは寂しそうに笑いながら言った。学校が苦手で、自分から壁を作っている……どうして？

　しかし尋たずねることができなかった。

　その瞬しゆん間かん、ハッとする。俺はあまりにも、彼女のことを知らない。

　途端に恥ずかしくなった。ボロボロのアパートを見て、意外だと思った。出された紅茶を、勝手に高級品だと思い込んだ。

　クールで強い、美び貌ぼうの彼女……。

「だから、クールに見えるのはきっとそのせいかなぁ……」

　でも、実際の彼女は……？

「俺、あの時スーパーでソフィアに出会ってよかったよ」

「え？　どうして？」

「うまく言えないけど……なんていうか……こうして本当のソフィアにも出会えたから」

「本当の……私？」

「い、いや……今だってソフィアのこと知っているわけじゃないんだけどさ……それでも、こうして普通に楽しく話せるのって、なんだか嬉うれしいよ」

　俺は思ったことを素直に話した。

「うんっ！　私も嬉しい！」

「あ」

　スプーンを握り締めたままその手を大きく振って頷うなずいたせいで、カレーのルーが彼女の真っ白なＴシャツに飛んだ。

「カレー……ついたよ？」

「きゃ、きゃあ!?　本当だっ！　うわ～ん、よりによって白い服の時に～～」

　ソフィアは半べそをかきながら、その部分を必死にタオルで拭ふいている。その姿を見て、俺おれは思わず吹き出す。

　今目の前にいるソフィアは、学校にいる時とはまるで別人のようだった。たくさん喋しやべって、たくさん笑って、それからちょっとだけドジで……。

　本当に気さくな、明るい女の子だった。

　……っていうか、気さくすぎじゃね？

　そしてまた、ふと冷静になる。料理を教えて欲しかったとはいえ、よく知らないクラスメイトの男子を自宅に招いて、あまつさえ夕飯を一緒に食べるのはまずくないだろうか？

　そう考えた途端、さっきまで忘れていた緊張が再び戻ってきた。

「い、いやぁ～それにしても本当に不思議だなぁ～ソフィアとこうして一緒に夕飯を食べているだなんて、いやまったく不思議だよ。あはははは……」

　その緊張を誤ご魔ま化かすべく不自然に笑ってみせたが、ソフィアはきょとんとしてこう言った。

「一緒に夕飯食べるのは不思議なこと？」

「いや、その行為自体は変じゃないんだけど……なんていうかほら……」

　年とし頃ごろの男女となれば話は違うわけで、でもそのことを言うのは、すなわち俺の下心というか考えすぎを露ろ呈ていする形になるので、しどろもどろになる。

「こういうのって、もうちょっと仲良くなってからっていうか……ねぇ？」
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「もうちょっとってどれくらい？」

　そう言われると答えられない。確かにもうちょっとというのはどのくらいなのだろう？　俺おれが頭を抱えてうんうん唸うなっていると、ソフィアが言った。

「私……もしかしてまたやっちゃったかな？」

「えっ？　何を？」

「私ね、普通の子と感覚が少しずれているみたいなの……だから、学校にもなじめないんだよね。今だって、永と久わが何を不思議がっているのか、さっぱりわからない……だって私、よく知らない人の家で夕飯ご馳ち走そうになったり、泊まったりするの、しょっちゅうだったから」

「へ？」

　よく知らない人の家に泊まる？

　俺の頭はよからぬ妄想しか生み出すことができなかった。

「あ、もちろんその逆もあるよ。誰だれかがうちに泊まって、面倒見て貰もらったり。シンディさんとか、今何しているかなぁ？」

　シンディさんとは誰だ？

　聞きたいことは山積みだったが、俺の脳内はそれらを処理し切れず、とりあえずカレーを頰ほお張ばった。うん、我ながら美う味まい。

「あっ、ごめん。シンディさんとかわからないよね」

　きょとん顔の俺に気がつき、ソフィアがフォローを入れてくれた。

「あ、うん。ごめんね。お母さんの友達とか？」

「うん」

「そっか。やっぱり友達も外国人なんだね」

「ううん。シンディさんは日本人」

「え？　あ、ああ……ハーフ？」

「ううん。あっ、でもニューハーフ」

「へえ。ニューハーフ……ってええっ？」

「あれ？　違ったかな。オネエ系っていうの？　ま、いいや。とにかくいい人だよ。とっても。昔よく面倒見て貰っていたの」

「はぁ……」

　ソフィアは嬉うれしそうに笑う。俺の脳内は、完全にキャパオーバーだった。

　よく知らない人の家で夕飯をご馳走になったり、あまつさえ泊まったり、そしてニューハーフのシンディさんにお世話になる暮らしとは、いったい？

　とりあえず俺は、家に入った当初から気になっていたことを尋たずねた。

「あの……ソフィアさ、自じ己こ紹しよう介かいの時、苦手科目は音楽って言っていたよね？」

「うん」

「あの……じゃあこのピアノは……」

「うっ……」

「なんていうか……音楽に興味ない割には本格的なグランドピアノだよなって……」

「こ、これは……その……」

　ソフィアの目が泳いでいる。

「あの……そうっ！　ほらあれっ！　インテリア！」

「インテリア？」

「そう、インテリア」

　噓うそ、ついたな。

　そうっ！　って言ったし。どう考えても「名案！」って顔したし。

　や、ていうか全然名案でもねーけど……。でも、

「やー通販で買ったんだけどね、思ったよりも大きくってさぁ……へへへ」

　なんて必死でそのバレバレの噓を突き通そうとする彼女がいじらしくて、あまり深くは聞かないでおいた。

　なんていうか、目の前にいるソフィアが笑っていて、それはとってもかわいくて。それだけで「まぁいいや」って、思ってしまったのだ。




　　　　　　　　　　　　＊




「おお～～い！　てんめええええ！　どういうことだってばようううう!?」

　これは、デジャブだろうか？

　一限目が終わった瞬しゆん間かん、ものすごい剣けん幕まくで山やま岡おかが俺おれの元へとやってきた。問いたいのは、朝の一件のことであろう。いや、山岡だけに限らない。周囲の男子生徒も、知らない風を装いながら、俺たちの方へ耳を澄ましているのがわかる。

　気持ちはわからなくもない。俺だって驚おどろいたのだから。

　朝の一件とはこうである。




「おはよう、永と久わ」

　ガタン。

　俺は思わず椅い子すからのけ反った。

「あ、お、おはよう」

　山岡がポカンとして俺とソフィアを見つめる。いや、山岡だけではない。クラス中の視線を痛いほど感じていた。そりゃあそうだろう。クラッシュクイーンが俺に挨あい拶さつをしたのだ。まして呼び捨てで。




　おい、おまえらどういう関係だ？




　再び前回と同じ台詞せりふが聞こえてくる。しかし前回はまだいい。言い訳のしようがあるし、あの出来事は本当に偶然だった。しかし今回は違う。俺おれはソフィアの自宅に行っているのだ。実際にやましい部分があるので、問い詰められても言い訳のしようがない。いや、実際に別にやましい部分など何もない。ただカレーの作り方を教えに行っただけだ。だがこれがやましくなく伝わる自信は微み塵じんもない。よってやはり昨日の行為はやましい。俺の脳内は瞬しゆん時じにパニックとなった。そんな状態の中、

「昨日はありが……」

　などとソフィアが自みずから地じ雷らいを踏もうとするので、

「わあああああああああああ！」

　と、絶叫をして周囲が驚おどろく隙すきをついてソフィアの手を引き廊下へと飛び出したのである。

「頼むから……昨日のことは秘密にしておいてくれないかな？」

「どうして？」

　ああ、自らの美び貌ぼうに無自覚であるということは罪なりや。

「どうしてって……ほ、ほら。変な目で見られるだろ？」

「？」

　そうだった、理由はわからないが彼女はあまりよく知らない人の家にお世話になることを厭いとわない系女子なのだった。どう説明したものか考えあぐね、

「えっと……ほら、あれだよ。俺、やっぱ男だし！　あんな風に主婦ばりに料理得意なのはちょっとさすがに女め々めしいかなって思っていたりなんかするわけで。そう！　そういうこと！」

　と、一番もっともらしい説明をした。

　ソフィアはそれでも納得いかない様子の顔をしていたが、

「永と久わがそう言うなら」

　と、首を縦に振ってくれたわけである。

　そしてようやく教室に二人戻ったのであるが、矢のように好奇の視線を浴びたのは言うまでもない。




「で、なんだ？　ソフィアたんに電話でカレーの作り方を聞かれ、それを教えたことに対するお礼だと、そういうわけなんだな？」

「おう」

「ってかいつの間に番号交換なんてしてんだよおおおおお！」

　またも要所要所をかいつまんで当あたり障さわりなく山やま岡おかに一件を話したわけであるが、さすがに番号交換した事実は避けて通れず、それを聞いた山岡は案の定な反応をした。

「た、たまたまだよ。たまたま……」

「たまたまで美少女のアドレスがゲットできるかよう！」

　山岡は俺おれの襟えり元もとを摑つかむと、ガクガクと揺さ振った。

「何だよ、おまえあれか？　俺と同じモテない系Ｃランク男子を装っておいて、実はプレイボーイなのか？　そうなのか？　ちくしょう、俺を長年騙だましやがってええええ！」

「いてえよ！」

「痛みは罰ばつだ！　甘んじて受け入れろおおおお！」

「放せって！」

「放さねええええ！　そっちの世界に行かせてなるものかああああ！」

　そっちの世界って何だよ！

　黙って揺さ振られていると、不意に山岡の動きが止まった。

「……罰？　そうだっ！」

　そして瞳ひとみを輝かす。

「いい事思いついたぜっ！」

　嫌いやな予感がした。どうせロクな思いつきじゃないことだけは明確だ。

「おまえは罪を犯した」

「はぁ？　どういう意味だよ」

「モテない系Ｃランク男子界の掟おきてに背そむき、抜け駆けをして美少女とアドレス交換をするという罪である」

「はぁ……」

「罪には罰が必要である！　よって……お昼休みにソフィアたんをランチに誘うの刑に処す！」

　ほら、ロクなことじゃなかった。




　　　　　　　　　　　　＊




　こんなにも注目を浴びるお昼休みは、初めてだ。




「いや～しかしソフィアちゃんがこんなに気さくで面白い子だとは思わなかったよ～」

　ただ山岡はご機き嫌げんで、コロッケパンのかすを飛ばしながら大盛り上がりだ。

「あっそうだ。これあげちゃう！　購買名物のぐるぐるチョコレートパン！」

「わぁ、嬉うれしい。ありがとう」

　ニッコリと微ほほ笑えまれ、山やま岡おかはデレデレだ。いい気なもんである。俺おれは気が気じゃなくて、お昼ご飯どころではない。

　だって。

　周りをぐるりと見渡す。そこには、大げさではなくギャラリーがいた。

　俺たちが食事をとっている中庭は、校舎にぐるり囲まれている。よって、渡り廊下や教室の窓から丸見えなのだ。教室では目立つかと、ここをセレクトしたのは間違いだったと頭を抱える。




「一緒に昼飯食わないか？」

　山岡に下らない罰ばつゲームをけしかけられ、俺は緊張しながらソフィアを誘った。断られると思った。しかし意外にも、

「うん、いいよ」

　とすんなりＯＫの返事を貰もらったのである。そして今のこの状態だ。

　そういえば、ソフィアが他の女子と飯食っているところ、見たことがないな。

　山岡に貰ったぐるぐるチョコレートパンを嬉うれしそうに頰ほお張ばっている様子を見ながら、ふと思った。あの時の彼女の言葉を思い出す。




『きっと私が自分から壁を作っているんだと思う』




　俺は焼きそばパンを食べる手を止めた。

　そうか、そういうことか。

　彼女の方を見やる。山岡は相変わらずバカなギャグを連発し、そのたびにソフィアはころころと笑った。そして言った。

「なんだか楽しい」

　きっと彼女は今まで、独ひとりでお昼を食べていたのだろう。独りで食べる飯より、みんなで食べる飯の方が楽しいに決まっている。

「山岡くんって、いい人だね」

「え、ええっ？　俺が？」

「うん」

「そ、そそそそ、そんなこと……！　そおんなこと言われたら俺、照れちまうぜ～やっべえ～永と久わ聞いたか？　俺いい人だって！」

「おう、よかったな……そしていてえよ」

　山岡は叫びながらバンバンと俺の背中を叩たたいた。

「食べ物くれる人は、みんないい人なの」

「くううう～ソフィアちゃんマジいい子だぜえ！」

　そして肝心な部分を聞き逃し、一人喜びにひたっている。幸せな奴やつである。

　でもなんだか幸せだった。みんな笑っている。天気は良くて、日差しはぽかぽかと暖かい。

　平和だ。

　思わずお天てん道とう様さまを仰ぐ。そしてぎょっとした。

　忘れていたが、俺おれたちはギャラリーに囲まれながら昼飯を食べている。その光景はやはり異質で、そして異質な状態というのはどこか不吉さを感じさせる。なんとなく、平和のままで終わらないような、そんな予感がした。そして、残念ながら悪い予感ほどよく当たるのだ。




「よう、楽しそうじゃねえか」

　盛り上がる山やま岡おかの背後に、一つの影が立つ。

「でさあ、そん時ボブは言ったんだよ！　『俺の彼女は性格もルックスも最高だぜ！　唯一の欠点は、のどぼとけが異常に出ていることぐらいだ』ってな！　は～はっはっはっ……？」

　後ろを見ろと、顎あごでしゃくって合図をする俺にようやく気がつき、純粋な彼は純粋に嫌いやそうな顔をした。

「ああ？　何だよその顔。何か文句あんのか？」

「ない……です……」

　蛇へびに睨にらまれた蛙かえる、再び。

「ちくしょう、何でトビオがここにいるんだよ……」

　さっきまでの威勢はどうしたのか、山岡は俺に泣きついた。

　ソフィアはきょとんとしている。まだ紫し藤どうトビオが学校でどんな存在なのか知らないのだろう。自みずからが追い払った、あの紫藤あんずの兄だとはまして。

「何か用かよ」

　おそらく悪戯いたずらに絡からみに来たのだとしたら、目的は俺だろう。二人に迷惑をかけるのは申し訳ない。状況によっては俺だけこの場所を離れようと思った。

「おまえには用はねえよ」

「え？」

　ところが違ったばかりか、奴は意外な名前を呼んだ。

「小お野の寺でらソフィア」

　知らない人なら興味ないと言わんばかりに、ぐるぐるチョコレートパンを食べる行為にシフトしていた彼女は、名前を呼ばれてハムスターのように「ふっ？」と顔を上げた。

「用があるのはおまえだ」

「……だれ？」

　ソフィア、パンをくわえたまま。

「これは失礼」

　トビオは胸ポケットから何かを取り出した。

「俺おれはこういう者だ」

　差し出したのは名刺だった。

　えっ、名刺!?

　学校というシチュエーションで名刺というアイテムはなんだかチープに見えてしまい、ちょっと吹き出しそうになる。もちろん我が慢まんしたが。

　ソフィアがうやうやしく名刺を受け取る。パンをくわえたまま。俺と山やま岡おかも思わずそれを覗のぞき込んだ。




『ＳＨＩＤＯ　ＭＵＳＩＣ　企画・プロデュース　紫し藤どうトビオ』




　そこには仰ぎよう々ぎようしくそう書かれていた。

　奴やつの父親は芸能プロダクションＳＨＩＤＯグループの社長であり、トビオはその音楽アーティスト部門であるＳＨＩＤＯ　ＭＵＳＩＣにて、アイドルグループ『七しち大だい天てん使し少しよう女じよ』をプロデュースしている。その収入はすごいらしく、奴はそれを社会貢献に還元しかなりのポイントを稼かせいでいるという噂うわさだ。おそらくトビオがＡランクから落ちることなど、金こん輪りん際ざいないだろう。

「しど……むじく……」

　えっ、ハーフなのに？

　俺と山岡は思わず顔を見合わせたが、そういえばソフィアはロシアとのハーフであった。英語は関係ないのかもしれない。あれ、でも英語得意って言ってなかったか？　俺は転校初日の自じ己こ紹しよう介かいを思い出す。やっぱりあれは全部噓うそっぱちか。

「シドーミュージック。親おや父じの会社だ。俺はそこでアイドルグループをプロデュースしている。知っているだろ？　七大天使少女」

「……知らない」

「ええっ？」

　今度こそは声を上げてしまったのも、俺と山岡だ。

　あの人気アイドル、七大天使少女を知らないだって？

　アイドルに興味はなくとも、連日テレビや雑誌を賑にぎわせている人気タレントだ。それをまったく知らないというのは少し驚おどろきである。

「あっ、ごめんなさい。うち、テレビもパソコンもないから」

「あっ」

　そういえばソフィアの家には、電化製品と名の付くものがほとんどなかった。目にする媒体がなければ致し方のないことである。が、そうでなくても、やっぱりソフィアは少し浮うき世よ離ばなれしているのかもしれない。

「知らない……だ……と……」

　おそらくこんな出来事は初めてだったのだろう。屈くつ辱じよくに震えるトビオが少し憐あわれだった。

「ふっ。まぁいい。知らないのであればまずこれをやろう」

　トビオはすぐに気を取り直すと、ＣＤを差し出した。

「こ、これはっ！　七しち大だい天てん使し少しよう女じよが３Ｄテレビ『エンジェルリンク』とコラボした時に、42インチ以上の該当テレビを購入した者だけに配布される伝説のアルバム『飛ひ翔しよう天てん使し伝でん説せつ～エンジェルリンクver～飛び出す天使ＤＶＤ付き！』じゃないかあああああ！」

　俺おれも心の中で同じことを叫んだが、そこは純真であり純粋な山やま岡おかが実際に声に出してくれた。ちなみに、最低でも三十万円ほどの３Ｄテレビを買わなければならず、鬼き畜ちく販売としてアイドルファンを騒がせた、まさに伝説のアルバムである。

「……いらない」

「ええええっ!?」

　ソフィアはいちいち俺たちを驚おどろかせてくれる。

「い、いらないなら俺に……」

　小声でそう呟つぶやく山岡。

「いらない？」

「うん。だって、貰もらっても聞けないもん……」

　あ、そうか。

　しばし時が止まる。そして、

「あーはっはっはっはっ！」

　トビオが高笑いをした。

「その辺はさすが貧困層のＣランクだな。わかった。近々何かしらのプレイヤーをおまえに届けよう」

「えっ、いいな！」

　と、またしても純真にて純粋すぎる山岡の頭を「いてっ」思わず小こ突づく。

「それもいらない」

　ソフィアは少し怒ったように、ＣＤを突っ返そうとした。それをトビオが、妹よろしく二本指のピースで阻そ止しする。

「受け取って貰わなければ困る。結論から言おう。俺は、君にこのアイドルグループに入って貰いたいと思っている。スカウトってやつだよ」

　えっ？

　今度は声が出なかった。トビオがソフィアをスカウト？

「そういうことならお断りします。私、そのアイドルのこと知らないし、それに……音楽には興味ないから」

　俺おれは思わず顔を上げる。心臓がドキドキした。

『苦手な科目は音楽です』

　再び彼女の自じ己こ紹しよう介かいが頭をよぎる。そのプロフィール通りであれば、彼女の今の発言におかしいところは何ら見当たらない。

　だけど、俺は知っていた。彼女がとても素晴らしいピアノの音ね色いろを奏かなでること、歌がうまいこと、そして自宅にはグランドピアノがあることを。

「へえ……音楽には興味ない、ねぇ」

　トビオが意い味み深しんに笑った。そしてソフィアに近付くと、その肩に手を置き耳元で囁ささやいた。

「Ｄ地区の歌うた姫ひめ」

　ソフィアがビクッとその肩を震わせる。

　Ｄ地区とは、通称Ｄと呼ばれるランク制度からはみ出した人間たちが住む地域のことである。

「Ａランクの俺様が、場末の情報に疎うといと思ったか？」

　一いつ瞬しゆんにして彼女の顔色が変わった。

「あいにく地上経済はね、地下経済とも仲が良いんだよ。俺もそのアングラなマーケット網には少しお世話になっている。そこでとある映像を見た。クラブでピアノを弾ひく少女……それが随分と誰だれかさんに似ていてね」

　トビオがにやりと笑い、ソフィアの肩をポンと叩たたく。彼女は答えずに唇を嚙かんだ。

「否定しないのは肯定の意味だと俺は認識している。反論があるならいつでもどうぞ。ただその時は、歌姫の秘密も暴かれることになる。さっき俺は、地下経済と仲が良いと言った。だけどね、一つだけ一線を引いていることがある。法律に触れることは、絶対にしない。当たり前のことだ。俺はあくまでヘルシーなビジネスを好む。さて……」

　ソフィアの肩に置いた手、その手の甲に青い血管が浮く。刹せつ那な、トビオは彼女をそのままガッと引き寄せて言った。

「伝説の歌姫はどうかな？」

「やめてっ！」

　ソフィアは叫ぶと、トビオのことを振り払う。奴やつはさも可お笑かしそうに高笑いをした。

「そんなに怖い顔するなよ。脅おどかすつもりは微み塵じんもない。しかし……これほど効果てき面だとはね。今日はこれで失礼するよ。スカウトの件、前向きに考えて貰もらえると嬉うれしい。おっと、もうこんな時間か。行くぞ」

　トビオのにやけ顔をそのままコピーして張り付けたＢクラスの連中に合図する。そして去り際に振り向くと言った。

「悪いが、俺は欲しいものは必ず手に入れる主義でね」

　あの気丈で、Ａクラスの不良をものともしなかったソフィアが、唇を嚙み締めて黙っている。

『Ｄ地区の歌うた姫ひめ』って？

　でも、俺おれは何も聞くことができなかった。
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「ねぇ、あんた紫し藤どうさんの誘い断ったって本当？」

　派手な髪型に、まるでＣＧのようなカラーコンタクトを入れた個性的な少女たちが三人、ぐるりとソフィアを取り囲む。

「本当かって聞いてるの」

　あんずと同じ、毒々しい赤色のロリポップキャンディをカラコロと口の中で言わせながら、その中で一番派手な、茶髪をサイドテールにした少女が凄すごむ。彼女のブラウスのボタンは上から三つまで大きく開いていて、そこからは派手な豹ひよう柄のブラに包まれた谷間が覗のぞいていた。男子たちは色んな意味でそこから目をそらす。モテない系Ｃクラス男子には、あまりにも刺激が強い。そしてあまりにも苦手なタイプの女子だ。

「本当だけど……」

　ソフィアが答える。少女たちはその言葉を待ってましたと言わんばかりに、

「はぁ？　あんた何様のつもりだよ？」

　声を張り上げると机を蹴けった。教室内がシーンとなる。

　彼女たちは芸能クラスＢの生徒だ。襟えり元もとには、自作したのだろうラインストーンでデコレーションされた派手なＢクラスの青バッジがついている。芸能クラスＢは、いわばまだ売り出し中のタレントが集まるクラスである。彼らの目標は芸能クラスＡに上がることだ。そのためＡクラスに対してすごく媚こびを売る。仲良くなれば仕事のおこぼれを貰もらえるかもしれないし、極論を言えば、友達だということでＡクラスタレントのブログに２ショットの写メと自身のブログリンクを載せてもらえるだけでもメリットがある。

　中でも彼女たちはこう見えてアイドル志望で、特に七しち大だい天てん使し少しよう女じよへ入りたいと切望している。サイドテールがあんずと同じキャンディをいつも舐なめているのもそのせいだろう。リスペクトを示しているつもりなのだ。

「ってゆっかぁ～紫藤さんも見る目ないよねぇ～」

　シロップのように甘ったるい声でそう言ったのは、くるくると巻いた金髪を派手なツインテールにしたロリータ風の少女。制服のスカートは改造され、まるでお人形のようにふんわりとしてレースがついている。ピンクボーダーのニーソックスに包まれた細い脚は、不自然なほどの内うち股まただった。

「言えてる～。こんな無ぶ愛あい想そうな女のドコがいいわけぇ？　キャハハッ」

　甲かん高だかい声で答えたのは、これでもかというほどに制服を着き崩くずした、ギャルとパンクを足して二で割ったような黒髪ウルフカットの少女。左手首には何な故ぜかファッションで包帯を巻いている。この子の男装コスプレ写真が、どこからともなく回ってきたことがあったっけ。

　ファッション雑誌『～暗少女（アンガール）～』や『ギャル天ＭＡＸ！』『姫ロリズム』などの読者モデルをしながら、紫藤兄妹に取り入って日々アイドルデビューを虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっている彼女たちにとって、Ｃクラスの癖くせにいきなりトビオに声を掛けられたソフィアは鼻持ちならない存在なのだろう。彼女たちがアップしているフリーオーディションの動画を見たことがあるが、アイドルとしてはその内容は散々だった。

「何黙ってんのよ」

　サイドテールの少女が、持っていたキャンディをくるくると回しながらニヤリと笑う。

「だって、いきなり意味わかんないよ。何なの？」

「はぁ？　てめえＣの癖くせに生意気なんだよっ！」

　サイドテールがソフィアの胸ぐらを摑つかむ。

「やべっ！」

　今度こそ助けなくちゃと、思わず席を立った。いや、助けなくてもソフィアが勝つんだろうけれど、それにしてもランク差のある者同士でいさかいをするのは、俺おれの件然しかりあまり良い結果にならない。止めなくては。

「やめろよ！」

　突然の俺の乱入に、三人は一いつ瞬しゆん驚おどろいた顔をしたが、すぐにその顔を崩くずした。一瞬で雑ざ魚こと判断されたようで、少々傷つく。

「何よ、あんた」

「え、い、いや別に……」

　何よ、と言われても名乗るような肩書きは残念ながらない。さしずめ通りすがりのクラスメイトといったところだ。

「なに～こいつの彼氏ぃ？　キャハハッ」

「ば、ち、ちがっ！」

「照れちゃってるぅ～あははっ～かわいいかもぉ～」

　真っ赤になっているのが自分でもわかった。ちくしょう、女子相手ってのはやりづらい。

「とにかく、断るも断らないも個人の自由だろ？　ほっとけばいいじゃねーか」

　サイドテールは、途端につまらなさそうな顔をしてキャンディを頰ほお張ばった。

「あ～あ、男子ってちょーっとかわいい子がいるとすーぐそうなんだから。ま、仕方ないかぁ。男に媚こびるのは、ソフィアちゃんの専売特許だもんねぇ」

「どういうことだ？」

「え～知らないの？　ふふっ。じゃあ教えてあげる」

　サイドテールはキャンディをくるくるとさせながら、楽しくてたまらないという顔をした。




「あいつの母親、Ｄ地区の売春婦だから」




　どくん、と、心臓が跳はねた。

「え……」

「あ～やっぱり知らなかったぁ？　可哀かわい想そうに～。気を付けた方がいいと思うよ？　なんたってそんな女の子供……」

　言い終わらぬうちだった。

「ちょ、ちょっと！　痛いっ！　何すんのよっ！」

　ソフィアが立ち上がり、サイドテールの胸ぐらを摑つかんで捻ひねり上げた。

「これ以上ママの悪口言ったら許さない……！」

　青い炎ほのおのような、怒り。

　そんなソフィアの怒りが伝わり、俺おれは身震いをした。

「てめえ！　放せよっ！」

　近寄ったウルフカットを、左足で膝ひざ蹴げり。

「あうっ」

「きゃっ！」

　ロリータは身動きもできないようだった。

「ぐ……は、はな……せ……」

「謝るまで放さない」

「わ……悪かった……悪かったよ！」

　ガシャン！

　聞くが早いか、サイドテールをまま押し倒す。ゴホゴホとむせる彼女を気にすることもなく、馬乗りになって首を絞めた。

「ママは……ママはそんな人じゃない……！　二度とそんなことを言ったら許さない！」

　その怒りに満ちた形相は凄すさまじかった。俺は咄とつ嗟さにマズいと思い、ソフィアを止めに入った。

「ソフィア、やめろ！」

「そんな人じゃない……そんな人じゃ……！」

「やめろって！」

　引ひき剝はがすと、俺とソフィアは背後に倒れ込んだ。彼女は肩でハァハァと息をしている。抱きとめた身体からだは折れてしまいそうに細かった。

「……やっぱりＤだから」

　どこからともなく聞こえてきた、ヒソヒソ話。ソフィアがハッとする。そして弾はじかれたように走り出し教室を出た。

「ソフィア！」

　俺は後を追った。
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「ハァハァハァ……」

　ソフィアの後を追って、俺おれは音楽室の前に来ていた。

　正直を言って、足の遅い俺は一いつ瞬しゆんでソフィアを見失った。追いかけて廊下を曲がると、そこに彼女の姿はなかった。階段で上がったかそれとも下がったか、もしくは渡り廊下で向こうの校舎に行ったか。

　咄とつ嗟さの勘だった。

　俺は渡り廊下を走った。全力で走った。すると聞こえてきたんだ。

　ピン……ポロン……。

　あの時に聞いた、あのメロディ。俺は膝ひざに手をついて、肩で息をした。防音のしっかりした重いドアが、少しだけ開いている。俺は深呼吸をして、ドアを開けた。




「ソフィア……」

　やはり彼女はそこにいた。

　話しかけるより先に、音が俺を包む。

　弾ひいていたのは、あの時と同じ曲だった。彼女は俺が入ってきたことには気づかない様子で、目を閉じて肩を揺らし弾いている。メロディは同じだったが、優ゆう雅がに聞こえたあの時とは違い、少し物悲しく聞こえた。

　そっと彼女に近付き、そして同じように目を閉じる。

　ピン……ポロン……。

「永と久わ……」

　名前を呼ばれて、俺はハッとした。気がつくと彼女が一曲を弾き終わっていた。

「どうしたの？」

　まるで身体からだが固まってしまったように、答えられない。

「どうして泣いているの？」

　泣いている？

　慌あわてて頰ほおを拭ぬぐった。言われるまで気がつかなかった。

「これ……何て曲？」

「ショパンの……夜想曲ノクターン」

「そうなんだ。どこかで聞いたことがある。美術館とか、喫茶店とかで流れていそうな……そんな感じ」

　何てバカな返答なんだ。でも俺の口は止まらなかった。

「音楽の授業でもやった気がする。なんかすげえっていう、なんとかっていう有名なピアニストのＤＶＤ見たんだ。プロが弾ひくくらいだから、これ、難しいんだろ？」

　ソフィアは答えない。

「……それなのにどうして。どうして音楽に興味ないって？」

　彼女はその長い睫まつ毛げを伏せて、唇をキュッと結ぶと、ゆっくりと立ち上がった。

「ピアノはママに教えて貰もらったの」

「お母さん？」

「うん。この曲はママの好きな曲」

　母親のことを思いだしたのか、少し笑みを浮かべて窓辺へと歩く。ガラリと窓を開けた。カキーンと小気味良い野球部のバットの音や、生徒たちのはしゃぐ声が途端に音楽室に入ってきた。まるでその喧けん騒そうに混ぜてしまうかのように、ソフィアがくるりと振り返って言った。

「ねぇ永と久わ。ママは、歌うた姫ひめだったんだよ？」

　サァーッと突風が吹く。白いカーテンとソフィアの長くやわらかな髪が舞まった。

「Ｄ地区の……歌姫……」

　俺おれはトビオの言ったあの言葉を反はん芻すうするように呟つぶやく。

「うん、それはママのこと」

　ソフィアは目を閉じて、その長い髪を耳にかける。
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「ママはね、クラブ歌手だった。ピアノを弾ひきながら歌うの。とーっても上手だったぁ。ママが歌い始めるとね、今までざわついていたフロアが途端にシンとなるの。それでね、みんなため息をつく。真っ赤なドレスを着て歌うママは、とっても素敵で……私の憧あこがれだった……」

　彼女はその光景を思い出しているのか、うっとりと優やさしい顔をした。

　しかしそれは一いつ瞬しゆんで、すぐにほころんだ顔が曇くもる。

「でも、それだけじゃ暮らしていけなかった……」

　ソフィアは頭を下げた。泣き出してしまったかと、俺おれは慌あわてる。だけど違った。彼女は再び顔を上げて、唇をキュッと結んで言った。

「あの子たちの言っていることは本当なの」

　心臓が摑つかまれたように、ギュッとなる。

「ママは外国人で、新しい制度が導入されたこの国で生きていくことは難しかった。まして私を抱えて……だから、仕方がないと思っている。それにね……」

　しばらくの無言のあと、

「歌っている姿は、とっても綺き麗れいだった……だから、そんなママが世間からは蔑さげすまれる存在だとしても、私には関係ない。私はママが、そしてママの歌が大好きだったから……それだけでよかったんだ」

　彼女は結んだ唇をほどいて、にっこりと笑った。

「そっか」

　俺もつられて笑う。

　本当に大好きだったんだろう。母親が、そして母親の歌が。

「私は小さい頃ころから音楽の中にいた。ママのいたクラブは、他にもたくさんの歌手がいて。あっ、そうそう。前に話したシンディさんもそうなの。ママは忙しかったから、私はそこで色んな人に面倒を見て貰もらっていたの」

　それを聞いて、彼女の「気さく」さの理由を理解した。生きていく術すべとしての、人懐っこさなのだろう。そして同時に、敵となりうる対象にはとことんクールになる。それも生きるため、だ。それはどこか、飼い主だけに懐く臆病な猫を連想させた。

「そして、色んな音楽を教えて貰った。シンディさんなんてすごいの！　その時流は行やっているアイドルのダンスとか衣装まで完全にコピーしちゃうんだから！　かと思えば、しっとりとしたバラードを力強く歌い上げたり。そんな風にね、色んな音楽の中で、私は生きていたの。だから、私にとって音楽はごく当たり前にそばにある自然なものだった。だから、毎日歌っていたっけ……楽しかったなぁ」

　彼女は目を細めて笑った。

「Ｄ地区って、あまりいいイメージないのかもしれないけれど、むしろそこにいるとランクで差別されたりはしないの。みんなただの人間。私はそこで、歌が好きな人間として存在していた。だけど、Ｄ地区を出たら違った……学校ではその出身というだけで苛いじめられたわ。辛つらかった……だから、私は学校では壁を作るようになったの。もう、傷つきたくなかったから」

　彼女が周囲に壁を作っていた理由を知って、俺おれは絶句した。

「そしてピアノや歌のことも隠すようになった。大好きなことですら、苛められる材料にしかならないから……」

「でも……大好き、なんだろ？」

　ソフィアは少ししたのち、こくりと頷うなずいた。

「ねぇ、永と久わ。私、Ａランクにいきたい」

「えっ？」

「Ａランクにいけば、みんなそのままの私を見てくれる。大好きなピアノや歌でＡランクにいって、ママの教えてくれた音楽を正しく評価されたいの」

　ソフィアはまっすぐに俺を見てそう言った。それは、強く意志のある瞳ひとみだった。

　だけど、その凜り々りしい瞳の形は一いつ瞬しゆんにして崩くずれる。

「でも…………どうしたらいいかわからないようぅぅ……」

　それまで強がっていたのだろう。まるで糸が切れたように、ソフィアは泣き出した。その姿はまるで小さな子供のようだった。思わずその背中をさする。その体は、折れそうなほど華きや奢しやだった。彼女はその細い体で、独ひとりずっと戦ってきたのだ。

　俺はかける言葉が見つからず、泣きじゃくる彼女のそばにそうしていることしかできなかった。
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　その帰り道。俺は久々に昔のことを思い出していた。

「母さんは永久が大好きよ」

　母さんは笑っていた。

「痛い……痛い……」

　でも、その裏で苦しんでいた。

　ガンだった。

　その時俺は十一歳だった。日に日に弱っていくばかりの母さんを見て、ただおろおろとするしかなかった。まだほんの子供だったのだ。

　ある日のことだった。

「おまえはここで待っていろ」

　母さんの入院する病院。親おや父じは俺を待合室に残して、医者と二人っきりになった。俺は長なが椅い子すに座って、話が終わるのを待った。寝ね転ころがったり、大人向けの雑誌をパラパラめくったりしていたが、どうにも手持ち無ぶ沙さ汰たになってしまい、中はどんな様子なのだろうとドアに聞き耳を立てた。

「もう長くはないでしょう」

　漏れ聞こえた医者の言葉に、俺おれはビクリとなる。

　こっそりと少しドアを開けた。聞きたい気持ちと、聞きたくない気持ちが入り混じった。鼓こ動どうが早くなる。取っ手を握り締めた手は、じっとりと汗ばんだ。

「ホウシャセンリョウホウ」「メンエキチリョウ」「痛みのカンワ」…………意味のわからない言葉の羅ら列れつの中、不穏な言葉だけが形を成す。そして、本当は一番わかりたくなかった言葉を医者が発したのだ。

「もって数ヶ月です」

　ドクン。

　心臓が跳はね上がった。

「そんな！」

　俺の代わりに声を上げたのは親おや父じだった。親父はその場に崩くずれ落ちた。いつもバカばかり言って、いい加減で、ニヤニヤと笑ってばかりの親父が泣いていた。

「先生！　どうにか……どうにかならないんですか？」

　必死に医者にすがりつく。肩を揺さぶられても、医者は顔色一つ変えず、首を横に振った。

　どうして？　僕ぼくのお母さんが死んじゃうのに、どうしてなの？

　まだ幼かった俺には、人の「死」というものが毎日のように存在していることなど、思いもよらなかった。そして、お医者さんは偉い人だと思っていた。偉いお医者さんは、どんな病気でも治せるのだ、と。

「せめて……先進医療が受けられればよかったのですが……」

　さっきは無表情だった医者が、今度は不ふ憫びんそうな顔をした。

「Ｃランクのあなたが払うにはあまりにも莫ばく大だいな金額です。払えますか？」

　親父は絶句した。

　社会貢献度の低いＣランクは医療負担が重いと知ったのは、そのすぐ後のことだった。まだほんの子供だった俺は、世の中のシステムを知ったのだ。




「母さんは永と久わが大好きよ」

　でも俺はＣランクだ。

　もし、トビオみたいに優ゆう秀しゆうで、才能のある子供だったなら。Ａランクを貰もらえていたのなら。貰ったポイントを医療保険の権利に換えて、母さんにあげることだってできた。そう、子供に過か酷こくな現実を与えるこの世の中は、逆を言えばほんの子供でも実力さえあれば社会に参加できるチャンスのある世の中でもあるのだ。俺には、母さんを救えるかもしれないチャンスが確かにあった。

　けれど平凡なＣランクの家庭は、たった一人の家族すら救えなかったのだ。

　そして、母さんは死んだ。

「母さんは永と久わが大好きよ」

　本当に？　こんなＣランクの俺おれでも？

「母さんは永久が大好きよ」

　でも俺は、母さんを救えなかった。大事な人を、守れなかったんだ。
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　昨日の一件は、すぐに悪評となって学校中に知れ渡った。

「Ｄ地区の出身」

「売春婦の娘」

「今でもそっちの世界と関係を持っている」…………

　あいつらが腹いせに言いふらしたに違いなかったが、それにしてもソフィアを庇かばう者は誰だれ一人いなかった。発端にトビオの存在があることも相まって、関わりたくないというのが本音なのだろう。ソフィアはますます孤立した。

　俺は怒りに震えた。

　なぜ誰も助けない？

　いや、俺には怒る権利はないのかもしれない。

　俺たちＣクラスは、ランク上位クラスからの理不尽な差別にいつも憤いきどおっている。けれど、誰も上位者に逆らうことはない。挑いどむことすらあきらめているのだ。

　じゃあその憤りの行方ゆくえは？

　簡単だ。他に見下す対象を見出せばいい。その意味で、妙な連帯感があるのだ。個人レベルで、個性や才能を否定された卑屈な俺たちは、皆で固まることで劣等感を覆おおい隠かくす。

　そうして誤ご魔ま化かしながら、日々戦うことから逃げている。

　俺は時々思うんだ。

　もしかしたらこの制度は理不尽なんかじゃないのかもしれない。この世界にはもともと、ごく一部の優ゆう秀しゆうな人間とその他大勢しかいなくて、その他大勢は何を成すわけでもなく、ただ生きて死んでいく。それは運命で、それをあらかじめ教えてくれているこの制度はむしろ親切なんじゃないだろうか、と。

　でも、それでいいのか？

　これまで押し込められていた気持ちが、俺に問いかける。

　ソフィアは違った。与えられた世界で、戦おうとしていた。愛する人を守るために。彼女は俺おれとは違う。強かった。俺は恥ずかしかった。ただ触発されただけ、そう言われればそうなのかもしれない。

　だけど、それでも。

　それでも俺は、今度こそ守りたかったんだ。




「トビオ、いるか？」

　特進科Ａクラス。

　知能指数の高い生徒が集まるだけあって、昼休みにもかかわらず、皆ノートを広げて勉強している。びっくりするくらい静かだった。

　珍しいＣクラスの闖ちん入にゆう者しやに、思わず皆ペンを止める。一いつ斉せいに注目されて、少し焦った。

「紫し藤どう！」

　一番近くにいた眼鏡めがねの男子が、トビオを呼ぶ。

　教室の奥に一箇か所しよだけ勉強をしていないグループがあって、その囲みの中に奴やつはいた。

「ああ？」

「ちょっと、いいか」

「Ｃの野郎が何の用だよ」

「ここじゃ話せない。来てくれ」

「チッ……何だよ、めんどくせえな」

　教室を出ようとするトビオを、数人のとりまきが追いかけようとしたが、

「ついてくんな。こいつは俺に用があるみたいだからな」

　奴はそれを制した。情けないが少しほっとする。もし大人数で来られたら不利だ。それに俺はトビオと、奴だけと話がしたかった。




　　　　　　　　　　　　＊




「おまえのせいなんだろ？」

　教室から少し離れた階段の踊り場。

　トビオは俺よりも一段高く上り、手すりにもたれた。

「何が？」

　腕組みをしてニヤニヤとする。

「あの三人をけしかけたの……おまえだろ？」

「何のことか全然わからねえな」

　ここは屋上に通じる階段で、しかし屋上は立ち入り禁止なので、滅多に人が通りかかることはない。俺は少し声を荒あらげた。

「とぼけんじゃねえよっ！」

　その勢いでトビオに摑つかみかかる。奴やつは成すがままで、顔に貼はり付つけた笑みだけは崩くずさなかった。

「俺おれにはあいつらが自分だけの意思であんなことをするとは思えねえ！」

　確かにあの三人の悪名は高い。性格も底意地も悪いが、ただ度胸はないのだ。Ｂクラスであるという引け目と、曲がりなりにもタレントの卵だということが、彼女たちをセーブさせている。彼女たちの嫌いやがらせは、あくまで姑こ息そくな手段ばかりだ。

　それなのに、急に大っぴらになった。

　そう、それはまるで大勢に見せるためのように。

「クッ……クックックッ……あーっはっはっは……へえ。意外と洞どう察さつ力があるんだな。見直したぜ」

「やっぱりてめえがっ！」

　カッとなって手に力が入る。トビオは「チッ」と舌打ちをしてそれを振り払った。

「だったらどうだって言うんだ？」

「どうだってじゃねえ！　そのせいで、ソフィアは中傷に遭あっているんだぞ！　やり方が卑ひ怯きようじゃねえかっ！」

　俺の言葉に、トビオは少しも動じることなく不敵な笑みを浮かべた。

「なぁ、だったらどうして俺のところに来た？」

「え？」

「確かに俺はあいつらをけしかけた。『媚こびを売るのが上手な女がいる』ってな。でもそれだけだ。後はあいつらが勝手にしたこと。まぁ、俺に良い所を見せればタレントとしておいしい思いをすることができるとでも思ったんだろうな。浅はかな奴らだ。そしてその後のことはもはや俺の知ったことではない。おまえらＣクラスの連中が勝手に中傷してんだろ？　ちょっとしたワイドショーだよなぁ？　おまえらみたいな連中は、いつだって誰だれかを貶おとしめようと目をギラギラさせている。違うか？」

　俺は答えられなかった。その通りだったからだ。

「俺は卑怯なんかじゃない。言っただろ？　手段は選ばないって。その手段とはこうだ。まず騒動の種を撒まいた。種は勝手に成長してくれたよ。予想通りだ。小お野の寺でらソフィアは悲しんでいるだろうな。俺はあいつの境遇も調べている。Ｄ地区の出身だという過去はずっと付き纏まとうだろう。そこから上がるにはどうすればいい？　簡単だ。ランクを上げればいい。ランクは絶対だ。いま現在Ａランクであれば、過去がどうあれ貶められることはない。そして……俺は彼女をＡランクにすることができる」

　Ａランクにいきたいと言った、彼女のことを思い出す。俺は身体からだが震えた。

「おまえはどうやって小野寺ソフィアを救うんだ？」

　トビオがニヤリと笑い、段上から俺おれを見下ろす。

「救いたいのならおまえのやり方で救えばいい。俺は俺のやり方で、欲しい物は手に入れる。今のこの状況はシナリオ通りだ。俺のことが気に食わないなら殴ればいい。だがそれであいつが救えるのか？　それはおまえの鬱うつ憤ぷんが晴れるだけだ。現状は何も変わらない。俺はこの現状を打破することができる。それだけの力がある……違うか？」

　何も言えなかった。頭の中が煮えたぎるようにぐらぐらとした。トビオの言う通りだ。俺にはソフィアは救えない。また俺は大切な人を救えない。決意したばかりなのに、すぐに気持ちが揺らいでしまう自分にイライラした。拳こぶしを握り締める。

　なぜ俺はＣなんだ？

「うわああああああ！」

　わけがわからなくなった。わからなくなって、気がつけばトビオを押し倒していた。

「おまえなんかに俺の気持ちがわかるかよ！　俺の……Ｃランクだったせいで……母さんを失った気持ちがわかるかよ!?」

　泣いていた。泣きながら、どうして俺はこんなことを言うのだろうと思っていた。

「病気だった……治すには金が必要だったんだ。俺はそれまで知らなかった。Ｃランクは医療負担が重いということ。社会に貢献しなければ恩恵を受けられないというこの世のシステムを知らなかったんだ！　みじめだった。それでも母さんは俺のことを大好きだと言った。こんなみじめな俺のことを！　居たたまれなかったよ。そんな俺の気持ちがわかるかっ!?」

　トビオの胸ぐらを摑つかんで、俺は搾しぼり出すように叫ぶ。どうして俺は、こいつにこんなことを言うのだろう。

　Ａランクという絶対的な強さ、高いプライド、そして比例する才能。

　うらやましい、憧あこがれ、妬ねたみ、憎しみ……。

　感情が様々に変化した。

「わかるわけねえだろうっ！」

「っ……」

　形勢が逆転される。トビオが俺に馬乗りになった。段差が背に当たって痛い。

「じゃあてめえは俺の気持ちがわかるのか!?」

「何がだよっ」

「母親の病気を金が足りなくて治すことができなかった？　Ｃランクだから？　はんっ。それが何だって言うんだよ？　社会貢献の少ねえおまえらの負担が重いのは当たり前だっ！　世の中は義務を果たしてこそ権利を得る。あまつさえＡランクが納めた多額の税金の恩恵を一番受けているのはおまえらだろう？　それで何の文句がある？　文句があるならＡランクに這はい上がればいい！　違うか？」

　トビオの言うことはいちいち正論だった。そしてそれこそが、Ｃランクの俺たちが「黙って」しまう理由だ。

「相応の扱いを受けるのはこの世の中で当然なんだよ。だがな、もっと……もっとみじめな気持ちがわかるか？」

「えっ？」

「それはな…………いくら努力しても認められないことだっ！」

　トビオの表情に悔しさが滲にじみ、俺おれの胸ぐらを摑つかむ手に力が籠こもった。

「俺は努力してきた……そしてＡランクになった！　いや、それ以上の才能を持ち得た。それなのに……それなのにどうして親おや父じは俺を認めてくれないんだよぉおお!?」

　トビオは叫ぶと俺を揺さぶった。床に頭を打ちつけ、激痛が走る。

　親父？　いったいこいつは何のことを言っているんだ？

　薄れる意識の中で、俺はぼんやりと思う。彼のアシンメトリーな前髪がはらりとめくれ、その無残な痣あざがあらわになった。

「俺は…………俺は！　たとえ醜みにくくても俺自身で戦ってきたんだっ！　てめえらみたいな何も戦っていない奴やつらに同情されるのが一番ムカつくんだよっ！」

　頰ほおにぽたりと冷たい一滴が落ちる。

　これは、涙なみだ？

　よくわからない。わからないけれど、その冷たい一滴を浴びて俺は覚かく醒せいした。

「ああああ!?　んなもん知るかよ!?　戦うってえならなぁ！　姑こ息そくなことしてねえで正々堂々と真正面から向かってこいやああああっ！」

　トビオが一いつ瞬しゆん怯ひるんだ。

　チャンスだ！

　俺は奴の顔に、一いち撃げきパンチをお見み舞まいした。
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「ハァハァハァ……」

　一撃パンチは見事決まったが、そのすぐあとにトビオからのパンチがお見舞いされた。そのあとはパンチの応おう酬しゆう。

　そして俺たちは、もう動くことができないというくらいに体力を消耗した。

「いてっ……」

　身体からだのあちこちが痛い。口の中に鉄の味が広がった。

「てめえ……本気で殴りやがって……」

「最初に殴ったのはそっちだろうが……」

　息も絶え絶えで、喋しやべるのもやっとだった。何な故ぜ殴るのかよくわからなかった。けれど、やめることができなかった。

　殴りながら、お互いがお互いの不満を言い合った気がする。だいたいがわけのわからない奇声や叫び声の応おう酬しゆうに搔かき消されてしまったけれど、奴やつが言ったことはぼんやりと覚えている。

「ハァハァハァ……」

　腫はれて狭くなった視界で校舎の天井を見つめる。あんなところにあんな穴、どうして開くんだ？　なんて脈絡なく思いながら。

　冷れい徹てつなトビオの、初めて見た感情的な一面。

「こんな派手な喧けん嘩かしたの、いつぶりだろうな……」

　誰だれにともなく俺おれは呟つぶやく。

「中学生……いや、小学生ぶりかも……」

「ふんっ……俺は初めてだよ」

「え、マジで？　ってか噓うそつけよ。この前Ｂクラスの奴殴ってたじゃねえか」

　言ってからハッとする。しかし気にするわけでもなくトビオは答えた。

「でも誰もやり返して来ねえよ」

「え？」

「皆、俺の親おや父じを怖がっているからな。もしくは、何らかの甘い蜜みつを吸おうとしている。俺の周りには、昔からそんな奴らばかりだ」

「そうなんだ……」

　二人とも天井を見つめたままだった。

　トビオには、本当の友達がいないのかもしれない。

　普段は気持ち悪いくらいべったりとくっついている癖くせに、顔の傷のことをあざ笑ったあいつらのことを思い出す。あんなに大勢の「友達」といるのに、こいつは一人ぼっちなんだ。そう考えたら、少し切なくなった。

「また同情してんだろ？」

「えっ？」

　不意に心の中をつかれて俺は慌あわてた。

「そんなこと……」

「誤ご魔ま化かしたって無駄だ。顔に出ている」

「えっマジで？」

　思わず顔をぺたぺたと触った。

「触ったってわかるわけねーだろ！　バカじゃねえのか、てめえ」

　トビオは一つ嘆たん息そくしてからゆっくりと言った。

「あの時」

「え？」

「俺おれはおまえに腹が立った……」

「…………」

　見まいとすればするほど、視線はそこを捕えてしまう。乱れた前髪の隙すき間まから覗のぞく、痣あざ。

「見下してくれりゃあよかったんだ。あいつらみたいに。それなのにおまえは、一いつ瞬しゆんで俺に同情した。ムカついたよ。俺は同情されるのが一番嫌きらいだ。どんなランクの奴やつらにもな」

　トビオは拳こぶしをぎゅっと握り締めた。

「この醜みにくい痣は生まれつきだ。芸能プロダクションを経営している親おや父じは、これを見てすぐに俺をタレントにする夢を諦あきらめたよ。そしてそれは即すなわち、『俺』という人間を諦めた瞬間だった。妹のあんずは幸い平均以上の顔立ちをしていた。親父の愛情はあいつだけに注がれたよ……」

「……お袋……は……？」

「母親は元から俺たちに愛情なんてない。もともとが愛情のない結婚だったんだ。学歴コンプレックスのある親父は、頭の良い遺伝子が欲しかった。そして医学者である母親は、十分な研究費が欲しかった。利害の一致ってやつだ」

「そんなの……」

　寂しすぎる。

　俺は言葉を吞のみ込んだ。そんなことはトビオ自身が痛いほどわかっているということは、顔を見れば歴然だった。

「俺は母親譲ゆずりの頭脳……いや、それ以上に努力をして親父の期待に応こたえたつもりだ。新設するアイドル部門ではそのプロデュースを買って出た。親父と同じフィールドで認められたかった。でも……」

「でも……？」

　トビオは首を振った。

「世の中はそんなにうまくいかねぇ……」

「えっ？」

「俺は幼い頃ころから戦ってきた。自分の力でＡランクを勝ち取った。認められるためなら何だってした。この痣だってそうだ。俺はもともと、フェイスチェンジを医療のために開発したんだ。俺自身、この痣のせいでよく苛いじめられたからな。俺みたいな奴が、少しでも救われればと思った。でも実際は……ファッションのようにラフな美容整形として扱われただけだった……親父は喜んだよ。喜んでそれを金かね儲もうけの道具にした。自分の娘にすらそれをするのを辞さなかった」

「えっ、Ａｎ様ってフェイスチェンジなの!?」

「所々な。まぁあいつは元の顔立ちも悪くない。１００％にプラスがされるだけだ。コンピューターで計算された、万人から愛される顔立ちになっている。あいつも可哀かわい想そうな奴だよ。あんずに注がれた父親の愛情は、しかし商売道具としてのものだったととっくに気がついている。あいつは万人からチヤホヤとされることで、その隙すき間まを埋めているんだ。あいつはあいつなりに、戦っている……」

　何も言えなかった。

　トビオ、あんず、そしてソフィア。皆、それぞれの境遇で戦っている。美み咲さきさんだってそうだ。戦って、勝ち取った。

「それなのに、おまえは同情した。それが……ずっと許せなかった……」

　気を緩ゆるめたら泣き出してしまいそうだった。俺おれはあの時、確かにトビオのことを「可哀かわい想そう」だと思ってしまったからだ。

「ご、ごめん……」

「ああ？　何がだよ」

「俺、そんなこと知らなくて。同情なんてしたつもりはなかったんだ。本当に……ごめん……」

　謝るしか方法が思いつかなかった。しかしトビオは弾はじけたように笑い出した。

「な、何だよ。何笑ってんだよ!?」

「素直な奴やつだな、おまえ」

「えっ？」

「おまえの『やさしさ』は優ゆう越えつ感かんに浸ひたるためのものだと思っていた。いや、この世のすべての『やさしさ』がそうだと……でも……中にはバカみたいに素直な奴もいるのかもしれないな……おまえみたいに」

「えっ、それどういう意味？」

「おまえには一生わかんねーだろうよ」

「なんだよ、それっ！　バカにしてるだろ？」

「実際バカだろ？」

「バ、バカじゃねーよ！」

「はんっ。バカじゃなきゃあ、小お野の寺でらソフィアのことでいちいち俺に直じか談だん判ぱんなんかしに来ねえよ。それとも何だ？　あの女のことが好きなのか？」

「ち、ちげえよ！」

　自分で自分が赤面するのがわかる。

「正々堂々……か……」

　トビオは誰だれにともなく呟つぶやいた。

「おまえは勘違いしているかもしれないが、俺は親おや父じのような金の亡もう者じやじゃない。逆説を言えば、むしろ金には恵まれていたからそれに執着はないんだ。欲しいのはもっと別の物。そう、俺が俺自身として認められることだ。俺はプライドを持って七しち大だい天てん使し少しよう女じよのプロデュースをしている。このプロジェクトを大成功させて、俺の名前を世の中に知らしめたい。俺は……プロデューサーとしてナンバー１になりたいんだ！　そしていつか親父を超こえる！　そして……その手段として小お野の寺でらソフィアが必要なんだよ。ただ……」

「ただ？」

「少しやり方が間違っていたのかもしれない」

　そして聞こえるか聞こえないかというくらいの小さな声で言った。

「悪かった……」
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　トントントン…………。

　玉ねぎを刻む包丁の音が、台所に響ひびく。

「いってえ……」

　こんな姿でも、日々の家事はこなさなくてはいけない。涙なみだが滲にじむのは、傷のせいか玉ねぎのせいか。はたまた、まったく別のことが原因か。

　規則的に包丁を動かしながら、また昔のことを思い出していた。




　あれはお袋が死んでしばらくした日のことだった。

　俺おれは現実を認めることができず、自じ暴ぼう自じ棄きになっていた。そして悲しみは怒りに変わり、よく人や物にあたるようになっていた。一番の標的になったのは、親おや父じだった。

「母さんが死んだのに、てめえは何でへらへらしてんだよっ!?」

　医者の宣告を受けて、あれほど取り乱していた親父だったが、親父が感情的になったのはあの一回きりだったように思う。

　葬式の時ですら、親父は泣いていなかった。反対に泣きじゃくる俺の頭を撫なでて言った。

「泣くな。母さんは絶対に幸せだった」

　その時の親父は、聡そう明めいとも言える表情をしていたように思う。

　でも俺にはその言葉の意味が理解できなかった。

　幸せなもんか。俺がＣランクだったから、母さんを救うことができなかった。そしてそれは親父のせいだってあるだろう？

　すでに当時から、親父のフリーカメラマンとしての仕事は減りつつあった。だから必然的に収入も減り、うちの暮らしは厳しかった。

「あの人は職しよく人にん気質かたぎなのよ」

　病院でそのことをこっそり非難すると、母さんはそう言ってふわりと笑った。

　そう言ってしまえば聞こえはいいが、俺にはただ頭が固く融ゆう通ずうが利きかないという風にしか見えなかった。

「でも……そのせいで……」

　親おや父じのランクはＣだ。フリーという不安定な立場。収入が低いので社会貢献度も当然低い。かといってカメラマンとして何かアーティスト的な実績を残しているというわけでもない。

　俺おれの言わんとしていることがわかったのだろう。母さんは言った。

「お母さんはそのままのお父さんが好きなのよ」




　卵をかき混ぜる。

　今日の夕飯はハンバーグだ。

　つなぎとなる牛乳に浸ひたしたパン粉、そしてさっき炒いためた飴あめ色いろの玉ねぎと卵をボウルに入れて、ひき肉とこね合わせる。

　料理は思いのほか俺に向いていた。レシピ通りにすれば失敗することはあまりないし、無心になれるところも好きだった。

　俺は心が動きすぎる。

　だから強く信念のある人間に憧あこがれた。

　ジュウ……。

　綺き麗れいに楕だ円えん形にしたハンバーグをフライパンに載せる。すぐに肉の香ばしい香りが漂った。

「ただいま～。おっ！　何だ？　いい匂においだな」

　それと同時に親父が玄関を開ける。まったくタイミングのいい奴やつだった。

「うっひょ～♪　ハンバーグ！　ナイスチョイスだぜ、永と久わ！」

「だ～もう、うるせーよ！　油飛ぶからあっち行ってろ！」

「は～い」

　まったくどっちが子供かわからない。親父はお得意のニヤニヤ笑いを浮かべると、居間で寝ね転ころがった。

　まったく吞のん気きな奴だ。何があっても、いつも笑っていやがる。心の底から。そして俺は、その笑顔が嫌きらいだった。

「おい、できたぞ。おい！　そんな瞬しゆん間かん的に寝てんじゃねーよっ！　おいっ！」

「んがっ!?　お、おお～悪ぃ、悪ぃ！」

「ったく……」

　俺は出来上がったハンバーグに温野菜を盛り付けて、テーブルへと運んだ。

「いただきまーす！」

「ひょ～相変わらず美う味めえな！」

　親父は白飯をかき込みながら、ハンバーグを頰ほお張ばる。

　俺はたぶん、親父のそれでもぶれない強さを羨うらやんでいるんだ。




「母さんはそのままのお父さんが好きなのよ」

　あれはお袋の本心だったのだと思う。

　フリーカメラマンとして自分のやり方にこだわる親おや父じ。そしてお袋はそんな親父を認め愛したのだ。

「ありのままの自分」に自信が持てる人間や、「ありのままの自分と戦っている」人間がうらやましくて仕方がなかった。




　どうしたらそうなれる？




　自問自答した。誇れるような特技や、曲げられないほどのポリシーは俺おれにはない。もしあったら、何か違っていたのだろうか。それとも、これから見つけられるものなのだろうか。すでに戦うべき対象を見出しているソフィアやトビオ、あんずの顔が浮かぶ。やり方は賛成できないけれど、ソフィアに絡からんだあの三人や、例えばトビオを取り巻いているＢクラスの奴やつらだってそうなのかもしれない。

　はたと気がつく。ああ、皆、欲しいものが明確にわかっているんだ。

　俺は、いったい何が欲しいんだろう。




「食べないのか？」

　箸はしを止めた俺を見て、親父が異変に気がつく。

「あ、ああうん。食べるよ」

「どうしたんだよ、ぼーっとして。恋でもしてんのか？」

「ったく、親父はすぐそれだよ」

　焦った俺は、自みずからの口よりも大きなサイズのハンバーグをふくんでしまった。もぐもぐと咀そ嚼しやくし、ゴクリと大きな音をたてて飲み込む。そしてずっと親父に聞きたかったことを聞いた。

「なぁ、親父はどうしてカメラマンになったの？」

　思いがけない質問に、今度は親父の箸が止まる。

「どうしてって……そりゃあ、夢だったからな」

「夢？」

「ああ。俺が中学の時だったかな。とある短編映画を見たんだ。……なんていうかとにかく衝しよう撃げきを受けたよ。それはたった十分にも満たない映画だった。それなのに俺は泣いていた。その時にな、思ったんだ。悔しいって。そして、俺もこんな作品を創つくりたいって思ったんだよ」

　柄がらにもない話をして少し照れたのか、親父は恥ずかしそうに白飯をかきこんだ。おっさんの照れなど正直気持ち悪いだけである。そしてそれは、できれば聞きたくないタイプの答えだった。儲もうかりそうだったとか、かっこよかったからだとか、そういういかにも親父だというような答えを、期待していたんだと思う。それは自分が安心するために。

　照れてしまうほどの、情熱。

「俺おれはいまだにあの作品を超こえる映像に出会っていないんだよ。だから……いつか俺が撮とるんだ」

　親おや父じは「へへっ」と子供のように笑った。だから気持ちわりーんだよ。

「てかどうしたんだ、急にそんなこと聞いて」

「べ、別に何でもねーよ……」

「ふーん……。ところでよ。これ、作り過ぎじゃねえか？」

　親父が指差す先には、盛り付けたハンバーグとは別におかわり用と称された山盛りのハンバーグ。

「こ、これは……あ、明日の弁当の分だよっ！」

　今度は別の意味で俺が赤面した。

　実はソフィアにハンバーグの作り方を教えて欲しいと頼まれていたのだ。（何をどうしたらそうなったのかわからないが、ハンバーグも爆ばく発はつしたらしい）

　そしてこれは見本として明日学校に持っていく分である。

「た、たくさん持って行くんだからあんまり食うなよなっ！」

「へ～い！」

「あ、そうだ。綺き麗れいに盛り付けた状態の写メっ！」

　ピロリロリ～ン♪

「おまえ女子か！」

「うるせー！」

　ハンバーグを写真に撮ると、残りを急いでタッパーに入れた。
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「これ、作ってきたんだ。よかったら……」

　少し赤面しながら、小さめの弁当箱を手渡す。相手が蓋ふたを開けるのを、ドキドキしながら見守った。って、俺は女子か。

「わぁ！　すごい！」

　歓声をあげたのは愛しの○○君ではなく小お野の寺でらソフィアである。

　ちなみに今日は、いつもの中庭で二人っきりのランチタイムだ。山やま岡おかは臨時の委員会があるとかで不在なのである。まぁだからこその計画的なこの行為なのであるが。委員会に向かう際に、山岡が怨うらみ節ぶしを言っていたような気がするが、これも運である。

「すごい！　すごい！　卵焼きにタコさんウインナーもあるよ！」

　ソフィアはまるで丁てい寧ねいに作られたお菓子を扱うように、弁当をあらゆる角度から眺めた。そんな風に手作り弁当を喜んでくれる姿を見るのは嬉うれしいのである。恋のアイテムとして、熱心に手作り弁当がアピールされているのも、わからなくはない。ってだから俺おれは女子か。

　ただこの弁当は本当に気合が入っている。いくら主婦系高校生男子とはいえ、日々の夕飯に加えて毎朝弁当まで作る甲か斐い性しようはさすがにない。「毎日家事しているんだから、アタシだってたまには外食したいわっ」ってなもんである。よって昼飯は食堂や購買の惣そう菜ざいパンになるわけであるが、ここはさすが主婦系高校生男子で、作れないわけではないのである。むしろ、

「すごい！　本当にすごいよ～！」

　そこらの即席お弁当女子には負けないハイクオリティを自負している。

　卵焼きは焦げもなくツヤツヤとした黄色に仕上げてあるし、ウインナーは前述の通りタコさんカット。彩り豊かにするためプチトマトとブロッコリーを添え、その横にはメインとなる手作りハンバーグだ。あまりの素晴らしい出来に朝からテンションが上がり、ケチャップでハートマークでも書こうかと一いつ瞬しゆん血迷ったがさすがにそれはやめた。

　ソフィアはフォークにハンバーグを刺すと、まじまじとそれを見てからぱくりと頰ほお張ばった。

「ん！　おいしい！」

　まん丸になった瞳ひとみがかわいい。

「永と久わ！　これ、すごくおいしいよ！」

「そりゃあよかった」

　溢あふれんばかりの彼女の笑顔に、俺は思わず赤面する。この笑顔を見るためなら、毎日でも作ってしまいそうだ。ああそうか。こうして大好きな人に毎日ご飯を作りたいなんて自覚していく……ってだから俺は女子かって！

　もう何回目かになる自己突っ込みをして、俺ははたと気がつく。

　大好きな人？

　自みずからの発したキーワードが、急に意味を持って心を支配する。そして意味を持って意識した瞬しゆん間かん、心臓がドキドキとした。

　俺はソフィアのことが好きなのだろうか？

　自分の分である少し大きな弁当をつつきながら、彼女を盗み見た。

　箸はしで摑つかんだおかずの一つ一つを、まじまじと見てから口に入れる。そのたびに顔がほころんだ。相変わらず表情がくるくると変わる。

「ん～すごいなぁ。おいしいなぁ……」

「あんまり言われると照れるよ」

「だってすごくおいしいよ」

「ありがとう」

「美う味まそうな弁当食ってんじゃねーか」

「ありがとう……えっ？」

　不穏な声が、混じっていた。

　恐る恐る顔を上げる。

「よう。Ｃクラスの庶民ども」

　そこにいたのは、いけすかないアシンメトリーの前髪だった。

　さっきまでのピンクな雰ふん囲い気きが、一気にグレイに変わる。

「この前の音楽の人！」

「覚えて頂いて光栄だ」

　ソフィアは敵を警けい戒かいする小動物のように、サッと俺おれの後ろに身を隠した。俺も思わず緊張する。

「何しに来たんだよ？」

「用件は至ってシンプル。小お野の寺でら、おまえをもう一度スカウトしに来た」

「それはこの前に断ったわ……」

　さっきまでの無邪気な様子が噓うそのように冷たく言い放つ。

「ああ、そうだった……この前の件のことだが……」

　また何かを言われるのかと、警戒心丸出しの野良猫に戻ったソフィアが、身を強こわ張ばらす。しかしトビオの口から発せられたのは思いもよらぬ言葉だった。

「悪かった……」

「えっ？」

　謝罪の言葉に驚おどろくソフィア。トビオは話を続けた。

「隠している過去を暴くなど、やり過ぎだった。謝罪をする。本当に申し訳ない」

　それはとてもぎこちない謝罪だったけれど、俺には奴やつなりの精一杯に見えた。

「そしてその上で頼み込む。もう一度……話を聞いてくれないか？」

「…………」

　以前とは違う情熱的な様子に、ソフィアは戸と惑まどっているようだった。俺はこの前の喧けん嘩かの一件から、トビオがそこまで悪い奴ではないと思い始めていた。

「ねぇ、ソフィア。一度、話だけでも聞いてあげてよ」

「でも……」

「こいつ、悪い奴じゃないんだ。なんていうかちょっと……不器用なだけで」

「おっ、おまえに言われたくないっ！　とにかく……頼む！　小野寺！」

　驚くことに、あのトビオが頭を下げた。そしてそれに根負けしたのか、

「じゃ、じゃあ……少しだけ……」

　ソフィアがついに首を縦に振る。

「あ、ありがとう！　小野寺！」

　俺はトビオの笑顔を、初めて見た気がした。




「まずはこれを見てくれ」

　トビオが持ち出したのはノートパソコンだった。起動すると同時にプレイヤーが立ち上がる。映し出されたのは、

「うおお～っ！　これ、この前の天使音楽会ｉｎＺＩＰＰのライブ映像じゃん！」

　テンションが上がったのは俺おれ一人だった。山やま岡おかがここに居ればと、初めて思う。

　このライブ映像は、この前行われたＺＩＰＰ天使巡じゆん業ぎよう（ツアーの意味）のもので、まだＤＶＤ化もされていないものである。ファンならテンション上がらざるを得ない。あまつさえ、俺はこのＺＩＰＰ天使巡業のチケットを取ることができなかったのだ。七しち大だい天てん使し少しよう女じよのライブは、いまやプラチナチケットとなっていた。

　ホールの照明が落ちる。会場には色とりどりのサイリウムが煌きらめいている。荘そう厳ごんなＢＧＭが鳴なり響ひびき、スクリーンに天使たちのアーティスト写真と名前が、その位と共に映し出されていく。俺は七大天使少女のライブを一度しか見たことがない。オールフィッツという地元のライブハウスで、その頃ころはまだ規模も小さかった。それでも俺は、初めて見る生の七大天使少女のオーラに圧倒され、ますます魅み了りようされたのを覚えている。その時の興こう奮ふんがすぐに蘇よみがえった。

　スクリーンが消えると、パッと虹にじ色いろの照明が輝き、少女たちが登場する。複数の天使候こう補ほ生せいを従えた、七大天使少女。そのセンターにはあんずがいる。歌うのは大ヒット曲『堕だ天てん使しの恋こい』である。

「わぁ……」

　思わず声を上げたのはソフィアだった。

　七大天使少女を知らないと言った彼女が、完全にパソコンの小さなモニターに釘くぎ付づけになっている。トビオは満足そうな表情を浮かべていた。

「ま、この辺でいいだろう」

「えっ」

　もうちょっと見たかった。

「百聞は一見にしかず。どうだった？」

　ソフィアは黙っていた。

「これを見ても……何とも思わないか？」

　引き続きの沈黙。そして、

「すごい……」

　ソフィアはポツリと呟つぶやいた。

「真ん中にいたのは……この前のキャンディの子？」

「ああ、紫し藤どうあんず。俺の妹だ」

　あの性しよう悪わるの、と俺は心の中で付け足す。

「そういえばこの前に妹が邪じや魔まをしたらしいな。その節はすまなかった。あいつはああ見えて心配性で……」

「すごい声量」

　ソフィアはトビオの謝罪には何も答えず、圧倒されたように言った。それは、まるでそんなことはどうでもいいという風に。言うなれば、そんな失礼を受けた出来事も打ち消してしまう宝物を見つけたような感じだった。

「こんなに激しいダンスをしながら、ここまでパワフルな歌いっぷりはすごいわ」

「あいつはボイトレに加えて体も鍛きたえているからな」

「そうね。ちゃんと腹筋を使って歌っている。彼女が一番、魅みせる為ための歌い方をしているわ」

「さすが見る目もあるようだ」

「でも……なんだか曲がつまらない」

　えっ、と俺おれは驚おどろく。『堕だ天てん使しの恋こい』は、七しち大だい天てん使し少しよう女じよがデビューして初めてオリコン一位を獲得した曲だ。つまり、一番売れている曲である。それを「つまらない」と一刀両断したことに俺は驚き、プロデューサーであるトビオを恐る恐る見た。

　だが、彼はニヤリと笑っていた。

「それもさすがのようだな」




　その後の話は、俺にはまったくちんぷんかんぷんだった。

「売れる曲というのはある程度の法則がある。言い換えてしまえば、その法則にさえのっとっていればある程度売れる、ということだ。そして『堕天使の恋』はその法則のもと作られている。いわばコンピューター的に計算されたビジネスライクな曲だ。小お野の寺でらがつまらないと感じたのはその点だろう。小野寺は言うなれば天才タイプの人間。説明の便宜上、そういうタイプの人間を『アーティスト』と呼ばせて貰もらう。天才タイプの『アーティスト』が大衆に理解されるのは難しい。ピカソの絵を本当にうまいと思うか？　そういうことだ。そしてもう一つ。そうした天才的な作品にはスピード感がない。死んでから評価されるでは遅いんだ。この芸能界という世界では、出来の良し悪しよりとにかくスピードだ。世間が求めているものに、いち早く手を挙げる。それだけで勝てる。そしてそんな世界において天才的な『アーティスト』は時として不利なんだよ」

　わかったようなわからないような。じゃあソフィアがその『アーティスト』という人種だとして、なぜ不利である彼女を誘うのだろう？　俺はまま尋たずねた。

「じゃあどうしてソフィアなんだ？」

「そこが今回のポイントだ。じゃあそのビジネスライクな楽曲だけを歌って成り立っていけるのか？　答えはイエスでありノーだ。生き残ることはできる。しかし、衝しよう撃げき的な感動を与えることはできない。小野寺は一いつ瞬しゆんで見抜いただろう？　『つまらない』と。天才的な『アーティスト』が大衆に理解されるのは難しい。でもな、本当に素晴らしい『アーティスト』は、理解など凌りよう駕がするんだ。ピカソの絵がうまいかどうかはわからない。でも実際にそれを見れば、誰だれもが感動に打ちひしがれてしまう。理屈じゃない。それこそが天才なんだ。そして……」

　トビオがソフィアに手を伸ばす。

「おまえはその天才だ」

　唇の端についていた、卵焼きのかすを親指でそっと取った。

「私が？」

「俺おれは本当におまえのことを天才だと思っている。そして、おまえが七しち大だい天てん使し少しよう女じよに加入することで、それを証明したいんだ。天才的な……おまえの音楽の才能を……！」

「私の音楽の才能を……証明……する？」

「ああ。これからの展望を少しだけ話す。俺はこれから、彼女たちのイメージを変えて行こうと思っている。今はアイドルの雛ひな形がたにのっとったプロデュースをしているから、ファン層が限られている。その幅を広げたい。そのためには、逆に今のファン層から反感を買うくらいの改革が必要だ。それは……」

「それは？」

　今のファン層、である俺はごくりと唾つばを飲み込んだ。

「下げ剋こく上じよう！」

　トビオはニヤリと笑った。
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「じゃあ具体的に説明しよう」

　トビオはタブレット端末を取り出すと、保存されている企画書を開いた。俺とソフィアは促されて画面を覗のぞき込む。ここは俺のアルバイト先であるハンバーガーショップＡＡＡトリプルエー。そしてどうしてこうなったのか、俺にはさっぱりわからない。

　あれからヒートアップしたトビオは、まるで大学教授よろしく雄弁に語り続けた。彼の話は、途中より川から海へ流れるように壮大になってしまって、俺とソフィアはその海で溺おぼれていた。そんな中、昼休みの終わりを告げるベルが鳴った。俺とソフィアは安あん堵どしたが、トビオは舌打ちをしてこう言ったのである。

「まだ話は終わってない！　放課後、またここに来いよ！」

　答える間もなく言い逃げをされて、俺たちは仕方なく集まった。そして外で話すのも何だしということで、ここにやって来たのである。




「まず七大天使少女のメンバー構成から」

　そう言ってトビオが公式サイトのメンバー一覧を開いた。




　第七天使・バラキエル・本もと崎さき栄えい子こ　二十三歳

　通称えーこ姉さん。アジアンビューティーなロングヘアに、クールな顔立ちとシェイプアップされた身体からだ。陸上の短距離選手として、全国大会出場をしたほどのスプリンターでもある。その細く締まったウエストに反比例して巨乳の持ち主であり、主にグラビア枠を担当している。メンバー最年長であり、豪ごう快かいな性格の姉あね御ご肌はだ。




　第六天使・イェグディエル・熊くま野のうり　十二歳

　通称うりたん。ロリータファッションに身を包み、縦ロールのツインテールがトレードマーク。『姫ロリズム』の専属モデルでもあり、小学生でありながら全国ロリータ系女子のファッションリーダーとなっている。まさにリアルロリータだ。また、くまが大好きでいつもくまグッズを身につけている。自身がプロデュースしたキャラクターである『姫ロリッくま』は爆ばく発はつ的な人気に。




　第五天使・セアルティエル・水み無な月づき小さ夜よ子こ　二十一歳

　通称小夜子さん。華きや奢しやで色白、髪型はサラサラのボブヘア。読書が趣味の文学系少女である。自みずからも小説を書いていて、すでに二冊の本を出版しているなど、その才能は趣味にとどまらない。ちなみに見た目とは相反して、おっとりとした口調にて毒舌を繰くり出すことも。メンバー唯一の秀才キャラ。




　第四天使・ウリエル・高たか城ぎ真ま乃の　十七歳

　通称まのまの。ボーイッシュな魅み力りよくに溢あふれる、ショートカットの元気系女子。大阪出身で、お笑い担当でもある。キレのある関西弁にて繰り出されるトークには定評があり、ＭＣを任されることが多い。時に男装を披ひ露ろうし、ファンを喜ばせることも。




　第三天使・ラファエル・花はな本もとゆりん　十八歳

　通称ゆりりん。前髪ぱっつんのストレートロングヘア。見た目通りのお嬢じよう様さまであり、お嬢様ゆえの天然キャラ。花が大好きで、フラワーアレンジメントの資格も所有している。また、幼い頃ころからバレエを習っているため、しなやかなダンスにも定評がある。




　第二天使・ガブリエル・国くに本もと薫かおる　十七歳

　通称かおるん。とにかく美少女。ふわふわとしたロングヘアにスタイルの良い長身。透明感のある中性的な容姿からは想像もできない激しいダンスを得意とする。歌唱力も安定しているため、総合的にバランスの良いアイドルと言える。女性ファンも多い。




　第一天使・ミカエル・紫し藤どうあんず　十五歳

　通称Ａｎ様。我らが大天使である。紫藤グループの社長の娘である彼女がトップの座についた時、当然ながらその反感は大きかった。だがしかし、その全員が彼女を見た瞬しゆん間かんに口をつぐむことになる。抜群の歌唱力、そして小さな身体からだから繰くり出されるパワフルなダンス。真っ赤なロリポップキャンディは彼女の象徴。そして彼女は、今日も蠱こ惑わく的な笑顔を振ふり撒まくのである。




「Ａｎ様の魅み力りよくはそのアンバランスさにもあると思うんだよね。天使なのに小こ悪あく魔までもあるっていうの？　その点ゆりりんの魅力は一貫した清せい楚そさ。よって俺おれは……」

　そしてメンバー紹しよう介かいは、途中から俺の演説に摩すり替かわっていた。

「おまえさ……」

「えっ？」

「キモいな」

　トビオが無表情に呟つぶやく。ソフィアが弾はじかれたように笑った。

「なっ、キ、キモいっておまっ！　そりゃねーだろ!?　熱烈ファンの一人である俺に向かってキモいとかていうかおまえなぁ！　七しち大だい天てん使しを支えているのはそういうファンなんだぞ！　わかってんのかおい！　それをキモいとか」
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「話を続けよう」

「聞けってオイ！」

　何が可お笑かしいのか、ソフィアが涙なみだを浮かべて笑っていた。ちくしょう、漫まん才ざいじゃないっつーの！

「というわけでこれが今の七しち大だい天てん使し少しよう女じよのメンバーだ。それぞれキャラクターも立っているし、アイドルとしてのバランスもいい。しかし問題はここだ。バランスが良すぎるという点なんだ」

「バランスが良すぎるって……どういう意味？」

　新作のＡＡＡトリプルエーアップルパイを頰ほお張ばりながら、ソフィアが尋たずねる。

「簡単に言うとマンネリだ。次の大天使会議がもうすぐあるが、このままではおそらく今回もメンバーは変わらないだろう。エンターテイメントに於おいて、変わらないというのは致命的だ。これではすぐに飽きられてしまう。七大天使少女プロジェクトの目下の課題は、このマンネリの解消。そして新たなファンの獲得だ。そこで小お野の寺でら、おまえの出番なんだよ」

「わらひ？」

　アップルパイを口に入れたまま喋しやべるソフィア。

「おまえには新人としてまずこの大天使会議に出て欲しい。そこでピアノの腕を披ひ露ろうして欲しいんだ。そこでおまえは大だい躍やく進しんし、七大天使少女へのメンバー入りを果たすんだ」

「ええええっ!?　ちょ、そ、それってやばくねえ？」

「フッ……純粋ファンのおまえからその反応があっただけでこの企画は成功だな」

「だだだ、だってさ！　今は候こう補ほ生せいになるだけでも難しいのに、入ったばかりで二十人に選ばれて、更にそこからいきなり七大天使のメンバー入りだなんて聞いたことないよ！」

「だからいいんだよ。ファンは荒れるだろうな。荒れるってのは話題になっている証拠だ。そして新メンバーでのシングル発売。いつも通り先行してＰＶを公開する。そこで、皆が度ど肝ぎもを抜かれるような曲を披露するつもりだ。そう、ピアノを使った……」

「ピアノを……使った……？」

「ああ。ライブではもちろん生演奏を披露して欲しい。小野寺の演奏と歌声を聞いて、観客は一いつ瞬しゆんで納得するんだ。ああ、天才だと……」

「でも、私はそんな……」

「俺おれがそうだった」

「え？」

「おまえがピアノを演奏しながら歌う動画を見て、俺は衝しよう撃げきを受けたんだ。圧倒された。それはクラブの客が遊びで撮とったようなもので、画質も音も決してよくはなかったが、そんな映像からでも伝わってきたんだよ、おまえのすごさが！」

「…………」

「映像でもこんなに感動したんだ。これがライブなら……きっととんでもないことが起きる！　なぁ、小お野の寺でら。俺おれは真剣なんだ。だから、おまえも真剣に考えてみてくれ！　ちなみに曲はクラシックをモチーフにしたものを考えている」

「えっ？　アイドルソングにクラシック？」

「なんだか想像つかねーな」

　その二つはとてもミスマッチのように思えた。

「そう、想像もつかないような曲を作る。前奏や間奏に、アレンジしたクラシック曲を交まじえるんだ。荘そう厳ごんで壮大。天使のイメージにぴったりだ。なぁ小野寺。弾ひいて……みたくないか？」

「う、うん……」

　ソフィアがどんどんと興味をひかれているのがわかった。

　ヂューヂューとストローから不協和音。いつの間にかコーラがなくなっていた。二人が俺のわからない、何か共通の言語で盛り上がっているように見えた。俺はなんだか置いていかれたような気がして少し寂しかった。

　いいなぁ。

　単純にそう思う。トビオの持っているやりがい、そしてソフィアの持っている才能。可能性のある人間には夢がある。俺には夢がなかった。すごく、うらやましかった。

「構想はもうバッチリ固まっている。まず衣装はこんな感じで……」

　トビオは嬉き々きとして話していた。もしかすると、奴やつは本当に友達がいないのかもしれない。話す相手に飢うえている、そんな印象を受けた。

「まずイントロがピアノで始まるんだ。そこから重厚感のあるサウンドでグッとアゲていく。くどすぎない程度のゴシック調、だがアイドル特有のキラキラ感は随所にちゃんと入れていく。そうだな……ヴィジュアル系音楽をアニソンで割ってＰＯＰにし、極きわめてアイドルに近くして融合させるイメージ。タイトルは『天てん使し少しよう女じよ嗜し好こう』。恋愛を禁止されている天使たちが、そのフラストレーションから同性愛に耽ふけるというストーリーだ」

「えっ。百ゆ合り……！」

　それはおいしい。

「今回はＰＶに初めて演劇の要素を取り入れようと思っている。天使界という架か空くうの世界だから、少し古びたような独特の加工ができればいいと思っているが……問題はそのシナリオなんだ」

「そんなの専門家に頼めばいいんじゃねーの？」

「俺の天才的なイメージを的確に表現してくれるクリエイターがいなくてね。中ちゆう途と半はん端ぱな作品に金はかけたくない」

「なんだよ、じゃあ自分でやれよ」

「できるならそうしたい。ただ……それに関して致命的なことがある。俺おれには女心ってやつがわからねえんだよっ！」

　トビオが語気を荒あらげた。

「頭の中にイメージはあるんだ。でも、それをうまくアウトプットすることができない。繊せん細さいな女心ってやつを、俺ではうまく表現することができないんだよ……」

　俺は「アウトプットって何だよ？」って思いながら、あのトビオにも苦手なものがあるのかと、その正体である「女心」というやつに改めて恐怖した。

「女心……ねぇ……」

　もうすっかり氷水だけになってしまったコーラを手持ち無ぶ沙さ汰たにすする。目の前をトリプルテリヤキバーガーを持った女子高生が横切った。瞬しゆん間かん、脳裏にある人の顔が浮かぶ。

「あっ！　女心のプロならいい人知っているよ！」

「はぁ？　女心わかるだけじゃしょーがねーだろ。俺が探しているのはシナリオライターだ」

「プロの作家さんなんだよ！　女の子向けの恋愛小説を書いている。きっと力になってくれるよ！」

　初めて役に立てるかもしれないと嬉き々きとしたが、次にトビオが発した言葉ですぐに撃げき沈ちんをした。

「プロの作家？　それってギャラ高いんじゃねーのか？」

「ギャ、ギャラ……!?」

「いくら有名なプロ作家でも、あまりにも大物じゃこっちも手が出せない。予算ってものがあるんだからな」

「そ、そっか……」

　そんなこと考えてもみなかった。俺は改めて、これがシビアなビジネスであることを実感する。

「う～ん……わからないけど……と、とりあえず聞いてみよう！」

　ただおそらく、その「とりあえず」の代償が高いことは確かだった。
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「私の時間は高いわよ？」

　案の定な台詞せりふを口にしながら、美み咲さきさんは俺の肩に腕を乗せて髪をかき上げるとニヤリ不敵な笑みを浮かべる。

「わ、わかっていますよ……」

　トリプルテリヤキバーガーセット無料券の十二枚綴つづりで、ようやく電話口で首を縦に振らせたのだ。機き嫌げんを損そこねるわけにはいかない。

「お忙しいところ申し訳ありません。わたくし、ＳＨＩＤＯグループの音楽アーティスト部門、ＳＨＩＤＯ　ＭＵＳＩＣにて企画プロデュースをしております、紫し藤どうトビオと申します」

　ビジネスモードへと切り替えたトビオは、恭うやうやしく名刺を差し出した。

「あらぁ～あなたがＳＨＩＤＯグループの御おん曹ぞう司しちゃん？」

　美み咲さきさんの顔色がパァッと輝く。

　実は釣つり餌えとしてもう一つ。

　好きな言葉は「イケメン・金持ち・青田買い」である美咲さんに、ＳＨＩＤＯグループの社長の息子が来ていると教えたことは内緒である。

「お噂うわさはかねがねよ～あなたのプロデュースした七しち大だい天てん使し少しよう女じよ？　すっごいブレイクしているじゃな～い。天才プロデューサーってまさにこのことね～」

「そんなこと……こちらこそあの有名恋愛小説家である神じん野のさんに会えて光栄です」

「あ～んもう。天才は謙けん遜そんしないの！　私、若くて才能のある男の子は大好きよ。私にできることがあれば何でも協力するわ」

　美咲さんはそう言ってウィンクをした。なんて外そと面づらがいいんだろう。俺おれの時とは大違いだ。

「で、そちらは？」

「あっ！　小お野の寺でらソフィアです！」

　慌あわてて立ち上がると、ぺこりとお辞儀をした。

「すごい美少女ねぇ～、タレントさん？」

「い、いえ。私は永と久わのクラスメイトで……」

「あらそうなの。でも本当にそこらの芸能人よりかわいいわぁ～」

　美咲さんはこれまた外面の笑顔でニッコリとしたが、

「あんたタイプでしょ？」

「ばっ、ち、ちがっ……！」

　俺にそう耳打ちすることも忘れなかった。美咲さんは慌てる俺を見てさも可お笑かしそうに笑った。ちくしょう、この女！

「で、頼みたいことって何？」

「はい、実は……神野さんにあるシナリオを書いて頂きたいんです」

「シナリオ？」

「はい。七大天使少女のＰＶのシナリオです。ただ、最初にこんなことを言って申し訳ないのですが予算があまりありません。神野さんに見合うギャラが出せるかどうか……」

「ふ～ん…………」

　数秒間の気まずい沈黙が流れる。

「まずはその内容を聞かせて貰もらおうかしら。話はそれからだわ」

　そして美咲さんは不敵に笑うとそう言った。そして「私アナログ派だから」と言って、いつも持ち歩いている分厚くてボロボロのノートを取り出すと、いい年したミニスカートの脚を艶なまめかしく組み替えた。




「なるほどね～」

　トビオが再び、その構想のひと通りを話した。

　美み咲さきさんはその所々を時おり書き留める。覗のぞき込んだが、それはお世辞にも綺き麗れいとは言えない文字で、なおかつ言葉も支し離り滅めつ裂れつだったので解読できなかった。でもその暗号から物語が生まれるのかと思うと、不思議な心持ちだった。

「いかがでしょう？」

　こんなに不安そうなトビオを見るのは初めてかもしれない。そして俺おれは改めて美咲さんの凄すごさを実感した。トビオは実際に俺が電話をかけるまで、美咲さんと知り合いなのを信じなかったほどである。それが本当だとわかり、

「おまえってすごいんだな」

　と驚おどろかれた。アルバイトもしておくものである。

　伺うかがいを立てられた美咲さんは、ラインストーンで彩られたキラキラのボールペンを弄もてあそびながら「ふ～ん」と唸うなっている。そして、

「面白そうじゃない。やるわ」

　ニッコリと笑った。

「ありがとうございます！」

　トビオはあからさまに嬉うれしそうな笑顔になった。こいつでもこんなに色んな表情ができるのかと驚く。

「音楽業界って前から興味あったの。でもなかなかとっかかりがなくって。今聞いた世界観で、いくつかインスピレーションも湧わいたわ。私の世界観との融合性も高い。ぜひ、やらせて下さい。紫し藤どうプロデューサー」

「あ、ありがとうございます。では詳細はまたメールで送らせて頂きますので。それで……ギャラの件なんですけど……」

「ギャラはいらないわ」

「えっ？」

「こんな面白いプロジェクトに参加させて貰もらうだけで十分」

「でも……」

「私ね、若い子が面白いことやってんの大好きなのよ。なんていうかさ、夢があるじゃない？　だから、ギャラはいらない。アイドル業界のことは噂うわさで聞いてるわ。割と厳きびしいんでしょ？」

「神じん野のさん……本当に……ありがとうございます！」

　トビオは深々と頭を下げた。

「その代わり……トビオくんが社長になったら、私と結婚してね～ん♪」

　気をつけろ。それきっと冗談じゃないぞ。

　恐怖にトビオを顧かえりみると、意外にも少し赤面していた。あいつ、年上好みなのか？

　天使の仮面をかぶった悪あく魔まの美み咲さきさんに騙だまされて、トビオは何度もお礼を言うと、今度はそのままくるりとソフィアを振り返る。

「小お野の寺でら」

「は、はい」

「そういうわけで、俺おれが生なま半はん可かな気持ちでおまえを誘ったわけじゃないってことはわかってくれたと思う。だから……スカウトの件、真剣に考えてくれ」

　ソフィアは初めて、こくりと頷うなずいた。
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　その帰り道。

　俺とソフィアは二人並んで歩いていた。

「どうするの？」

　ソフィアは前を向いて黙ったまま答えない。

　トビオの言うとおり、良い話だと俺は思い始めていた。あの日、音楽室で聞いたソフィアの夢。Ａランクにいって、音楽の才能を認められたいと言っていた。だったら、この誘いは絶好のチャンスだと思った。遠くにいってしまう気がするのは寂しかったが、それよりも応援の気持ちが勝った。

　それに……ソフィアのピアノは、本当に素敵だったから。

　アイドルという形は、確かにソフィアにとって望むものではないのかもしれない。しかし、トビオから聞いた構想では、十分にソフィアの才能を生かせる気がした。

「思っていたのとは……全然違ったかな」

「思っていたのって？」

「アイドルって、なんていうか……かわいい女の子たちが集まってかわいく歌って踊るっていう漠ばく然ぜんとしたイメージだった。でも、違うのね。音楽のクオリティがすごく高かった。それにトビオくんの情熱も伝わった」

　二人の影に視線を落としながら、ぽつりぽつりと話すソフィアの声に耳を傾けた。

「正直ね、芸能界へのスカウトって初めてじゃないんだけれど、モデルもタレントも、私のやりたいことではないから断ってきたの。私は大好きなピアノを弾ひいて、歌を歌いたいだけ。そして、そのことで自分を認められたい。でも……具体的にどうするのかって、全然わからなかったの。一人で焦って、右往左往していた。誰だれも文句の言えないような大きな舞ぶ台たいで、バーンと弾ひいてやるんだって思っても、どうしたらいいのかわからない……」

　ソフィアの苦悩がありありと伝わる。彼女は、ずっと一人で悩んで来たんだろう。

「音楽の形が違うだけ、なんだよね。ううん、むしろ彼女たちは輝いていた。しかも、ピアノを弾けるチャンスを貰もらえるんだって……」

「少し……迷い出している……？」

「うん……」

　ソフィアを送るため、自宅とは反対方向を曲がる。横断歩道に差し掛かる。赤信号で、俺おれたちは止まった。夕陽に照らされて、二人の影が長く伸びていた。

　信号が青になる。

　プープオプ、プープププー♪

「うう、やっぱりダメだ……」

　途端に、ソフィアが両耳を押さえた。

「ど、どうしたの？」

「この音、ダメなの！」

　耳を塞ふさいでいるせいで、自分の声量がわからないのか、ソフィアは少し叫ぶようにそう言った。

「えっ、どういうこと？」

　ここの信号は今時珍しい音楽が流れるタイプの信号機だ。青になると、通りゃんせの曲が流れる。今日び、小学生だって知らないだろう。

「ここの信号、壊れているの」

「壊れている？」

「うん。音が外れている。だから、気持ち悪いの」

　横断歩道を渡り切ると、ソフィアは「ハァ～」と息を吐はいて一呼吸した。

「だ、大丈夫？」

　俺は事態が吞のみ込めずに焦った。信号機の音を聞いて気持ちが悪くなるとはいったい？

「あ、うん。大丈夫。ここを通る時はいつもこうなの」

「音が気持ち悪いの？」

「うーん、ちょっと違う。この信号機、メロディが流れるでしょう？　それがね、微妙に音が外れているの。だから、聞いていると気持ち悪くって」

「えっ？　外れている？　ちっともわからなかった」

「微妙に、なんだけどね。私、絶対音感があるから」

「絶対音感!?」

　それって、テレビとかでたまに見る、耳コピみたいなやつだろうか？

「うん、耳コピもできるよ。街で流れている色んな音楽がね、頭の中で全部音符になるの。でもちょっと鬱うつ陶とうしい時もあるけどね。なんていうか、私の意思とは関係なく、勝手に音符になっちゃうから」

「すげえ……」

　俺おれは素直にそう思った。

「すげえ、かな？　あ、でもね。電子レンジが壊れる瞬しゆん間かんとか、わかるよ。ピーって音が変なの」

　ソフィアは可お笑かしそうに笑った。

「すげえなぁ……それってやっぱ才能だよ。神様がくれた才能だ」

　そう言うと、彼女は立ち止まった。

「……でもあいつは私とママを捨てた」

「あいつ……って？」

「私の父親。Ａランクだったらしいわ。ママは私を妊にん娠しんしたことがわかって、その人と結婚するつもりだった。それなのにあいつは私たちを捨てたの。ママが……Ｄ地区の人間だったから……」

「そうだったんだ……」

「『君のピアノと歌声は世界で一番素敵だ』……そう言われてほだされたんだってママは言ってた。でも、だったらどうして？　どうしてＤ地区の人間だからって理由でそのママを捨てるの？　私にはわからない。ママから授さずかったピアノで有名になりたいのは、あいつに対する復ふく讐しゆうでもあるの……」

　俺は何も言えなかった。ソフィアは俺なんかじゃとても受け止めることのできない重いものを背負って戦っている……。

　無言のまま俺たちは歩いた。あと一つ曲がればソフィアの家、という所に差し掛かる。

「あ、ここでいいよ。送ってくれてありがとう」

　ニッコリと笑う笑顔が、なんだか無理をしているようで切なかった。立ち去ろうとしたソフィアがくるりと向き直る。

「私、やってみようかな」
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　それから俺おれは、毎日色んなことを考えていた。それは、

「おい、おまえ何か変だぞ？」

　と、山やま岡おかに不思議がられるほどに。

「うるせえ。俺は今、思春期なんだ」

「俺もだけど」

「思春期とは思い悩むもんなんだよ」

「ふーん……変な奴やつ……」

　昼休み。今日も外はとても晴れている。

　芝しば生ふに寝ね転ころがりながら、太陽と空を見上げていた。この数日で、色んなことがあった。そして、色んな話を聞いた。それらが走そう馬ま灯とうのように頭をよぎる。

　ソフィアのこと。

　ピアノを弾ひく彼女に偶然に出会った。それから、彼女の色んなことを知った。この気持ちをどう表現したらいいのかわからないが、俺は、彼女の力になりたいと思い始めていた。それに、シンプルに彼女を応援したいとも。ソフィアの才能は評価を受けるべきだ。それはおせっかいなのかもしれないけれど、少なくとも俺は、あの時のメロディに包まれた感覚を忘れられなかった。

　神様に恵まれた才能。

　それに魅みせられたのは俺だけではない。そして、その才能を引き出せるのは俺ではない。

　トビオがうらやましかった。しかし奴は努力をしてきたんだ。目まの当あたりにして、それを知った。それに、俺がいかに何もしていないかということも知った。

　初めて思った。俺も、戦いたいって。

「でも……俺に何ができる？」

　小声でそう呟つぶやくと、顔が急に影で覆おおわれた。

「永と久わ」

　ソフィアだった。

「わぁ～ソフィアたーん！」

　俺より先に、山岡が騒ぐ。

「どうしたの？　どうしたの？　俺に何か用？」

「あ、永久に用事があって……」

　なんというわかりやすさだろう、山岡は芝生の芝を抜くというスタイルでいじけた。

「用事って何？」

　起き上がると、背中や尻しりについた芝をはらった。

「あのね……今から行って来ようと思う」

「トビオのところ？」

「ん……」

「返事……するの？」

「ん……」

　ソフィアは何かを決意したように、凜りんとした顔をしていた。




「この前のお話、私、やります」

　ソフィアはトビオに、ぺこりとお辞儀をした。

「ほ、本当か？　ありがとう！　本当にありがとう！」

　トビオは思わず駆け寄ってソフィアに握手をする。そしてブンブンと力強く上下に振った。

「ただ……条件があります」

「条件？」

「うん。気になっていることがあるの。この前のトビオくんの口ぶりだと、まるで私が大天使試験に受かって七しち大だい天てん使しのメンバー入りをするのが、確定みたいな言い方だった。あれから、私なりに少し調べたの。七大天使少女のメンバーになるには、まずフリーオーディションっていうものを通過しなくちゃいけないんでしょう？　それで初めて天使候こう補ほ生せいとして百人の内の一人としてエントリーされる。候補生になったら、次はファンの方から『ＬＯＶＥパワー』をたくさん貰もらって、上位二十名に入らないといけない。大天使会議はそれからの話……」

「ああ……まぁそうだ。だがしかしエンターテイメントには必ずシナリオがある。ドラマティックな筋書きってやつだ。とりあえずフリーオーディションに関しては適当に数字をいじって……」

「ええっ？　それってやらせじゃん！」

　俺おれが思わず口を挟むと、

「だからシナリオだって」

　トビオはムッとしたように言った。

「だったら、そのシナリオをなくして下さい」

「ええ？」

「私、正々堂々と評価されたい。だから、そのシナリオをなくして」

「しかし……」

「お願いします」

　ソフィアは再び、深々とお辞儀をする。

「フリーオーディションは今や数千人の登録があり、そこを普通に通過するのはもはや至難……」

「お願いしますっ！」

　トビオは一つ嘆たん息そくすると、

「…………わかったよ」

　頷うなずいた。

「これも正々堂々ってやつだな……ったくおまえらは……まぁ、小お野の寺でらほどの美び貌ぼうと歌唱力があれば、もしかしてもしかするかもしれない」

「ありがとっ！　トビオくん。あの動画のオーディション、楽しそうだったんだよねぇっ♪」

　え？　そこ？　と突っ込みたくなる。ソフィアは本当に無邪気だった。

「その代わり、そこから何としてもメンバー入りをするんだ。俺おれはもう、ライブの構成まで頭の中で固まっているんだからな。小野寺のピアノ生演奏で始まるんだ。頼むからそこを録音なんかにするな」

「うん、わかった」

　…………すげえ。

　再びそう思った。二人とも、俺みたいにうじうじと悩んだりしない。お互いの意志を尊重し、すべて「イエス」で答える。その会話に、俺は入ることができない。

　いつもならそのまま逃げたかもしれない。すげえな、俺とは違う人種だ、って。そして俺は自分の立場に甘んじる。いつもなら、そうだったと思う。

　でも。

「俺にも何かやらせてくれないか？」

　突然の大声に、二人は驚おどろいていた。

「ごめん、急に。ずっと二人を見ていて、すごくうらやましいと思った。俺は何も持っていない。でも、俺も何かしてみたい！」

「ああ？　何かって何だよ？」

「わからないけれど……」

「はんっ、ずいぶんと漠ばく然ぜんだな」

「それはわかっている。でも……トビオ」

「何だ？」

「おまえ、やっぱりすげえよ。高校生なのに、しっかりと大人の世界で生きていてさ。俺はずっと、親おや父じの七光りで成り立ってるくせにって思ってた。でも、それは違った。そんな生なま半はん可かな気持ちでやっていける世界じゃないって。それに、おまえの情熱に感動した……」

「ふんっ……」

「それからソフィア！」

「ふ？」

「おまえのピアノもすげえ。こんな音楽に疎うとい俺でも、無条件で感動した。なんていうか……気持ちが籠こもっていて……おまえの優やさしさとか強さが溢あふれている。おまえの目標を応援したい……」

　俺おれは何を言っているのだろう。青臭い台詞せりふのオンパレード。でも何な故ぜか、今日はとても素直に言えた。

「俺に何ができるかはわからない。でも……俺も何かしたいんだ……いや、俺にできることが知りたいんだ……だから……何かやらせて欲しい！　何でもするっ！」

　そして頭を下げた。トビオはどんな顔をして俺を見ているのだろう。

　この世界はそんなに甘くねえ！

　おまえに何ができる？

　ふざけるな！

　……考えられる全すべての罵ば詈り雑ぞう言ごんを、咄とつ嗟さに脳が予測する。俺は唇を嚙かんだ。

「……いいぜ」

「えっ？」

「そんなに言うならやらせてやるよ」

　あっさりとした答えに、俺は拍ひよう子し抜けする。

「マ、マジで？」

「ああ。ただし、ほんっとーうに何でもするんだな？」

「う、うん……何でもする！」

「絶対だな？」

　コクリ、神妙な面おも持もちで頷うなずいた。

「よし、わかった。じゃあやらせてやる」

「やった！　サンキュー！　で、何を？」

「何でも屋だ」

「……は？」

「だから何でも屋だ」

「……へ？」

「何でもするって言っただろ？」

　言ったけど……何でも屋って。何でも屋って……。

「何だよ、不服か？」

「不服……ってわけじゃあないですけれども……」

　俺的にはなんていうか、ほらトビオの「プロデューサー」みたいに横文字のかっこいい肩書きなんかを想像していたわけで。

「何の才能も特技もないおまえができることなんて、はっきり言ってない。役割を与えてやっただけでもありがたいと思え」

「ふあい……わかりました……」

「じゃあとりあえず、明日は挨あい拶さつに行くぞ」

「へ？　あ、挨あい拶さつってどこに？」

「どこって七しち大だい天てん使し少しよう女じよのところに決まってんだろ」

　ええっ？

「えええええええっ────!?」

　あまりに驚おどろき、思わず大声を上げる。

「ふわあっ！　びっくりしたっ！」

　俺おれたちの会話に飽きてあくびをしていたソフィアが、目をまん丸にしてその声に驚いた。

「え、あ、挨拶？　し、七大天使少女に俺が……挨拶!?」

「一応スタッフだからな。それと小お野の寺でらに現場を見せたい」

　マジ……かよ？

　降って湧わいた急展開に、俺の思考回路はまったくついていけなかった。ただ、ものすごいことが始まるかもしれないってことだけはわかった。




　　　　　　　　　　　　＊




　そしてその日は俺だけが挙きよ動どう不ふ審しんだった。

「ここがレッスン場だ」

　だってここには……、

「もうメンバーは入っているから」

「メ、メ、メンバーって、し、七大……天使の……？」

「ったりめーだろ。他に誰だれがいんだよ」

　生の、メンバーがいるっ！

「今日は七大天使メンバーのみの振り付け練習だから、候こう補ほ生せいたちはいない。まぁ挨拶だけだから気楽にいくといい」

「あ、あわわわわ……」

　まるで漫画のように慌あわてる俺のことは無視して、トビオはソフィアの肩をポンと叩たたいた。

「はい」

　ソフィアはとても堂々としている。まぁ七大天使少女の存在を知らなかったくらいなので、その名前にビビることはないだろうが、それにしても平然としていて、俺は「ああ、こういうのが生まれもっての性質ってやつなんだろうな」なんて思っていた。

「よし、じゃあ行くぞ」

　トビオが部屋の白い扉とびらを開ける。心臓が爆ばく発はつしそうなくらい高鳴った。

「１、２、３……あっ、紫し藤どうさん！　おはようございます！」

　頭をお団子にした、講師と思おぼしき背の高い女性が、トビオの姿を認めて挨拶した。

「おはようございます。どうですか？　進み具合は？」

「まずまずですね。でもこの子たちは覚えが早いから、心配ないと思いますよ」

「そりゃあよかった。いつもありがとうございます」

　トビオのビジネスモードへの切り替えには、いつも感服する。丁てい寧ねいな敬語や立たち居い振ふる舞まいはもちろん、なんていうかオーラまでキリッと別人だ。そしてこの女性、どこかで見たことがあるような……。

「あ、こちらは振ふり付つけ師しの冬ふゆ月つきマリ先生」

「えっ、あ、あのっ！　美人アイドル振付師の冬月マリ先生ですかっ!?　って、わ、す、すみません！」

　思わず大声を出してしまい赤面する。

　目の前にいたのはアイドル業界では有名な振付師、冬月マリ先生だった。七しち大だい天てん使し少しよう女じよを始めとする、人気アイドルの振り付けは、たいてい彼女が担当している。いきなり有名人に直面して早くもパニック状態の俺おれであったが、これは序章に過ぎなかった。

「ちょっとぉ～～何よコイツらぁ～～」

　聞きなれた舌ったらずのベビーボイス。声の方向を振り返ると……。

「わ」

　ずらり。

　夢にまで見た超絶アイドル、七大天使少女のメンバーがそこに並んでいた。

　ダメ、俺、死ぬ。




「じゃあ、とりあえず挨あい拶さつをしようか」

　七人の美少女を前に、俺はソフィアと並ぶ。キラキラと輝くオーラを眼前に、俺のＨＰは既にゼロだ。囲まれた鏡に映った、自分の姿という現実に消えてしまいたくなる。性別の違いはあれど、同じ生き物とは思えない。

「まずこちらは小お野の寺でらソフィア。まだオーディションは通過していないが、すぐに天使候こう補ほ生せいとしておまえたちと肩を並べることになると思う。今日はひとまず見学をしにきた」

「よろしくお願いします」

「はぁ？　何それ？　結局あんた来たわけ？」

　ぺこりと頭を下げたソフィアに、あんずが嚙かみ付いた。

「何よ、やっぱりおいしいって思ったんだぁ～？」

　こんな時にも舐なめている真っ赤なロリポップキャンディをクルクルとして、あんずは不敵に笑う。それを見てハラハラした。が。

「はい、おいしいと思いました」

　さすがはソフィアで、にっこりとそう返した。あんずはきょとんとしてから、

「きゃははははっ」

　と、高笑いする。

「あんた、面白いわねぇ。ちょっとは気に入ったわ」

　なんだか知らんが丸く収まったようだ。

「あんず、うるさいぞ」

　茶化すあんずをトビオが制する。右往左往しているのは、さっきから俺おれ一人である。

「はぁ～～い」

「と、いうわけだから、みんなよろしく頼む。そして次は……」

　お、俺の番……！

　エヘンと咳せき払ばらいをして襟えりを正す。

「み、みなさま……わ、わたくしは……ご、ご紹しよう介かいに、あ、預かりました……」

「新しいスタッフの佐さ藤とう永と久わだ。以上」

「ええっ？　それだけ？」

「それ以外に何があんだよ？」

　そ、それはそうなんだけど……。ほ、ほら……最強のファンとか……最強のゆりりん推おしとか……自分で考えておいて、俺はシュンとした。確かに何もない。

「ほら、挨あい拶さつしろよ」

「あ、よ、よろしくお願いしまーすっ！」

　慌あわてて頭を下げる。

「ったく……」

　そんな俺に呆あきれるトビオとのやりとりに、ゆりりんがクスリと笑ったのが見えた。や、やべえ！　俺、もう死んでもいい！

　その後、俺はメンバー一人ひとりと順番に挨拶をした。ぶっちゃけ、何を喋しやべったのか、そして相手が何を喋ったかなんて、ちっとも覚えていない。ただ、

「佐藤さんて、とっても面白いですね」

　ゆりりんにそう言われて顔面を真っ赤にして何も言えなくなり、皆に笑われたことだけは覚えている。

　恥ずかしさで消えてしまいたかった。




　　　　　　　　　　　　＊




「はあああああ！　緊張したああああ！」

　ＳＨＩＤＯ　ＭＵＳＩＣのレッスン場を後にしてすぐに、俺はそう叫んで頭を抱えた。本来、この台詞せりふを叫ぶのはソフィアの方であるだろうに、

「永と久わ、よかったねぇ」

　と、当の本人は余裕の表情である。

「ゆりりんマジかわいいよ～。いや、でもボーイッシュなまのまのも捨てがたい！　俺おれなんかにも気さくに喋しやべってくれて、なんていい子なんだ～」

「ったく……遊びじゃねーんだぞ」

「わ、わかってるよ！　でも……俺はマジでガチファンなんだよ！　それがおまえ、こぉーんな目の前で天使本人に出会えた上に喋れたんだぞ？　マジこれ死亡もんだぜ？　おまえにこの幸せがわかるか？」

「あーそんなに愛して頂いて、光栄、光栄……」

「あんだよ～、おまえなんかに一生俺の気持ちがわかるかぁあああああー！」

「あははっ。永久おもしろい」

　ソフィアに笑われると少し複雑な気持ちになる。

　確かにあの時、俺は七しち大だい天てん使しの美しさに目を奪われた。だけど、同時にソフィアの美しさも改めて実感したんだ。彼女の美び貌ぼうは、現げん役えきのアイドルに劣ることはなかった。むしろ人懐っこい自然なその魅み力りよくは、突出していたほどである。

　ひいき目なのかな？

　ソフィアの横顔を盗み見する。

　でも、その中でも君が一番綺き麗れいだったよ。

　なぁんて言えるはずもなく、むしろそんな恥ずかしい台詞せりふを思いついてしまったことに赤面した。それを誤ご魔ま化かすために、よりいっそう声を高めて叫ぶ。

「ちっくしょう～マジ天使だったぜぇ！　山やま岡おかに話したら殺されるだろうな。かおるんもマジ美人だったし！　なんていうの？　中性的な魅力っていうか……」

「まぁあいつ男だしな」

「そうなんだよ、一見少年のような…………って、え？」

「だから、男」

「は？」

「男」

「えええええええええ!?　男ぉぉおおお!?」

「なんだよ、うっせえなぁ……」

「え、ちょ、だ、だって、え？　男？」

「男おとこの娘こってやつだよ。今時別に珍しくないだろ？」

　いや、そうじゃなくて。

「なんで……採用したの？」

「え？　採用も何も、正当にオーディションからここまでを勝ち抜いてきたんだ。それだけだよ」

「ああそう……」

「それを断る理由ねーだろ。それにあいつ美人だしダンスもうまいし。結果良ければ全すべて良しだ。俺おれはその意味で差別しねープロデューサーだぞ」

　思考が、ついていかなかった。

「芸能界って……怖い……」

　とりあえず、かおるん推おしの山やま岡おかに同情しておいた。




「ああ、そうだ。一つだけ忠告しておく」

「忠告？」

「わかっているとは思うが、間違っても変な気を起こすんじゃないぞ」

「変な気って？」

「天使アイドルは恋愛禁止だ。ましてスタッフが天使に恋をするなど、決してあってはならない。わかったな？」

「は、はい……わかりました……」

　そうだった……。天使は恋愛禁止！

　だから、いくら彼女たちのそばにいようとも恋をすることは許されない……。ち、ちくしょう～～！　これじゃ生殺しだぜっ！

　でも……でもさ、ちょっとくらいは夢みたっていいよな？

　だってそれくらい、このことは俺にとって奇跡みたいな出来事だったんだ。




　　　　　　　　　　　　＊




「おはようございます！　今日からよろしくお願いします！」

　かくして、俺の「何でも屋」としての生活がスタートした。

　ソフィアは初心者のため、メンバーとは別のスタジオで練習をすることになっている。寂しいが、しばしお別れというやつだ。

　さて「何でも屋」の最初の仕事はっと……俺は張り切って屈伸運動をして景気づける。しかし、

「意外と……やることないな……」

　その実情は待ち時間がほとんどであった。

　ここは七しち大だい天てん使し少しよう女じよのレッスン場であるスタジオだ。レッスン場であるから、当たり前に皆はレッスンをしている。その間、俺は何をしていいのかわからなかった。トビオは事務作業をしていることがほとんどらしく、現場にはあまり顔を出さないらしい。

「おっ！　こ、この曲は……！」

　聞こえてきたのは、16ビット音の前奏。これは『天てん使し遊ゆう戯ぎ～エンジェルゲーム～』だ！

「き……うっ……」

　きたあああ！

　と、叫びそうになるのを寸前で堪こらえる。

　いかんいかん。ここは神聖なレッスン場。そして俺おれはここではファンではなくスタッフ。そう、関係者なのだ。

　関係者……！

　自分で言っておきながら、その甘美な響ひびきに酔よいしれる。

　そうだ、俺は関係者なのだから、こんな風にただのファンのように喜んでいては……ゆりりんかわいいなぁ……ハッ！　いかんいかん！

　そんな一人ツッコミを幾いく度どか繰くり返しようやく落ち着いた俺は、とりあえずやれることを探そうと、辺りをぐるりと見渡した。

「げっ」

　するとそこは、なかなかの悲ひ劇げきだった。

　テーブルの上には空からのペットボトルや食べかけのお菓子が散乱し、床には彼女たちの荷物などなどが無む造ぞう作さに置かれていた。

「こ、これは……」

　この光景は何だか見覚えがある。そうだ。ツイッターなんかでよく回ってくる、『女子高の真実』とかいう類たぐいの画像。

　そうか……女の子が集まると、こんな感じなんだ……かわいいからって、アイドルだからって、綺き麗れい好きなわけじゃないんだね……あははっ……。

　早くも目まの当あたりにした現実に、少しショックを受けながらも、

「しかし……放っておくわけにはいかないな……」

　これは主婦系高校生男子の血が騒ぐってなもんである。

「よし、いっちょやるか！」

　レッスンの終わりを待つ間、俺は天使たちの家政婦と化したわけである。




「はぁ～つっかれたぁ……って、あれ？」

　異変に最初に気づいてくれたのは、みんなの姉あね御ごこと本もと崎さき栄えい子こ、えーこ姉さんだった。

「あれあれ？　なんだか超キレーになってるぅ！」

「ほんまや～！」

　続いて、関西出身の元気系アイドル高たか城ぎ真ま乃の、通称まのまの。

「君が掃除してくれたの？」

　えーこ姉さんが俺おれの顔を覗のぞき込んで尋たずねる。

「あっ、はっ、はいっ！」

　紺こん色いろのスマートなジャージに身を包んだ健康的なボディ。その余りあるボディは、特に胸部を収めきることができず、胸の下辺りまで下げたファスナーの中からは、うっすら汗の滲にじんだ谷間が覗いていた。

　し、刺激強すぎだぜ……！

「マジ超サンキュー！　うちら掃除苦手でさ、すーぐ散らかっちゃうんだよね。助かったナリ♪」

　年齢のせいか少し言い回しが古臭いが、こんな風に素直に感動されると嬉うれしくなってしまう。えーこ姉さんはさすが最年長らしくしっかりしているし、面倒見も良い。豪ごう快かいでまっすぐ、まさに姉あね御ごといった感じで、とてもイメージ通りだ。

「わぁ、本当だぁ～」

　そして現れた、花の妖よう精せいゆりりんこと、花はな本もとゆりん！

　ゆ、ゆりり～～ん！

　俺はその妖精からどんな感謝の言葉が紡つむぎだされるのか、期待に胸躍おどらせた。しかし発せられた言葉は……、

「ラッキ～～♪」

　だった。えっ？

　思いがけない言葉にきょとん顔の俺に、えーこ姉さんがそっと耳打ちする。

「あの子さ、ああ見えて整せい理り整せい頓とんが超苦手なの。フラワーアレンジメントのセンスはピカイチだけどさ、それ以外がまるでダメ。鞄かばんの中とかぐっちゃぐちゃなんだから」

　言うが早いか、

「あれ？　鏡がない～あれ～？」

　と、床に座り込んで鞄の中からまるで幼児のようにポイポイと中身を取り出すゆりりんの姿が。

「ねっ？」

　えーこ姉さんはさも可お笑かしそうに笑ったが、俺には乾いた笑いしかできなかった。

　そ、そっか……そうなのか……お、お嬢じよう様さま育ちだから、きっと自分では何もできないんだろうな、うん。

　俺は自分で自分を納得させた。ゆりりんはイメージとは正反対だった。

　イメージ通りのアイドルと、そうでないアイドル。

　素すでアイドルになるタイプと、演じてアイドルになるタイプってのがいるってことなのかな？　そんなことをぼんやりと思っていたら、

「ひああっ！」

　ケツを触られた。

　ケツを触られた!?

「あら、いいケツしているのね」

　振り向くとそこには深しん窓そうの文学少女、水み無な月づき小さ夜よ子こ。通称小夜子さん。

「で、あなたは紫し藤どうさんとどういう関係なのかしら？」

「え、ええっ？　どういう関係って……」

「あの紫藤さんが心を許すなんて……きっと何かあるに違いないと思うの……」

「えっ？　はっ？」

「あなた、夏なつ目め漱そう石せきの『こころ』は読んだことある？」

「あ、え、えっと……確か教科書でちょっとだけ……」

「そう……あれはとても美しいわ……」

「は、はぁ……」

　会話が成り立たない。小夜子さんは相当にエキセントリックだった。そして、

「私、三次元でもイケるの」

「へ？　イケる？　何が？」

「カップリング」

「…………」

　腐ふ女じよ子しだった。

「きゃははっ。スタッフくん、いきなし小夜りんに狙ねらわれちゃったねっ！　がうっ！」

　くま耳パーカーのフードをかぶって、椅い子すの上に体操座りをしながら笑うのは、くま王国からやってきたお姫様ロリータ、熊くま野のうり。通称うりたん。

　わぁ！　ちっちゃ！　何このかわいい生き物!?

『姫ロリッくま』のぬいぐるみを片手に「がうがうっ！」と言ってにっかりと笑う。チャームポイントでもある八や重え歯ばがキラリと光った。うりたんは純粋にキャラクター通りといった感じである。しかし小学生が今のやりとりの意味を理解していて大丈夫だろうか？

　そこへ超絶中性美少女、かおるんこと国くに本もと薫かおるが通りかかる。彼女は俺おれを一いち瞥べつしただけで、何も言わなかった。

　ん？　この場合は彼なのか？

　なまじ実体を知ってしまっただけに接しづらい。とにかく言えるのは、彼女に関してはイメージ通りとかそうでないとかいう次元の話ではないことは確かだ。性別が違うのだから……。

　そして。

「ちょっとあんた使用済みペットボトルちゃんと捨てたの～？　持ち帰ろうとしてんじゃないでしょうね、このド変へん態たいっ！」

　高たか飛び車しやツインテール、Ａｎ様ことあんずがキャンキャンと吠ほえる。うん、こいつはどこにいても変わらないな。




「永と久わ～～喉のど渇いた～～ジュース買ってきて～」

「あっ、うりたんも～」

　ツインテールとちっちゃなくま耳に促されて、「はいはい」と頷うなずき颯さつ爽そうとコンビニに向かう俺おれ。

「ちょっとぉ～何よこれ！　０カロリーじゃないやつ買ってくるとか何考えてんの？　バッカじゃないの!?」

「ふええ……うりたんの『めろめろメロンミルク』は～？」

　そしてツインテールとちっちゃなくま耳に怒られる俺。

「ごめん、売り切れてて……」

「ええええ……うりたんの『めろめろメロンミルク』～～～～～」

　そんなに潤うるんだ瞳ひとみで見つめられると、非常に申し訳ない気持ちになる。

「ほら、うりたん泣いちゃうわよ。もっかい行ってきなさいよ。別のコンビニ」

　高たか飛び車しやツインテールが顎あごで俺おれをしゃくる。ちくしょう、親切の仮面をかぶって己おのれの欲望をも果たそうとするとは何たる悪わる知ぢ恵え。

「え、別のコンビニって……歩いて十五分以上かかるんですけど……」
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「じゃあ走ればいいじゃなあ～い。きゃはっ♪」

　真っ赤なロリポップキャンディを振り回しながら、さも可お笑かしそうにあんずが笑う。

　こ、こんの小こ悪あく魔ま……。

　しかしそれは口に出さず、（まぁ出したら殺されてしまうが）

「はいはい……」

　と、おとなしく再びコンビニへと向かう。出かけようとする俺おれに、うりたんが言った。

「永と久わおにーちゃん、ありがとくま～！　がうがうっ☆」

　お、お、おにーちゃん!?

　くま耳フードにフリルのついたピンクのジャージを萌もえ袖そでにして、両手を顔の横に爪つめを立てるポーズ。そしてうりたん独特の言語である「くま語」を駆使しての、

「永久おにーちゃん、ありがとくま～！　がうがうっ☆」（脳内再生）

　である。

「はいい～！　永久おにーちゃん、行って参りまぁあああああす！」

　俺はスキップをしながらスタジオを飛び出した。危ない世界に目覚めてしまいそうである。

　しかしそれも束つかの間ま。

「ちくしょう～～やっぱ徒歩十五分は地味に遠いぜ～～」

　さっきのうりたんのかわいさを以もつてしても、そのコンビニは遠かった。




　　　　　　　　　　　　＊




「ふぅ～疲れたぁっと……」

　俺はスタジオに通じる非常階段の踊り場で、さっきついでに買ってきたスポーツドリンクを飲んだ。冷たいドリンクが喉のどを潤うるおしていくのがわかる。

「ぷはー！　うめえ！」

　何でも屋ってのは、要はアイドルたちの小こ間ま使づかいで、こんな風に頼まれてコンビニへ買出しに行ったり、荷物を持ったり、スタジオの掃除をしたり……とにかくあらゆる雑用をするのが主な仕事だった。

「しかしいくら何でもこき使いすぎじゃね？　特にあんずの奴やつ！　あいつ学校でもスタジオでも態度変わんないのなっ！　んっとに、顔はかわいくても性格悪い……」

「だぁれが性格悪いってぇ～!?」

「ってわああああ！　ごめんなさいごめんなさい！　性格が悪いっていうのは堂々としているというある種の褒ほめ言葉であり決して……」

「あははっ。めっちゃびっくりしてるぅ～」

　高たか飛び車しやツインテールのＡｎ様が降こう臨りんしたかと、全身全力でビビってしまったが、そこにいたのは、

「あたしにそんな口の利き方していいわけぇ～？　……なっ、あんちゃんのマネ！　似てるやろ？」

　ボーイッシュなショートカット、高たか城ぎ真ま乃のだった。

「な、なんだぁ。高城さんかぁ」

「真乃でええよ」

「そ、そんな呼び捨てだなんて滅相もないっ！」

「？　よーわからへんけど……じゃあ真乃ちゃん」

「ま、真乃……ちゃんっ！」

　ちゃん付けをして呼ぶだけで、急接近したような感じがしてなんだか照れてしまう。

「真乃……ちゃん……」

　その幸福を反はん芻すうしていると、

「よっこらしょっと……」

　真乃ちゃんが俺おれのすぐ横に体操座りで腰掛けた。え、ちょ、距離近くない？

「なぁ、名前……永と久わくんやっけ？　永久でええ？」

　しかもまさかの名前呼び！　俺はコクコクと頷うなずいた。

「永久は、紫し藤どうさんの友達なん？」

「う……ん……友達……なのかな……うーん、友達……」

「なんや～歯切れ悪いなぁ」

「だってさぁ、あいつってなんていうかクールなとこあんじゃん？　俺もまだ仲良くなって浅いし……それに俺なんかと違ってあいつは天才だからさ、何考えてるかわかんねーっつーか……」

「ふーん……そうなんや。でも、紫藤さんはあんたのこと気に入ってると思うで」

「ええっ!?　どこが？」

「ほら紫藤さんって、あの性格やんか。天才肌っちゅーか……完かん璧ぺき主義っちゅーか……。せやからな、今までついたマネージャー、みんな長続きせえへんかったんや。そんで結局は、この半年くらい紫藤さんが一人でそれをこなしててん」

「はぁっ？　この大所帯のアイドルを一人で？　そりゃ無茶だろ！」

「せやねん。そんなん無茶っちゅー話や。まぁ、そんでもやりきってしまうのが紫藤さんやねんけどな。自分の認められへん人間は意地でも採用せえへん。そんくらいなら自分一人でやった方がマシ。そういう人やねん。せやから、今回新しいスタッフが来るて聞いて、うちらもびっくりしたんよ。でも……なんていうか、納得」

「納得？　なんで？」

「紫藤さんと永久な、正反対やけど似てんねん」

　真ま乃のちゃんはくすくすと笑いながらそう言った。

「ええっ？　正反対だけど似ているってそれどういうこと!?　てか、どっち!?」

　正反対だけど似ている……表裏一体ということか？　うーん……わからん……。

「難しいよ、真乃ちゃん……」

　俺おれは降参した。すると真乃ちゃんは

「うちも自分で言っててわからへんけどな、とにかくそんな感じやねん」

　と言って大だい爆ばく笑しようした。俺はズッコケる。

「なんだよ～自分でもわかんないのかよ～」

「あははっ。まぁとにかくや、そんな紫し藤どうさんがあんたのこと選んだんや。きっと何か魅み力りよくがあったんとちゃうん？」

「う～ん……自分ではわっかんねぇけど……」

「せやね。自分のことって実は自分が一番わかってへんのかもしれへん……」

　真乃ちゃんは体操座りをしながらゆらゆらと、誰だれに言うでもなく呟つぶやく。

「ところで真乃ちゃんは、みんなと一緒に休きゆう憩けい室しつ行かなかったの？」

　そう尋たずねると、真乃ちゃんは急に真剣な顔になって俺の顔をじっと見た。そのくりっとした大きな瞳ひとみに見つめられて、ちょっとドキッとする。

　え？　なにその潤うるんだ瞳。もしかして……俺にわざわざ会いにきたとか？

「ほんまいうと、敵てき情じよう視し察さつに来てんやんか」

　な、なんだ……俺は少しがっかりする。って、当たり前か。それにしても、

「敵情視察？」

　それは思いがけない言葉だった。

「そ。紫藤さん、あのソフィアって子にえらい入れ込んでるやんか。なんでなんやろ。友達なら、なんか知ってへんかなぁ思て」

　それは彼女には類たぐい稀まれなピアノの才能が……言おうとして俺は思いとどまった。真乃ちゃんの発した言葉が、気になったからだ。

　敵情視察。

　敵……。

「さ、さぁ……なんでだろう？　ま、まぁでもほら、ソフィアって美人だし、本人もこういうの好きみたいだし……単なる普通のスカウトじゃないかな？」

　俺は咄とつ嗟さに噓うそをついた。

「ふ────ん……」

　真乃ちゃんはどこか納得がいかないといった様子だった。

「まぁ……確かに別べつ嬪ぴんさんやしな……」

「それよりさ……ソフィアは……敵、なの？」

　それよりも俺おれは気になったことを尋たずねた。

「敵、やね」

「それはやっぱり……後から入ったから？　トビオに贔屓ひいきされてる的な……」

「何言うてんの。ちゃうよ」

　真ま乃のちゃんは語気を荒あらげた。

「みんな敵や。ここに入った時点で、みーんなライバル。だってな、あの子がもし七しち大だい天てん使し少しよう女じよに入ったとしたら、うちらの誰だれかがそこから落ちるってことなんやで？」

「…………」

　俺は絶句した。そんなこと、考えてもいなかった。

「みんな……必死や……」

　そう言うと真乃ちゃんは、キュッと唇を結んだ。

「まぁでも、ライバルであると同時に仲間やしな！　あんたもよろしくなっ！」

　真乃ちゃんは俺の肩をポンと叩たたくと、そう言ってウィンクをした。その言葉に少しはホッとするも、俺の顔はまだ強こわ張ばったままだった。

「あれれ？　なんでそんな顔しとるん？　って……うちが変なこと言ってもーたからか。あ～悪いことしたなぁ。せや！　じゃあ、永と久わが笑顔になるよーなおもろい話したるわ！　あんなうちのオカンの話やねんけど……」

　それから真乃ちゃんはたくさんの面白話をしてくれた。その話は本当に面白くて……。

「ぶっ……それマジ？」

「マジもマジ！　大マジやねんか！　そしたらオカンがグワーなって八や百お屋やのおっちゃんもパーンなって」

「ちょ、待って！　さっきから擬ぎ音おん多すぎで何が何だか……」

「何言うてんねん。これが浪速なにわ節ぶしや！」

「ええっ？　浪速節ってそういうことじゃないと思うけど」

「やかましいっ！」

　俺は涙なみだが出るほど笑った。真乃ちゃんは俺に気を遣ってくれたんだと思う。とても気さくに話してくれて、俺は思わず自分の話までしてしまった。学校でのトビオの姿、親友の山やま岡おかのおバカな行動、智とも花かとのギクシャクした関係の相談まで。

「あははっ。何や永久の周りはおもろい奴やつばっかりやなぁ」

「こっちは大変だって。それより何かごめん。俺の話ばっかりしちゃって」

「ええよ。楽しかったし。愚ぐ痴ちや相談その他もろもろ、高たか城ぎ真乃は二十四時間受付してるで♪　だって……」

「だって？」

「アイドルとスタッフは一心同体やもんっ！」

　か、かわいい……！

「真ま乃のちゃん……！」

「ちゅーわけで……悪いけど、うちの分のジュースも買うてきて……な？」

「しょ、承知致しましたぁぁああああ！」

　その日、何でも屋の俺おれはコンビニを十往復した。




「お疲れ様でしたぁ！」

　打ち合わせが残っている彼女たちを残して、一足先に現場をあがる。

「おっつ～」

「お疲れっくま～」

「お疲れ様！」

　メンバー全員が、笑顔で俺に挨あい拶さつをした。あれだけハードな練習をして、とても疲れているだろう。だけど、その顔は笑顔だった。

　すごいなぁ……。

　彼女たちは「プロ」なんだと、心の底から思い知った。




　　　　　　　　　　　　＊




「なんだよ。なんかご機き嫌げんだな、おまえ」

　山やま岡おかとの登校中。

　昨日の出来事を思い出して、ついニヤニヤしてしまっていたらしい。

「なんかあったのか？」

「べ、別に何もねえよっ……」

　俺は慌あわてて体てい裁さいを繕つくろった。

「ふーん……ま、いいや。ところでさ、昨日のユースト見たか？　まさかこの前のライブ配信してくれるなんてなぁ～。俺、サイトでかおるんアバターに情報教えて貰もらわなかったら見逃してたぜっ！」

「ああ……」

　実はそのゲリラ配信のことも、俺は事前に情報を知っていた。スタジオでメンバーから直接教えて貰っていたのだ。

　そう、俺はアバターのメンバーではなく、本物のメンバーに……！

　俺は再び、顔がニヤけそうになるのを堪こらえる。

「ん？　俺おれなんか面白いこと言ったか？」

「い、いや……昨日のライブ配信、マジ感動したよな～って思って」

「だよなぁ～。くぅ～～やっぱかおるんかわいいぜっ！」

　昨日のライブ映像を反はん芻すうしているのだろう。山やま岡おかは道みち端ばたで悶もん絶ぜつしていた。

　ファンの反感を買うという理由で、俺がスタッフになったことは公おおやけにするなとトビオに言われていた。だからいくら親友の山岡であっても、このことを話すわけにはいかないのだ。

「セットリストも神がかってたなぁ。やっぱライブはいいよなっ、永と久わ！」

「あ、ああ！　そうだな！」

　山岡とはいつものように、七しち大だい天てん使し少しよう女じよのファンとして普通に話す。

「またいつかライブ行きたいな！」

「おう！　絶対行こうな！」

　そう、日常が大きく変わったわけではない。でもいつもより、学校までの足取りは弾はずんでいた。




　そしてそんな俺は気づかぬうちに浮かれていて、もしかしたら鼻歌でも歌いながら廊下をスキップしていたのかもしれない。

「なんだか楽しそうね」

　振り返ると、そこには智とも花かがいた。

　そんなミステリアスに登場しなくても、と冗談を言おうと思ったが、その表情を見てすぐにその言葉を吞のみ込んだ。

　張り付いたような笑顔。でも、目が笑っていない。

　これは……機き嫌げんが悪い時の顔だ。

「最近、トビオくんとよく一緒にいるよね」

「あ、ああ……」

　智花は表情を崩くずさない。

「いつの間に仲良くなったの？」

「最近だよ」

「ふーん。そっか……」

　そして何も言おうとしない。きっとこっちが聞くまで、智花は何も言わないだろう。だから俺から尋たずねた。

「それが、どうかした？」

「…………」

「……どうしたんだよ」

「永久……騙だまされてないよね？」

「は、はぁ!?　騙だまされる？」

　思いもかけない言葉に、俺おれは思わず大声を上げる。

「どういうことだよ？」

「だって、おかしいじゃない。ＡとＣのクラスの子が仲良くするなんて、そんなこと滅多にないわ。ましてそのトップにいるトビオくんとだなんて……」

　そういうところに鋭いのはさすが智とも花かだった。

　しかし七しち大だい天てん使し少しよう女じよプロジェクトのスタッフとしてあいつと仕事をすることになったことは言えない。俺は適当に誤ご魔ま化かすことにした。

「騙されてなんかいねーよ。なんか、ちょっと喋しやべったらあいつ意外といい奴やつだったんだよね」

「それが騙されているって言ってるの！　それに……小お野の寺でらさんとだってやっぱり……」

「ソフィアがどうかしたのか？」

「……何でもない。とにかく、私はトビオくんと仲良くするのはやめた方がいいと思う」

　智花は、お得意の複雑な表情をした。いつもの俺なら、「やっぱりこいつわけわかんねー」って、適当に流してしまったかもしれない。

　でも、今回は違った。

「やめねーよ！」

「えっ？」

　そのいつもより強い口調に、智花は少し面食らったようだった。

「俺はやめない。それに、騙されてもいない」

「永と久わ……でも」

　智花が何か言おうとしたが、俺はそれを遮さえぎって言った。

「確かにトビオは俺たちＣクラスに対してひどいことを言うけどさ、それも仕方ないところがあって……」

「仕方ない？　何が？」

「あ、う、うーん……それはうまく言えないんだけど、とにかく！　あいつは七大天使少女のプロデューサーとして頑がん張ばっているっていうか、だから俺も尊敬するっていうか……」

「まだアイドルの話!?　要はトビオくんにくっついて、アイドルの話でも聞こうとしてるんでしょ？」

「ちげえよっ！」

「何よっ！　アイドルのことになると夢中になっちゃって！　私の話なんてちっとも聞かないんだからっ！　そんなんだから無む駄だ遣づかいはするわ成績は落ちるわ鼻の下伸ばして気持ち悪いわ……だから私、アイドルなんて嫌きらいなのよっ！」

　おい、そこまで言うか!?

　売り言葉に買い言葉で、俺は思わず声を荒あらげる。

「おまえそんなこと言うけどさっ！　じゃあ七しち大だい天てん使し少しよう女じよのライブ見たことあるのかよ！」

「ないわよっ！」

「見たことなくてそんなこと言ってんじゃねえよっ！　まずは七大天使少女のライブＤＶＤを見ろっ！　話はそれからだっ！」

「ＤＶＤ？」

「おう！　それならうちにいっぱいあるからな！　うちに来てそれを見て度ど肝ぎもを……」

「う、うちって……永と久わの……？」

「ああ？　当たり前だろ？　俺おれの……う、ち……」

　急に赤面した智とも花かを見て、俺はようやく自分の口にした言葉の意味に気がつき焦る。そういえば智花がうちに来るのは、何年ぶりのことだろう？




　　　　　　　　　　　　＊




「おかえりっ♪」

「ただいま……ってうわああああ!?」

　日常的な挨あい拶さつの条件反射として、「おかえり」と言われ俺はナチュラルに「ただいま」と言ったわけであるが、その「おかえり」を発した人物を把は握あくした瞬しゆん間かん、絶叫を上げた。

「な、何でおまえがうちにいんだよ!?」

「ち、違う！　俺はあいつらにけしかけられて、っていうかジャンケンに負けて、新婚奥様よろしくあなたおかえり～♪　のテンションで出迎える罰ばつゲームを……」

　出迎えたのは、エプロンを付けて赤面するトビオだった。そしてもう二人。

「も、もうダメ！　くるひい～～」

「トビオちゃん、なかなかの役者だったぜえ！　よっ！　さすがは御おん曹ぞう司しっ！」

　笑いながら居間から転ころがり出た、ソフィアと親おや父じ。

「トビオくん……エプロン似合っているよ～……ぷっ……あは、あははは……」

　ソフィアは涙なみだを出して笑っている。何が何だかわからないが、この罰ゲームはぜひとも彼女が受けて欲しかったと切に思う。

「ちくしょう！　笑うなっ！」

「はいっ…………ぷっ……くっ……あはは……あはははは」

「ちょ、ソフィアちゃんそりゃないよ～おじさんせっかく我が慢まんしていたのに～」

「だ、だって……エプロンつけて真剣に怒っているから……お、おかしくって……」

「だから、笑うなってば！」

　置いてけぼり感、ぱない。

　その光景を見ながら、俺たちは玄関で呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。




「と、いうわけなのです」

　ソフィアはニコニコしながら一いち部ぶ始し終じゆうを説明したが、さっぱり意味がわからなかった。

「えっと……まとめると……まずトビオはＣＤ‐ＲＯＭを買いに電器屋に行った……そしてそこでパソコン画面に見入るソフィアを見かけた……」

「アイドル天使ちゃんの映像が流れていると聞いて、見に行っていたの」

「えっ、わざわざ？」

「うち、ＤＶＤ見られるものないから……」

　ああ、貧乏悲哀。

「そ、そっか……。で？　あまりにパソコンコーナーにいたので、店員に注意されたと。そこで」

「俺おれ、登場だ。何やら揉もめている様子だったので、とりあえず目の前にあったノートパソコンをキャッシュで購入した」

「なるほど……って、ええええええ!?　何で？」

「買えば文句ないのだろう？」

「そ、そりゃそうだけども……」

「で、これがそのパソコンで～す！　じゃじゃーん！」

「これからダンスの練習もあるだろうし、ＤＶＤくらい見られた方がいいだろうと思ってこいつにやった。まぁ、手始めの給料みたいなものだ」

　ソフィアは素直に受け取ったようだ。その辺はさすがちゃっかりしている。かわいい顔して、ぶっちゃけ育ちが悪い。

「ま、まぁそこまでの話はわかった。で……そこで何で親おや父じと出会うんだよ!?」

「へ？　何が？」

　まさか自分に振られると思わなかったのか、ソフィアと共に「ねぇ～」なんて言い合いながらパソコンにキャッキャウフフしていた親父はキョトンとした顔でこちらを向いた。

「だから！　そこで何で親父に会ってしかも全員で俺ん家ちに居るんだよ!?」

「ここは俺の家でもあるんだぞ！」

　親父が威張る。

「そうじゃなくて！　ああもうっ！」

「ははっ。悪ぃ悪ぃ！」

　俺の苛いら立だちを見て、親父はふざけるのをやめた。

「まぁ、簡単に言うとな。俺はいつものごとく、やることもないので電器屋をウロウロしていたんだ」

「仕事探せよ！」

「まぁそう言うなって。でな、そこでたまたま、ズビッとキャッシュでパソコンをお買い上げしたトビオちゃんを見かけちゃったわけよ。おお～羽は振ぶりのいい高校生がいるなぁ～と思ってさ」

「で？」

「で、話しかけたんだ」

「何な故ぜ話しかける!?」

「いや、仲良くなっておいたらいい事あるかなぁ～と思って。そしたらさぁ～まさかのＳＨＩＤＯグループの御おん曹ぞう司しでやんの！　俺おれって超見る目ある～♪　しかもよくよく見たらおまえと同じ学校の制服じゃん？　しかも友達だって言うじゃん？　こりゃあもうウチでパーリィっしょ？」

「で、俺はついでだからおまえの家で打ち合わせをしようとお言葉に甘え招かれたというわけだ」

　まったく意味がわからない。

　が、そういうことらしかった。

「私までお邪じや魔ましちゃってごめんね」

　いや、ソフィアはいいんだけどさ。それにしてもトビオが俺の家にいる光景はなんというかシュールである。

「で……おまえは何なんだよ？　ああん？」

　ニヤニヤとしながら、親おや父じが顎あごでしゃくる。その先には、

「あ、お、お邪魔して……います……」

　苦笑いの智とも花か。俺ですらまったくついていけていないこの状況だから無理もない。こんな中に連れてきてしまって、気の毒なことをした。

「しっかし久しぶりだなぁ～智花ちゃんっ！」

「は、はい。お久しぶりです。おじさん」

　小さい頃ころはよくうちに遊びに来ていたので、親父と智花はもちろん顔見知りだ。

「や～すっかり美人さんになっちゃって。で、おまえ。智花ちゃんを家に呼んで、何企たくらんでやがったんだ？　このぉ～」

「そ、そんなんじゃないって！」

　俺は慌あわてる。なんていうか、この状況は色んな意味で非常に気まずい。俺は無理矢理に話題を変えた。

「そ、そういや智花とソフィアは初対面だったよな？　し、紹しよう介かいするぜっ！」

　というわけで、急に襟えりを正した自己紹介タイムが始まった。

「はじめまして。黒くろ谷たに智花です」

「はじめましてっ。小お野の寺でらソフィアですっ」
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「ど、どうも……」

「う？　ど、どどどどうも……」

　そうだ、智とも花かは極度の人見知りなのだ。そして、その実は人見知りとは正反対の性質であるソフィアは、同い年であるのにもかかわらず恭うやうやしく頭を下げる智花に対して明らかに動揺している。仕方なく俺おれは助け舟を出した。

「えっと、智花は俺の幼おさな馴な染じみなんだ」

「幼馴染！　わぁ～いいねぇ。ステキ！」

「えっ、ステキ!?　どこが？」

　そしてこういう時だけはっきりと答えるのも智花である。まぁいいけど……。

「私、小さい頃ころから住む所を転々としているから、そういう昔からの友達ってすっごくうらやましいなぁ」

「そうなんだ……」

「転校も多かったし、あんまり友達もいないの」

　笑いながらも、少し寂しそうな顔をするソフィア。

「じゃ、じゃあさ！　これからたくさん作ろうぜっ！」

「うんっ！　よろしく智花ちゃんっ」

「は、はいっ」

　強引に智とも花かの手を取り、嬉うれしそうにブンブンと振り回すソフィア。よっぽど嬉しかったんだろう。その光景はなんだか微ほほ笑えましかったし、知り合い同士が友達になるというのも何だか嬉しかった。




　しかしそんな状況も束つかの間ま、俺おれの存在を忘れちゃ困るとばかりに、いけすかない低音のカットインである。

「で、この状況どう説明するんだ？」

　トビオだ。その不ふ機き嫌げんなトーンに俺は焦る。

「説明って？」

「どう考えたっておかしいだろ。おまえん家ちに俺と小お野の寺でら。あまつさえ今から打ち合わせをしようとしている。この状況を黒くろ谷たににどう説明すんだよ？」

　その不機嫌なトーンのまま顎あごでしゃくられ、智花は萎い縮しゆくして小さくなっていた。偶然とはいえ、智花を巻き込んだのは俺の責任だ。

「智花には……全部話しても大丈夫だと思う」

「根拠は？」

「根拠……それは……幼おさな馴な染じみだからっ！」

「はぁ？　そういうのは根拠って言わねーんだよ」

「ただの幼馴染じゃねえっ！　俺の……」

「俺の？」

「信用できる幼馴染だっ！」

　俺は声を張り上げた。

　親おや父じと智花が、コントのようにガクッとなったような気がしなくもない。

「ったく……おめでたい奴やつだな、おまえは……。まぁいい。そこまで断言するんだから信用してやるよ。おい、黒谷！」

「は、はいっ……！」

「というわけで、今俺はアイドル七しち大だい天てん使し少しよう女じよの仕事をこいつに手伝って貰もらっている。そして、この小野寺はその新メンバーとして加入する予定だ」

「えっ……ええっ？」

「まぁ詳くわしくはおまえの幼馴染とやらに聞いてくれ。俺はさっさと打ち合わせを始めたいんだよ」

「智花もいていいだろ？」

「ああ、好きにしろ」

　よかった。

　それにこれも何かの縁えんだ。これがきっかけで、智花がアイドルを好きになってくれるかもしれない。いや、好きにならなくてもいい。俺おれが今夢中になっていることを、何な故ぜだか智とも花かにも知って貰もらいたかった。

「しかし腰が痛いな。ソファとかないのか？　このクソ狭いリビング」

「人ん家ちの一番広い部屋であるリビングをクソ狭いとか言うな！」

「ここが一番広いのか!?　俺ん家のクローゼットくらいだぞ」

「悪かったよ、クローゼットに人が住んでいて。嫌いやなら帰れ」

「まぁでも居心地は悪くない。で、まずはこれを見てくれ。美み咲さきさんからシナリオが届いた」

「うわっ！　マジで？」

「これは？」

　美咲さんと聞いて、智花も身を乗り出す。本好きのこいつは、美咲さんのことを尊敬しているのだ。（だから俺と美咲さんのことを誤解した件については、正体を知ってからとても丁重に謝罪した）

　俺は智花に、今度のＰＶのシナリオを美咲さんに書いて貰うことになったいきさつを説明する。これには智花も興味を持ったようだった。

「彼女すごいよ！　俺のイメージを超こえたものがきた！　後はこれを絵コンテに起こす。だいたいのロケ地も頭の中で決まった。これを見てくれ」

　トビオは自身のノートパソコンを開くと、その中のアイコンをクリックした。再生ソフトが起動され、映像が映し出される。

「この前ロケハンしてきたんだ」

「ロケハン？」

　トビオの話す専門用語はいつも俺にはちんぷんかんぷんである。

「ロケ地を探しに行くことだよ。いくつかいい場所が見つかった」

　廃はい墟きよや草原など、様々な映像が映し出される。どこも見知らぬ土地に見えた。

「え、これどこだよ？」

「割と近場だぞ。というか近くないと困る」

「近場にこんな所があったのかよ。なんか……すげえ幻げん想そう的てきに見える」

「そういう風に撮とっているからな。俺の腕舐なめんな」

「トビオくん、すごいねぇ……」

　ソフィアがホウとため息をつく。俺も素直に奴やつを尊敬した。常に居い丈たけ高だかで、強気のトビオ。でも、奴にはそうするだけの理由があるのだと、俺は何度も理解させられた。

「ただ……何かが足りないんだよな……」

「何かって？」

「それがわからない。今回のＰＶは映画風を意識しているんだ。実際、曲の前後にはストーリーも入れる。そうした時に、いつもの感じじゃどこか物足りないんだよ……」

「物足りない……」

　再び映像に目を落として、俺おれにその足りない物がわからないかとしばし考えた。が、当たり前にわからなかった。ソフィアも画面に目を凝こらしているが、「むむー」と言ったきりだ。沈黙の中、口火を切ったのは意外な人物であった。

「ノスタルジックさ……？」

　智とも花かである。

「ノスタルジックって何だよ？」

　日ごろ俺のボキャブラリーのなさをなじるだけあって、智花の語ご彙い力りよくは豊かだ。

「うーん……なんて説明したらいいのかな……懐かしさ？　みたいなもの。さっきのシナリオの雰ふん囲い気きからしても、この映像はパキッとしすぎているっていうか……うーん……何だろう。ごめんなさい、私うまく言えなくて」

「いや、わかるよ。まさにその通りだ。説明してくれてありがとう、黒くろ谷たに」

「い、いえっ」

　智花はうつむき赤面しながら首を振った。

「その通りなんだが……それをどうしたらいいものか……」

「その答え、俺なら解決してやれるぜ？」

「えっ？」

　寝ていると思っていた親おや父じが、起き上がって言った。

「なぁトビオちゃん、これ何で撮とってる？」

「５Ｄです」

「ヒュ～♪　今時だねぇ。マークⅢかい？」

「え、ええ……」

「なーるほどねぇ。いいよなぁ。今やデジタル一眼で動画も撮れちゃうんだもんなぁ」

「お、おじさん……何者ですか？」

「何者ってわけじゃあないが……ちょいとカメラをかじったことがあってね」

　そう言って親父はウィンクをした。気持ち悪い。

「親父、カメラマンなんだよ」

「マ、マジですか？　道理でお詳くわしい」

「カメラマンさん！　すごいすごーい！」

　ソフィアが驚きよう嘆たんするのが悔しくて、俺はそれに「まぁ今はただのプーだけど……」と、横よこ槍やりを入れた。

「ああん？　一言多いんだよ、おまえは！　俺はな、撮りたい物しか撮らない。それだけだ。でな、そんな俺のアンテナがビビッときちゃったわけよ、トビオちゃ～ん」

「え？」

「その物足りなさの理由、教えてやんぜ！」

「本当ですか？」

「ああ。トビオちゃん、これを映画っぽくしてーんだろ？」

「はい」

「よし。待ってろ……」

　そう言うと親おや父じは、引き出しからゴソゴソと一枚のＤＶＤを取り出した。

「これを見てくれ」

　ディスクを再生する。映し出されたのは、山に囲まれた田舎いなか道みちの風景だった。その田舎道を、白いワンピースを着て麦わら帽ぼう子しをかぶった少女が歩いている。さぁっと風が吹いた。少女の麦わら帽子が飛ぶ……。

「……これは？」

「俺が撮とった短編映画だ」

「ええっ？　親父、映画なんて撮ったことあるの？」

　驚おどろいたのは俺おれの方だった。

「まぁ、これが最初で最後だったがな。自分で言うのも何だが、なかなかの出来だったんだぜ？」

　親父は得意げな顔をする。何な故ぜだかいつものように、茶化すことができなかった。

「で、だ。トビオちゃんが求めているのって、こういう映像じゃないかい？」

　トビオは、食い入るように画面を見つめていた。

「そうです！　まさにこの雰ふん囲い気きです！　このノスタルジックな質感……これ、どうやって編集しているんですか？」

「こいつぁ、加工じゃない。フィルムで撮った映像だよ」

「フィルム？」

「ああそうだ。この質感は、デジタルじゃ出せねえ」

「フィルム……ああ……でも……まさにこの感じです……俺のイメージ通りだ……でも、フィルムか……」

「……時代遅れ、だって？」

「いえ、そういうことではないです。いい物を作るために、最適な道具を選ぶことが重要だと思っていますから。ただ、今ではもう貴重なものかと……」

「ふーん……ふふふふん」

「何笑ってんだよ、親父？」

「気に入った」

「え？」

「返事次第ではどうしようかと思っていたんだ。気に入ったよ、トビオちゃん」

　そう言うと、親おや父じはいそいそと台所へと向かった。

「おい、どこ行くんだよ？」

　バタン。

　冷蔵庫を開ける音がした。

「おやつか？」

　戻ってきた親父の手にあったのは、

「あっ、非常食！」

　銀色の丸い缶かんだった。

「ああん？　非常食？　おまえ何言ってんだ？」

「てめえがそう言ったんだろーが！　じゃあこれ何なんだよ、一体!?」

　親父は、その質問を待っていたという顔をしてニヤリと笑うと言った。

「これはフィルムだよ」

「ええっ!?」

　四人同時の驚きよう嘆たんだった。

「これ、フィルムだったの？」

「おうよ。正しよう真しん正しよう銘めい、16ミリフィルムだ」

「……冷蔵庫に入っていたよ？」

「ああん？　フィルムは冷蔵庫に入れるのが常識だろ？」

　知らねえよ。

　心の中で突っ込みを入れる。でも、ぽんぽんと専門用語を口に出す親父は、何だか別人のようだった。

「なぁ、トビオちゃん。取引しねーか？」

「取引……ですか？」

「俺おれはトビオちゃんが気に入った。だからこのフィルム、使っていいぜ」

「本当ですか？」

「代わりに、そのＰＶを俺に撮とらせてくれ。もっともトビオちゃん、フィルムのカメラなんて持ってないだろう？　俺、持ってるんだなぁ～」

　トビオは少しの沈黙の後に言った。

「こちらからもぜひお願いします」

「うっひょ～♪　マジ？　マジで？　やったぜー！　サンキュー、トビオちゃ～ん♪」

　親父はまさに心の底からといった風に喜んだ。

「いや～このデジタルのご時世にフィルムで映像撮れるなんて思わなかったぜ。もともと俺が仕事を干ほされたのは、これにこだわったからなんだ」

「そうなんだ……知らなかった……」

　親おや父じが映画を撮とったことがあるなんてことも知らなかった。職しよく人にん気質かたぎだと言ったお袋の言葉を思い出す。俺おれは少しだけ困惑した。それは、親父を見直してしまっているということにおいて。

「親父って……すごかったんだな……」

　思わず呟つぶやく。

「おじさんは昔からすごかったよ」

　何な故ぜか智とも花かが親父を褒ほめた。親父はもう有う頂ちよう天てんである。思わぬ助すけっ人との登場に、トビオも嬉うれしそうだった。みんながみんな、笑っている。

「永と久わ、なんだかすごいね。楽しくなってきたねっ！」

　ソフィアが俺の両手を取って、にっこりと笑う。

「ああ！」

　頷うなずいたけれど、本当は少しだけ寂しかった。その包まれた笑い声の中で、俺だけが何もない気がしたからだ。こんな時にも、コンプレックスを感じる自分が嫌いやだった。
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　そんな俺のちっぽけなコンプレックスなどお構いなしに、物事は進んでいく。

　そう、それはまさにとんとん拍びよう子しというやつだったと思う。

　ソフィアがきっかけで、俺は七しち大だい天てん使し少しよう女じよのアイドルプロジェクトに関われることになり、美み咲さきさんがそのＰＶのシナリオを書いてくれ、まさかのうちの親父がその撮影をする。

　日常にこんなことが起こるだろうか。

「まさかこんなにうまくいくとは思わなかったよ」

　人ひと気けのない昼休みの音楽室。

　俺たちは教室の喧けん騒そうから逃れて、ここで打ち合わせをしていた。

　俺から見たら非日常の世界にいるトビオがこう言うのだから、俺からしてみればなんていうかもう、奇跡に近い出来事が起こっているんだと思う。

「でも、こういうことってたまにあるんだよな」

「こういうこと？」

「なんていうかさ、こういうのって運命なんだよ。一つのきっかけで、散らばった点が急に線になる。それが縁えん。エンターテイメントを創つくっているとさ、たまにこういうことがあるんだ」

「ふーん。俺には未知の世界だよ」

「だろうな」

「うるせえ！」

　そんなことを言い合う俺たちは、音楽室でノートパソコンを広げてトビオの作った絵コンテのチェックをしている。

「でも、感謝している」

「へ？」

「その散らばった点を結んでくれたのは、全部おまえだからな」

　急に真ま顔がおでそんなことを言うので、その意味が把は握あくできなかった。

「どういうこと？」

「……わかんねーならいいよ」

「なんだよ、気になるだろ？」

「気にするな。いいんだよ、褒ほめてんだから」

「……よくわかんねーけど……褒めてんなら別にいいか……」

「……ったく。相変わらず素直でいいよな、おまえは」

「ええっ？」

　やっぱり褒められてはいない気がした。

「なぁ、ところでここはどう思う？　さっき見せた空き地をそれらしく見せるか、思い切ってイメージジャストのこの土地で撮影するか」

「うーん……やっぱりイメージ通りの場所の方がいいんじゃないか？　物語の雰ふん囲い気きにもすげえ合っているし……」

「だよなぁ……」

　トビオは「う～ん」と唸うなると、エクセルアイコンをクリックし、別の画面を開いた。そこには何やら数字が羅ら列れつされていた。

「しかし遠方のロケとなると予算がな……人数分の交通費だけでも……」

「それ何？」

「フェイスチェンジの売り上げだよ。当てられた予算で足らない時は、ここから捻ねん出しゆつしている」

「え、マジで？」

「俺おれが稼かせいだ金だ。文句はないだろう？」

「そうじゃなくて……おまえってやっぱすげえな」

　やっぱりトビオは別格だ。そう思った。

「ん？」

「どうした？」

「なんか今月の売り上げがやたら多いんだ……」

「いいことなんじゃないのか？」

「そうなんだけど……」

　言ったきりトビオは「前年比が……広告バナーも貼はっていないのに……上じよう顧こ客きやくが……」などとブツブツ言いながら自分の世界に入ってしまい、そのまま昼休みの終わりを告げるチャイムが鳴った。




「おい、どこに行っていたんだよ」

　教室に戻った俺おれに、山やま岡おかが声を掛ける。

「トビオと音楽室」

「二人っきりで？」

「そうだけど。……どうした？」

　山岡がプルプルと震えている。今にも吹き出しそうになるのを我が慢まんしているようだった。

　なんだよ、人の顔を見て笑うなんて失礼な奴やつだ。そして吹き出しそうなまま、充分に合間を取って山岡が言った。

「おまえら噂うわさになってんぞ」

「え？　噂？　どんな？」

　俺はスタッフのことがバレてしまったのかと慌あわてたが、返ってきたのは思ってもみない答えだった。

「あの二人、絶対デキてるって」

　デキてる……？

　そう言った瞬しゆん間かん、それがスイッチだったかのように山岡は爆ばく笑しようした。

「はーっはは……おまえ……男と噂になってやんの……！　しかもトビオと……！　は、ははっ……おっかし……」

　俺が、トビオと？

　ようやく事情を把は握あくした。瞬間、

「って、はぁぁぁあああ!?　何言ってんだよ、おまえ、んなわけねーだろっ!?」

　山岡の胸ぐらを摑つかんで揺さぶり叫んだ。

「確かに俺は最近あいつと仲がいいよっ！　でもそれには理由があっていやでもその理由は秘密であって、あっ！　秘密ってそういうピンクな内容じゃないからなっ！　あくまで……」

「い、いてえ！　いてえよ！　ってか言ってるの俺じゃねえから……！」

　ハッ！

「わ、わりい……つい……」

　女子とも噂になったことがない俺の噂デビューがまさかの男で、しかもそれがトビオと知って少し動揺してしまった。

「ちょっとおまえから何とか誤ご解かいを解いてくれよ。俺から言うと必死で言い訳しているみたいじゃん？」

　悲ひ壮そう感かんたっぷりに山岡に手を合わせる。しかしそんな俺を今度は笑わなかった。

「それから……もう一つ変な噂があるんだ」

「もう一つ？」

　打って変わっての神妙な面おも持もち。

「ソフィアがやべえんだよ」

「え？」

　そう、それはあまりにもとんとん拍びよう子しで、毎日が楽しくて。俺おれはあの「悪評」のことを忘れていたんだ。
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「トビオ！　大変なことになった！」

「ああ。俺も今知って、おまえの所に行こうと思っていた。ソフィアは？」

「それが……さっき授業が終わってすぐに呼び出されちまったんだ……」

「チッ……一足遅かったか……」

「どうしよう……ていうかどうすればいい？」

「うろたえるな。まず状況を把は握あくする。まず鈴すず木き優ゆ妃き菜なが襲おそわれたことは本当なんだな？」

　鈴木優妃菜とは、以前にソフィアに絡からんできた三人の少女のうちの、リーダー格だったギャル系の女子である。その彼女が、

「何者かに襲おそわれたらしいんだ……」

　俺は噂うわさで聞いた一いち部ぶ始し終じゆうをトビオに話した。

　鈴木優妃菜が学校からの帰宅途中に、何者かに襲われ脅おどされた。

　人ひと気けのない路地裏。強気な彼女であるが、スマホを夢中でいじっていて、不意をつかれたらしい。何者かに後ろから羽は交がい絞じめにされ、刃物を突きつけられたというのだ。そしてその彼女を襲った「何者か」というのが、ソフィアだという噂が立っているのである。

　始めは単なる噂話に過ぎなかった。だがしかし、それを聞きつけた鈴木優妃菜の両親が学校に乗り込んできたため、学校側も事態を大きく見て当事者に事情を聞くべくソフィアを呼び出したのである。

「犯人が小お野の寺でらかもしれないという根拠はあるのか？」

「まずは本人の証言で、髪の長い女子高生だったって。これだけだったら、信しん憑ぴよう性せいも薄かったんだけど……問題は山やま田だ姫ひめ華かの目もく撃げき証言なんだ」

「山田姫華……あのロリータか」

「うん。二人はその日、会う約束をしていた。襲われたのは、その待ち合わせ場所に辿たどり着つく寸前だったらしい。山田姫華は、襲われた鈴木優妃菜の叫び声を聞いて急いで現場に駆けつけた。そこで逃げるソフィアをはっきりと見たらしいんだ……」

「目撃者がいるのか……マズいな……」

「なぁ、ソフィアがそんなことするわけがないよ。確かにあいつはクラッシュクイーンなんて呼ばれていたけどさ、でもいわれなき暴力なんて振ったことないんだよ。まして……刃物だなんて……」

「そんなことは俺おれだってわかっている。ただ、状況が圧倒的に不利なんだよ……」

　Ｄ地区の出身であるということ……。

　そう、そもそも彼女が犯人だということに信しん憑ぴよう性せいを加えた一番の原因はそれだ。もう一人の仲間である加か藤とう綺き羅ら々らが、掲示板やツイッターなどでソフィアの素す性じようとともに「犯人はこいつ」と拡散したことで瞬またたく間にこの噂うわさが広がったのである。

「あっ！　あいつら三人が腹いせにやった自作自演なんじゃないのか？」

「それはない。この話を聞いてすぐに、直接あいつらに聞いたんだ。あの言い方は、本心から小お野の寺でらが犯人だと思っている様子だった」

「じゃあ誰だれが……」

「不自然な点があるんだ」

「不自然な点？」

「あいつはハーフで、かなり目立つ容姿をしている。そこらの芸能人クラスだと言っていい。犯人が小野寺ではないという前提で考えた場合、では真犯人はその小野寺と見間違うほどの美び貌ぼうを持った少女ということになる」

「あ、ああ……」

「人は極限状態になると正しい判断ができない。前回の一件もあってあいつらは少なくとも小野寺を怨うらんでいるだろうから、瞬しゆん間かん的てきに彼女に襲おそわれたと思い込んでも仕方がないと思う。ただ、そんなに目立つ容姿をした奴やつが、そんなに無防備に姿を晒さらして人を襲うだろうか？」

「確かに！　普通変装とかするよな」

「そうだろ？　なんていうか……あからさま過ぎるんだ。むしろ……小野寺を潰つぶす手段と考える方が納得がいく……」

「つ、潰す!?」

　穏やかでない言葉に、思わず声が大きくなる。

「自分で言うのも何だが、七しち大だい天てん使し少しよう女じよの人気は急上昇している。同じ業界の人物であれば、ソフィアの可能性にはすぐに気がつくだろう。そんな彼女がメンバー入りすれば、七大天使少女の人気が更に上がることも歴然だ。だから、その前に不ふ祥しよう事じを起こさせてそれをおじゃんにする……ありえない話じゃない」

「え、ええ!?　そんなことあるの？　芸能界ってそういうところなの？」

　怖すぎる！

　俺はすっかりびびってしまったが、

「とにかく今はなんとかしてあいつを助けることが先決だっ！　行くぞ、永と久わっ！」

　まったく怖おじ気けづいていないトビオを見て、思い直す。

「おうっ！」

　俺おれだって何かできるはずだっ！

　そう心の中で唱となえ、深呼吸をすると走り出した。
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「で、Ｃの貴様が何をしに来た？」

　ソフィアは理事長室にいると聞いて、「大丈夫、俺の家は多額の寄付をしているから怒られたりしない」というトビオの言葉を信じて突入したわけであるが。

　そこにいたのは差別主義者で有名なＡクラス主任、有あり栖す川がわだった。

「ここは貴様などが気軽に入室していい場所ではない。それともまた騒ぎを起こしにきたのか？」

　そして確かにトビオは怒られなかったが、俺のみがナチュラルに怒られる。

「永と久わっ！　トビオくんっ！」

　そしてその奥には、重厚感のある黒いソファに座ったソフィアがいた。

「ソフィアッ！」

「どうしてここに？」

「俺たち……心配で……」

「ふーん。なるほどねぇ。クラスメイトのことが心配でヒーローよろしく助けに来た……と。いかにも知能指数が低いＣのやりそうなことだ」

「突然すみません、有栖川先生。お伝えしたいことがあります」

「紫し藤どうくん。君のように優ゆう秀しゆうな生徒が、こんな底辺の人間と行動を共にするとは、感心できないねぇ」

「彼はオマケです」

「おいっ！」

　俺のツッコミを無視して、トビオは続ける。

「伝えたいこととは何だい？」

　有栖川はその長い前髪を（なんでいけすかない奴やつの前髪は総じて長いのだ？）ふっとかき上げ、銀フレームの細い眼鏡めがねをクイッと持ち上げた。

「鈴すず木き優ゆ妃き菜なの件で、小お野の寺でらソフィアが疑うたがわれていると聞きました。それは本当でしょうか？」

「疑われている、ではない。確定だよ」

「私はやっていませんっ！」

　ソフィアが立ち上がって叫ぶ。

「だが残念ながら目もく撃げき者しやがいる。栗くり色いろでロングヘアのハーフの少女、がそうそういるとは思えないがね」

「でも……それでもソフィアはやっていないっ！　本人がこうして言ってるんだっ！　少しは話を聞いてくれっ！」

「本人の証言ほど不確定なものはない。とにかく、鈴すず木き優ゆ妃き菜なの両親は刑けい事じ告こく訴そも辞さないと言っていてね。これはもう学校内部だけの問題ではないんだよ。ねぇ、理事長」

「あ、ああ……」

　さっきから空気だった理事長が、初めて言葉を発した。学院の何代目かである理事長は、親の援助でＡランクを得ただけで形だけの肩書きだと聞いたことがある。反面、有あり栖す川がわは外部での教育活動も積極的にしている優ゆう秀しゆうな教師だった。そして社会貢献度の高い彼の発言力は、理事長よりも上だとも。

「このことを警察に通報するのですか？」

　トビオが淡々とした口調で尋たずねる。

「それは私の本意ではないよ。私は教育者だ。生徒たちを守ることが役目だからね」

　いけしゃあしゃあと……俺おれは拳こぶしを握り締めた。

「ただここまで騒ぎになってしまった以上、他の生徒たちへの示しがつかない」

「というのは……？」

　トビオの声が、今度は震えていた。有栖川は細い銀フレームの眼鏡めがねをクイッと上げてから、不敵な笑みを浮かべてこう言った。

「まぁ退学処分が妥だ当とうというところだろうね」

「退学!?　そ、それはいくら何でも処分が重すぎでは……」

「重い？　むしろ警察沙ざ汰たにならなかっただけでもありがたいと思って欲しいがね」

「い、いやですっ！　退学なんてっ！」

　ソフィアが立ち上がって叫んだ。

「小お野の寺でらソフィア、君はＤ地区の出身らしいね……」

「ッ……」

「以前、私に暴言を吐はいたこともあった。やはり育ちは性格に表れるらしい。学校内ではあらぬ噂うわさも飛び交っている。君も居づらいだろう？」

「そんな……せっかく友達だってできたのに…………」

　そう呟つぶやいて、ソファにへたり込むソフィア。

「どうして……どうしてこんなことに……」

　そして両手で顔を覆おおうと、そのままわっと泣き出してしまった。

　プツン。

　そのソフィアの姿を見た、瞬しゆん間かんだった。俺の中で、何かが音を立てて切れた。

「う、う…………うあああああああああああっ！」

　そして気づくと有あり栖す川がわに摑つかみかかっていた。

「おい、貴様何をする!?」

「結局、おまえらはランクでしか人を判断してねーじゃねえかっ!?　育ちが悪いから性格が悪い？　何で決め付けるんだよ!?」

「決め付けじゃない。統計的にもそう結果は出ている。くっ……貴様、放したまえっ！」

「ソフィアはそんな奴やつじゃねえって言ってんだろ!?　どうして信用してくれないんだよっ」

「だからそういうところだと言っているんだ！　自分の意見が通らないとわかったやいなやこうして暴れる！　理論的な話もできない！　全すべてはＣランクの浅はかな行動だっ！　これで信用ができるわけないだろう？　小お野の寺でらソフィアが犯人ではないというのなら、その根拠を示したまえっ！」

「はぁ？　根拠だぁ？　根拠はなぁ……俺おれの……俺の大事な友達はそんなこと絶対にしねえからだよっ！」

　室内は一いつ瞬しゆんだけ沈黙に包まれた。そしてすぐに、

「クッ……クックックッ……あーっはっはっはっは…………」

　有栖川の高笑いが響ひびく。

「なんとくだらない……友達だから？　それだけか。おめでたいバカとしかいいようがないなクックックッ……」

「本当にバカかどうかは……俺が自分で証明してやるよっ！」

「それはどういうことだ？」

「ソフィアは絶対に犯人じゃない！　だから……俺が真犯人を見つけ出してみせるっ！　そしたらソフィアの退学はなしだっ！　いいなっ！」

「ふんっ……いいだろう。ただし条件がある」

「条件？」

「猶ゆう予よは一週間だ」

「い、一週間!?」

「取引には必ず同等の対価が生じるものだよ。こちらもただ条件をのむわけにはいかない。犯人探しの名目で、ずるずると猶予期間を延ばされたらたまらないからな」

　一週間……。

　一歩間違えば警察沙ざ汰たにもなるこの事件の真犯人を、たった一週間で見つけることができるのだろうか……。俺を一気に不安が襲おそった。

　でも……。

　ぐるりと周りを見渡す。そこにはトビオとソフィアがいて、俺のことをじっと見ていた。俺には、仲間がいる。

　守るべき仲間。そして一緒に未来へと進む、仲間。

　とたんに、勇気が湧わいた。そして、

「一週間!?　上等だぁあああああ！　やってやんよ！　必ず一週間で真犯人を見つけてやらあああああああっ！」

　俺おれは有あり栖す川がわに向かって、大きく叫んだ。
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　そしてその日から、俺たちの真犯人探しが始まった。しかし、それは簡単なことではなかった。

「ちくしょう……情報がなさすぎる……！」

　トビオが思わず机を叩たたく。

　俺たちは放課後に集まって色々なことを話し合ったが、名案は浮かばず進展しないまま、あっという間に三日が経ってしまった。

「くっそー！　どうしたらいいんだよっ」

　俺もトビオも、焦っていた。

　調べても調べても、出てくる情報は襲おそわれた鈴すず木き優ゆ妃き菜なと目もく撃げき者しやである山やま田だ姫ひめ華かの証言の内容のみで、それ以上も以下もないのだ。あとは、根も葉もないソフィアの噂うわさ話だけ。

　証拠が何もない以上、この二人の証言が一番有力なものとなってしまうのだ。

「俺、このあたりを見張ってみようかな……」

「それも手だな……もしかすると、犯人はまだ何かやらかすつもりかもしれない。人通りのない路地をピックアップ……って言ってもすごい量になるな……」

「いや、でも何もやらないよりはやった方がいいよ。俺、これから学校帰りに見回ってみる。おまえはプロデューサー業もあるだろうから、無理するな」

「いや、今はこれが最優先だ。小お野の寺でらのためだからな」

　トビオがソフィアの方向に顔を向ける。ソフィアはその整った顔をくしゃりと崩くずして言った。

「二人とも……ありがとう……」

「お礼なんていいよ。当たり前だろ？」

「ああ。おまえはすでにこのプロジェクトのカンパニーだ」

「しゃらくせえ横文字使って気取ってんじゃねーよっ！　仲間でいいだろっ！　なーかーまっ！　なぁっ？」

　俺がそう言って小こ突づくと、「そ、そういうのは苦手だっ」とトビオが赤面する。そのやりとりを見てソフィアがクスリと笑った。

「あ、あれ？　俺なんか変なこと言ったかな？」

「ううん……なんか……すごく嬉うれしい」

「えっ？」

「永と久わ、この前も言ってくれたでしょう？　友達だから信じるって。あれ、すっごく嬉しかったよ。私にも、やっと友達ができて……そして仲間ができたんだなぁって……」

　ソフィアは遠くを見ながら話を続けた。

「私ね、いつも一人だったんだぁ。何をしても、悪口を言われたり変な噂うわさを立てられたり……仲間はずれになることもしょっちゅうだった。だからね、今回のことも『ああ、またか……』って思っていたの。また、私は一人になるって……でも、今度は違った。みんながいてくれた。私のためにこんなにもしてくれて……本当にありがとうっ！」

「ソフィア……」

「えへへっ」

　ソフィアは照れたように笑った。俺おれたちもつられて笑う。

「ねぇっ！　歌、歌ってもいい？」

「へ？　う、歌？　どうして急に!?」

「あのね、なんだかね、ありがとうって強く思ったら、二人に何かお礼をしたくなったの！　だから……歌！　ねっ？」

　俺とトビオは顔を見合わす。いつも素直で屈くつ託たくのない彼女の思いつきは、時として予測ができない。

「それに、二人とも難しい顔してる。だから……私がお歌でリラックスさせてあげまする！」

　腰に手を当てて、威張り顔のソフィア。そのおかしな敬語に、俺たちは見合わせた顔を思わず崩くずして笑った。

「ああ、でもいい案かもしれないな。確かに俺たちはちょっと疲れているかもしれない。歌を聞いて脳をリフレッシュさせるのもいい」

「でしょでしょ？」

「そうだね。俺もソフィアの歌、聞きたい！」

「よしっ！　聞かせてしんぜようっ！」

「だからやめてよその変な言葉遣い！」

　俺たちは笑わらい転ころげた。

「じゃあじゃあ……何を歌おうかな……」

　ソフィアが深呼吸したその時だった。

「あっ！　ちょっと待って！」

　トビオがそれを制し、鞄かばんからガサガサと何かを取り出した。

「これ」

　それは例の一眼カメラだった。

「そういえばフリーオーディションの動画を撮とっていなかっただろ？　ついでだから、ここで撮ろうぜ」

「おお！　撮影っ！　すげえっ」

「最近の曲だったらいくつかオケも入っている。小お野の寺でら、何歌いたい？」

「お、おけ……？」

　ソフィアが難しい顔をして首をかしげる。

「要はカラオケのこと！」

「おお！　オッケ～オッケ～！」

　ソフィア渾こん身しんの駄だ洒落じやれを華か麗れいにスルーしてトビオは話を続けた。

「フリーオーディションはオケで一曲のみってのがルールなんだ。曲は何でも構わないぜ。どれにする？」

　パソコンの画面をソフィアに見せる。そこには流は行やりの曲から長年人気のある定番曲まで、ありとあらゆる歌か謡よう曲きよくの名前がずらりと並んでいた。

「どれにする……どれ……どれも知らない……」

「えっ？　めっちゃ最近の流行のやつばっかなのに？」

　俺おれは驚おどろく。ソフィアは困り顔で言った。

「最近の曲……わからないの……」

「あっ」

　そうか。そういえばソフィアの家にはテレビもパソコンもないのだ。七しち大だい天てん使し少しよう女じよのことだって、少しも知らなかった。

「どうしよう……この中の曲じゃないとダメ？」

「うーん……ダメってこともないが……流行りの曲の方が、目を留とめてもらえる可能性が高い。ちなみに小野寺は何を歌うつもりだったんだ？」

「んっとね……クラブではよくムード歌謡とか演歌とか歌ってたからその辺かな……」

「……うん、もうちょっと若い子が知っている有名な曲がいいかな」

「若い子が知っている有名な曲…………あっ、魔ま王おうっ！」

「やめて俺その曲トラウマ！」

　そう叫ぶのも無視して、ソフィアはオペラ歌手のような声こわ色いろで歌い出した。

「だからやめてってそれ怖いからあああ！」

「まぁ音楽の授業で絶対やるから確かに若い子に有名だけども……ってそうじゃなくて！　うーん、弱ったなぁ……何がいいだろうか……」

　トビオが嘆たん息そくしながら呟つぶやく。すると、ソフィアがようやく歌うのをやめて言った。

「あっ！　ねぇねぇ、トビオくんっ！　オリジナルの歌はダメ？」

「オリジナル？　それは小野寺の自作ってこと？」

「うんっ！　私ね。作曲得意なんだよっ！」

　スーパーでソフィアが歌っていた、へんてこな歌を思い出す。い、いや確かに作曲は得意だと思うけれど、問題は作詞のセンスの方じゃ……。

「オリジナルか……あまり前例はないが……まぁむしろ目立っていいかもしれないな。アカペラでいいのか？」

「うんっ！」

　俺おれの心配をよそに、オリジナルということで着々と話が進んでいく。

「よしっ……カメラはオーケーだ！　まわすぞ。じゃあ……小お野の寺でら。まず名前を言ってから歌のタイトルを。そして歌い出してくれ」

「はーいっ！」

「３、２、１……」

　トビオが右手で合図をする。コホン、とひとつ咳せき払ばらいをしてソフィアが言った。

「小野寺ソフィア！　オリジナル曲を歌います！　タイトルは……『カレーライスが作れないっ！』」

「!?」

「!?」

　その歌詞は案の定、いや前代未聞にへんてこな内容だった。

「な、なぁトビオ……これで……通るのかな……？　オーディション……」

「…………ノーコメントだ」

　だけどその歌声は本当に綺き麗れいで…………。

「まぁ、いっか」

　俺たちはなんだか幸せな気持ちになり、なんていうか、うん、きっとソフィアなら大丈夫なんじゃないかって、そう思ったんだ。
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　その日から、俺は学校が終わると人ひと気けのない路地裏をしらみつぶしに見張った。それと聞き込み調査。

　俺はトビオのように頭もよくないし、こういう時に使えるようなコネもない。だから、ひたすら足を使った。こんなことをしても無む駄だなのかもしれない。それでも、何かせずにはいられなかった。こうしている間にも、真犯人がまた同じような事件を起こすかもしれない。二度目とあれば、さすがにソフィアの退学は確定してしまうだろう。せっかく夢の一歩を踏ふみ出したんだ。こんなことでダメにするわけにはいかなかった。

「ちくしょう……いったい誰だれが……」

　しかし無常にも日は暮れていく。何も収穫がないまま、また一日が終わってしまった。もう残された日にちは少ない。あきらめて帰途に着いたが、何な故ぜか家に入る気が起きなかった。

「ちっくしょうっ！」

　自分の無力が情けなくなり、俺おれは吐はき捨すてるように呟つぶやく。ふと見ると、家の塀へいに空あき缶かんが置いてあった。それを見て、何故か無む性しように腹が立った。

　人ひとん家ちをゴミ箱にしてんじゃねえよっ！

　俺はカッとなって、その空き缶を力ちから任まかせに投げた。

「きゃっ」

　すると投げた方向から、女子の小さな叫び声が聞こえた。驚おどろいて見ると、それは智とも花かだった。

「何よ。びっくりするじゃない……」

「びっくりしたのはこっちだよ。どうしてここに？」

　智花は少し考えてから言った。

「心配……だったから」

「心配？」

「小お野の寺でらさんの件、山やま岡おかくんから聞いたわ。まぁ、そうでなくてもすごい噂うわさだけどね。彼女の退学を取り消すために、頑がん張ばっているんでしょう？」

「あ、ああ……」

「それって、やっぱり小野寺さんの夢を応援するため？」

「…………」

　俺は答えることができなかった。夕ゆう陽ひに照らされた智花の顔が、ひどく寂しそうに見えたからだ。しばらく黙っていると、智花が口を開いた。

「永と久わ、小野寺さんを助けてあげて」

　急に話が戻り、俺は面食らう。

「永久の家に行った後、私、小野寺さんと一緒に帰ったの」

「そうだったんだ」

「なんていうか……ずるいよね」

「えっ？　ずるい？」

「すっごくまっすぐで、純粋なんだもん。彼女……」

「あ、ああ……」

「だからさ……絶対に助けてあげて！」

「も、もちろんそのつもりだけど……どうして急に？」

　智花は首をかしげて「う～ん」と言ったあと、

「小野寺さんとお友達になったから……かなっ？」

「えっ？　ちょ、ちょっとまてよ。なんで急にそんな仲良くなってんの？　帰り道いったいどんな話したんだよ？」

「なーいしょっ！　さて、私もう帰らなきゃ。ねぇ、永と久わ……」

「ん？」

「今やっているアイドルのこと、私にも何かできることあったら協力させて。なんだか、楽しそう」

「あ、ああ……もちろん！」

　俺おれは頷うなずいた。

「ありがとっ！　じゃあ……またね！」

「おう」

　智とも花かの姿が見えなくなるまで、俺は見守る。

　そしてふと気づく。

「あれ？　あいつ……アイドルのこと好きになってくれたのかな……？」

　よくわからないけれど、そのことがなんだか嬉うれしかった。
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　翌日も俺は、通学路付近をとにかく見回った。

　トビオは情報収集。何かあればすぐに電話をくれることになっていた。

　実際に事件の起こった路地裏、人ひと気けのない公園、陰になっている駐車場……少しでも怪あやしそうな場所をとにかく歩いた。

「あ……」

　ぐるぐると町内を回っていたら、いつのまにか俺がソフィアと仲良くなるきっかけになったスーパーマーケットへと辿たどり着ついた。

　最近のことなのに、何な故ぜだかとても懐かしい気持ちになる。

　この時は、まさかソフィアがアイドルになるだなんて思いもしなかったなぁ……。

　俺は、出会いの不思議をぼんやりと思う。

　その時だった。

　道路の向こう側、見覚えのある人物が立っていた。

「あれは……ソフィア？」

　栗くり色いろの長いロングヘアに、すらりと伸びたシルエット。間違いなくソフィアだった。

「おーい！」

　叫んで手を振ると、向こうも気がついたようでニコリと笑って応こたえる。俺はすぐさま駆け寄った。

「どうしたの？　買い物？」

　ソフィアは首を振って言った。

「ちょっと……散歩に来ただけ」

「そっか……でももう日も暮れるし、危ないぞ。あっ、そうだ！　送って行ってやるよ！」

「う、うん……ありがとう」

　ソフィアはお礼を言ったが、その様子はどこかおかしかった。とても浮かない顔をしていた。

　あんなことがあった後だし、仕方ないよな……。

　そんな中で、ソフィアは俺おれたちを歌で元気づけてくれたのだ。どこまで優やさしい奴やつなんだろう。俺も彼女を元気づけたいと、努つとめて明るく話しかけた。

「散歩、気晴らしになった？」

「うん……」

「そっか。せっかくアイドルを目指すって決めた矢先にこんなことがあって……でも心配するなよ！　俺が絶対に、助けるから！」

「…………」

　ソフィアは答えなかった。

「どうか……した？」

　俺は不安になった。ソフィアが立ち止まる。

「もう、いいの……」

　そしてうつむいて静かにそう言った。

「えっ？」

　俺も遅れて立ち止まる。

「いいって何が？」

「アイドルを目指すのはやめる」

「きゅ、急にどうしたんだよ!?　あんなに楽しみにしていたじゃないか！　大好きなピアノでデビューできるって！」

「でも……もういいの……」

「どうして!?」

「私、これ以上迷惑をかけるわけにはいかない」

「俺たちは迷惑だなんて思っていないよ！　それにあの事件はソフィアがやったんじゃないだろ？」

「私がやったのよっ！」

「えっ……？」

「私がやったことなの……」

「う、噓うそだろ!?」

　思わずソフィアの肩を揺さぶる。頭がついていかなかった。しかし、

「……さよなら」

　ソフィアは俺おれの両手を振りほどいて駆け出した。しばし呆ぼう然ぜんとなる。

「そんなの……噓うそだよ……」

　呟つぶやいてすぐに、後を追いかけた。




　プープオプ、プープププー♪

　とおりゃんせの信号機。青になったばかりなのだろう。横断歩道を渡ろうとするソフィアに追いついた。

「待ってよ、ソフィア！」

　その腕を摑つかむ。

「離してっ」

「離さないっ！　俺はそんなこと信じないからなっ！　オーディションの歌だって収録したじゃないか！　もうスタートは目の前なんだよっ！　それなのにどうして……」

　プープオプ、プープププー♪

「もういいのよっ……！」

　プープオプ、プープププー♪

「だから、離してっ！」

　摑んだ手を放した。何かがおかしかった。

　プープオプ、プープププー♪

　とおりゃんせの信号機。音の外れた、メロディ。

「おまえ……何で平気なんだ……？」

「えっ？　なんのこと？」

　プープオプ、プープププー♪

　絶対音感を持つソフィアは、この横断歩道を渡る時に必ず耳を塞ふさぐ。でも、目の前の彼女は平気だった。

「この前言ってたじゃねーか。外れた音を聞くと、気持ち悪くなるんじゃなかったのかよ？」

「…………」

　ソフィアは答えない。無表情なその顔が、夕ゆう陽ひに照らされている。

　彼女は、こんな顔をしていただろうか？

『天使は恋をすると翼が折れるの～♪　でも～あなたのためなら～私～堕だ天てん使しに～♪』

　とおりゃんせに混じって、『堕天使の恋』が鳴る。トビオからだった。

「もしもし」

『もしもし！　永と久わか！　聞いてくれ！　俺は真犯人に加担してしまったのかもしれない……売り上げが多いと思ったんだ。日付をずらしてバラバラに購入されていたから気づかなかった……！』

　トビオの声が、上うわ滑すべりする。

『顧こ客きやくリストを調べたが、すべて偽ぎ名めいだった。もしかしたら、俺おれたちが思っているよりもっと大きな何かが動いているのかもしれない。芸能界には、ライバルを潰つぶすためにどんなことでもする連中がいるんだ』

　目の前でロングヘアが翻ひるがえる。「ソフィア」が走り出そうとしていた。俺は慌あわててその手を摑つかんだ。

「おい、待てよっ」

　そして力を込める。

　とたんに「ソフィア」が慌あわてた。

『もしもし！　聞いてるのか!?』

　耳からスマホを離す。小さくなったトビオの声、しかしはっきりと聞こえた。

『そのバラバラのパーツをすべて組み合わせると……小お野の寺でらそっくりになった！』

　こいつ、偽にせ物ものだっ！

　プーップーッ！

　いつの間にか信号は赤に変わり、盛大にクラクションが鳴らされる。

「おいっ！　おまえ誰だれだっ!?」

　黙っていた「ソフィア」が、急に逃げ出そうとした。

「おい、待てっ」

「離してっ」

　ソフィアの声が、ヘリウムガスを吸ったような女の声に変わる。ボイスチェンジャー？　俺が驚おどろいていると、その隙すきをついて、「ソフィア」が手を振り払った。

「あっ！」

　一いつ瞬しゆん、だった。

　手を伸ばしたが、摑んだのは「ソフィア」のなびく長い髪だけだった。しかしそれすらも、するり指の間を通り抜ける。

　プーップーッ！

　再び大きくクラクションが鳴った。走る車が、二人を遮しや断だんする。

「くそっ！　おいっ、待てっ！」

　絶対に逃がすわけにはいかないと、走る車をすんでのところですり抜けて必死で追いかける。しかしさっきの一瞬で、間を引き離されてしまった。

「ちっくしょうっ！」

　追いつけない……！

　その時だった。向こう側から、どこかで見た女の子がやってきた。

「あっ！　永と久わやん！　お～い！」

　手を振るのはボーイッシュなショートカット。

　真ま乃のちゃんだ！

「こんなとこで何してるん？」

「真乃ちゃんっ！　ソフィア！　ソフィア捕まえてっ！」

「ソフィア？　って、わぁ～！」

　ドサリッ！

　真乃ちゃんとソフィアがぶつかって、そのまま倒れ込んだ。

「真乃ちゃんっ、ナイスっ！」

　少し気の毒だったけれど、そのおかげで偽にせ物ものに追いつく。下した敷じきになった真乃ちゃんを助けるためにも、偽者の腕を摑つかんでこちらに力いっぱい引き寄せた。

「きゃっ」

　大きく抵抗した勢いで、今度は反対側に倒れ込む。そしてその声は、完全に「ソフィアではない誰だれか」の声だった。

「あたたたぁ……いきなり何やねん……そんなに急いでスーパーのタイムセールにでも行くつもりやったんか？」

「真乃ちゃん、ありがとうっ！　こいつ、ソフィアの偽物なんだよっ！」

「はぁ？　に、偽物？　どういうこっちゃ？」

「捕まえたぞっ！　おまえ、誰だれなんだよ！　いったい何の目的で……」

「ごめんなさいっ……」

　想像していたよりも、か弱く悲痛な声に、俺おれは思わず摑んだ手の力を緩ゆるめた。

　怯おびえている？

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさい……」

　謝り続ける偽物の「ソフィア」。さっきの衝しよう撃げきで、ロングヘアがおかしな方向にずれていた。

「ほ、ほんまや！　これ、ウィッグやん！　あんた何もんや？　ソフィアに変装して何するつもりやったん？」

「ごめ……なさ……」

　しかし何を聞いても謝るばかりだった。

「おまえのせいで俺の友達が大変なんだよ！　何か言えよっ！」

　叫んだ瞬しゆん間かんだった。

「あんた……梅うめちゃんか？」

　真乃ちゃんが顔を覗のぞき込こんで言った。

「梅ちゃん？」

「どっかで聞いた声やと思たんや！　こんな変装、全部取りぃ！」

　半なかば無理矢理に、ウィッグとフェイスチェンジを解く。現れたのは、黒髪のサイド少しだけを取ってツインテールにした少女だった。

「あっ」

　その顔は俺おれも見たことがあった。

「やっぱり梅うめちゃんや……」

　梅うめ村むらちゆり。

　芸能クラスＢの所属であり、天使候こう補ほ生せいの一人だった。

「なんで？　なんでこんなことしたんやっ！」

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさい……」

　梅村ちゆりは謝ってばかりで何も答えない。

「なぁっ！」

　真ま乃のちゃんはなおも問い詰める。謝る姿があまりにも悲痛で、俺はもう強く言うことができなかった。

「何か……理由があったなら教えてよ。俺は、ソフィアを助けたいだけなんだ……」

　少しの沈黙のあと、彼女はようやく口を開いた。

「悔しかった……」

「え？」

　それは思いがけない答えだった。

「悔しかったの……もしあの人が候補生に入ったら……ううん……彼女なら、絶対に入るわ……そしたら……私がそこから落ちてしまう……」

　梅村ちゆりは候補生の中で最下位にいた。ソフィアがフリーオーディションを通過すれば真っ先に候補生から落ちてしまう可能性がある位置づけだった。

「だから……こんなことをしたの？」

　俺が聞くと、彼女は頷うなずいた。

「彼女の姿で事件を起こせば、スキャンダルになってアイドル活動ができなくなると思った……私はどんなことをしてでも……ここから落ちたくなかったの……」

　ポタポタと大粒の涙なみだが落ちる。それを見て何も言えなかった。あの時の、真乃ちゃんの言葉が蘇よみがえる。

『みんな敵や。ここに入った時点で、みーんなライバル。だってな、あの子がもし七しち大だい天てん使し少しよう女じよに入ったとしたら、うちらの誰だれかがそこから落ちるってことなんやで？』

　それは、こういうことだったのだ。

　誰かの嬉うれし涙の裏には、必ず悔し涙がある……。

「梅ちゃんの気持ちはわかる……でもな……こんなことしたらアカンよ……」

　昔の俺だったら、彼女のことを「可哀かわい想そう」だと思ってしまったかもしれない。でも、今の俺は違った。

「理由はどうあれ……君のしたことは間違っている……」

　まだソフィアがオーディションに受かったわけではない。先のことはわからない。だったら、それまで努力するべきなのだ。落ちたくないのなら、必死に努力するべきだったのだ。

　それが、自分の夢であるのなら……。

「できれば、君から真相を名乗り出て欲しい。そうすることでソフィアの疑うたがいは晴れる。それに……君も楽になるんじゃないのかな？」

　こんなにも怯おびえて謝り続ける姿を見て、彼女が強い悪意からこのことをしたようにはとても見えなかった。

「永と久わ、あとはうちに任せて欲しい。梅うめちゃんは事務所の後こう輩はいなんや。うちが面倒見たこともある。せやのに、こんなに思いつめてること気づけへんかった。梅ちゃん、堪かん忍にんな……」

　真ま乃のちゃんがそう言った瞬しゆん間かん、梅うめ村むらちゆりはワッと泣き出した。

「わかった。じゃあ、頼んだよ」

「うん。ほな、行くで」

　しゃくりあげながら泣き続ける梅村ちゆりの手を取って、真乃ちゃんは俺に小さく手を振った。

「本当に……厳きびしい世界なんだ……」

　真犯人は見つかったが、それは俺の心にチクリと棘とげのようなものを残すことになった。そして同時に、今自分が置かれている世界を改めて理解することにも……。

　夢のステージまでの道のりは、とても厳しくて険けわしい。でも、だからこそ彼女たちは輝くことができるのだ。

「俺たちは……辿たどり着ついてみせる……」
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「じゃあ……カンパ～イっ！」

　ここはハンバーガーショップＡＡＡトリプルエー。

　俺たちはジュースで乾かん杯ぱいをした。

　目の前には、ハンバーガーにポテト、チキンナゲットなどなどがずらりと並んでいる。

「今日はトビオの奢おごりなんだよな？」

「はぁ？　勝手なこと言ってんじゃねえよっ！」

　いつものやりとりに、ソフィアがクスリと笑った。

「で？　何でおまえまでいるんだよ」

　俺の向かいにいるのは智とも花か。しれっとした顔をして、俺の好物であるチーズハンバーガーを真っ先に手に取ってむしゃりと食べる。

「あら、私だってお祝いわいしたいわ。だって……」

　智とも花かが横を見る。隣となりには、これでもかってくらいニコニコ顔のソフィアがいた。

「みなさん、ありがとうございましたぁっ！」

　そして立ち上がると、ペコリとかわいいお辞儀をした。

　そう、真犯人が見つかったことで、ソフィアの退学が取り消されたのだ。

　あれから、梅うめ村むらちゆりは自みずからが犯人だと名乗り出てくれた。本来なら彼女にそれ相応の処分がいくところであるが、トビオが事を小さく収めたのだ。そこには、真ま乃のちゃんの強い要望もあったらしい。それを聞いて、俺おれも少しホッとした。彼女には助けられっぱなしだ。

「本当によかったよな！」

「うんっ。ありがとう！　みんなのおかげだよ」

「へへ～それほどでも！」

「永と久わだけに言ってないでしょう。何照れてるのよ」

「智花！　てめえっ！」

「け、喧けん嘩かはやめてええ～」

　一連のやりとり。俺たちは一いつ瞬しゆん止まって、一いつ斉せいに笑い出した。

「とにかくよかったよ。そして、今日はもう一つあることが発表される日でもあるんだ」

「えっ？　なんだよそれ！」

　トビオが鞄かばんからノートパソコンを取り出す。そして、天てん使し電でん脳のう世せ界かいのサイトを立ち上げた。俺たちは一斉に画面へと顔を近づける。

「フリーオーディションの結果は毎月更新される。今日から六月。つまり規定の票数を集めてオーディションを通過していれば、候こう補ほ生せいとして小お野の寺でらの名前が載っているということだ」

　トビオが『今月の順位』というボタンをクリックした。

　画面を下へとスクロールしていく。人気メンバーのアバターが次々と通り過ぎた。

「小野寺……ソフィア……」

「小野寺……ソフィア……」

「小野寺……ソフィア……」

「…………あ、あったあああああああ！」

　画面の一番下。新メンバーとして、百位のところにソフィアの名前があった。

「おい！　ソフィア！　あったぞ！」

「ほ、本当だぁああああ～～」

　ソフィアは腰が抜けたのか、へなへなと座り込んだ。

「う、噓うそみたい……」

「噓じゃない。俺は本当に、細さい工くなんかはしていないよ。おまえの実力で、オーディションを通過したんだ」

「小お野の寺でらさん、おめでとう！」

「ありがとう、智とも花かちゃんっ！」

「それにしてもいきなりフリーオーディションを通過したのはすごいな。小野寺の動画再生数と投票数を見て驚おどろいたよ。規定数を簡単にクリアしていた。やはり実力のあるものは自然と注目されるんだな。新しいメンバーが候こう補ほ生せいに入るのは数年ぶりのことだ。固定化されていた候補生メンバーにも、いい刺激になるだろう。そしてそれはフリーオーディションの活性化にもつながり今後の……」

　語り出したトビオを俺おれは制する。

「はいはいはい！　今はそんな能のう書がきはいいからっ！　ソフィアのお祝いわい、しよーぜっ！」

「そうだな」

「よーし、じゃあ改めまして！　小野寺ソフィアのアイドルへの第一歩を祝して……カンパ～イ！」

　俺たちは立ち上がり、再びジュースで乾かん杯ぱいをした。

「それにしても、あの歌で通ったってすごいよな……」

「ああ。それには俺もびっくりしている。斬ざん新しんさが評価されたのだろうか……？　まぁ確かに目は引くが……」

「あの歌って？」

　ソフィア作詞作曲のへんてこソングを知らない智とも花かは、素直にそう尋たずねた。

「智花ちゃんも聞きたいっ？」

「うん！」

「じゃあ、小野寺ソフィア……歌いますっ！」

　えっ!?　ここで!?

　俺とトビオが止める間もなく、ソフィアは記念すべき曲である『カレーライスが作れない』を店内で熱唱し始めた。

　店内の客が、驚いてこちらを見る。ソフィアはお構かまいなしだった。

　へんてこな歌詞のへんてこな歌。なのに……なのにどうしてこんなにうまいんだよっ！

「ぷっ……」

　そのミスマッチが可お笑かしくて、俺は思わず吹き出す。それが合図だったかのように、みんな笑い出した。

「み、みんななんで笑うの～!?　ひどいっ！　よーし！　もっと大きな声で歌っちゃうんだから！」

　店内をソフィアの美しい歌声が満たす。

　みんな笑っていた。

　ああ、これがソフィアの才能なんだ。

　彼女はこれから歌うた姫ひめとして、もっともっと大きなステージへと上がっていくだろう。俺は、初めて見た七しち大だい天てん使し少しよう女じよのライブを思い出した。

　手の届かないものだと思った、キラキラとした夢のステージ。

　そうか、ソフィアはあの舞ぶ台たいに立って、天使アイドルになるんだ……。

　ん？　待てよ。ということは…………ソフィアとも恋愛禁止!?

　俺はひそかに頭を抱えた。

　恋愛禁止の天使。美少女たちを前にしながら、恋することを許されない俺の苦悩はどこまでも続くらしい。でも……。

「ま、それもアリかな」

　楽しそうに歌うソフィアを見ていたら、なんだかそう思えてくる。今はただ、こうしてずっと彼女の歌声を聞いていたかった。

「私、頑がん張ばるからっ！」

　歌うソフィアの背中に、真っ白い大きな翼つばさが見えた気がした。
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あとがき




　皆様はじめまして、美み月つきりんと申します。『俺おれの天使アイドルは恋れん愛あい禁きん止し！』を手に取って頂き、本当にありがとうございます。この作品は私のデビュー作になります。ふつつか者ではありますが、楽しんで頂けましたら幸いです。

　さてこの小説は、格差社会に生きる少年少女を描いていますが、決して重いテーマではありません。基本的には、学園芸能ラブコメです。生きるって色々大変だけれど、なんだかんだ毎日楽しいよね。だから頑がん張ばろう！　そんなシンプルな思いで書きました。そしてそれは自分のモットーでもあります。

　小説家になるのは幼い頃ころからの夢でした。それを急に思い出したのは、よりによって就活の時。勢いでそれを放ほう棄きしてから、私は派遣社員をしながらライター業をしていました。同い年の子たちが、仕事で成功したり結婚したりする中、不安定な生活に悩むことも多々ありました。でも、楽しいこともたくさんありました。恋愛物語を書いたり、地下アイドルさんが声優をするラジオドラマシナリオを書いたり、ヴィジュアル系バンドのメンバーさんがプロデュースしたゲームアプリのシナリオを書いたり……。でもその間、私はずっと派遣社員でした。大きく生活が変わることはありませんでした。

　次の転機となったのは、そのゲームアプリの仕事でした。全国区のバンドを見て、ジャンルは違えど、私もこうなりたい！　と思いました。そして仕事を辞め、初めて応募したのが第18回の電撃大賞。最終選考までいくことはできませんでしたが、ある時、電話が鳴ったのです。内容は緊張して覚えていません。声が掛かったことがとにかく嬉うれしくて、しかし「他に作品はありますか？」との問いかけに、とても焦ったことだけは覚えています。ストックなどありませんでしたから……。

　そこからプロットのやりとりをして、新たに書き上げたのがこの『俺おれの天使アイドルは恋れん愛あい禁きん止し！』です。アイドルで音楽物の学園芸能ラブコメ。なんと自分がしてきたことの集大成のような物語が出来上がりました。人生には無駄なものなんてないのだなぁとしみじみ思いました。

　そして私は、また派遣社員をしています。無職期間にお金がなくなったからです（笑）。

　これからもきっと、生活が大きく変わることはないんだと思います。人生は大変だし、厳きびしいことがたくさんある。でも、同じくらい楽しいこともたくさんあります。だからやめられないのかもしれません。だって、こんな奇跡が起こるのですから。

　最後に、今回お世話になった方々に謝辞を述べたいと思います。

　適切なアドバイスと共に改稿に付き合って下さった担当編集の黒くろ崎さき様。優ゆう柔じゆう不ふ断だんな自分にはとても助かりました。黒崎さんの助言がなければ、この物語は暗い格差社会の話でした（笑）。アイドルメインにして、自分自身ものびのび書けました。そして素敵なイラストを描いて下さった亜あ方かた逸いつ樹き様。自分のイメージ以上のキャラクターがそこにいて、本当に嬉しかったです！　全員かわいすぎです！　イラストが届くたびに絶叫していたのは内緒です。

　その他にも支えてくれた家族や、ずっと応援してくれた友人たち、アイドルネタや映像の知識を教えてくれたＲさん、編集部に赴おもむく勇気をくれたＴさん、転機となるお仕事をさせて頂いた皆様、中でもお世話になったＧさん、そして大学のゼミ仲間と恩師Ｓ先生。就職が決まっていないどころか「小説家になりたい」などとのたまう私の背中を押してくれました。あの時の言葉がなかったら、私はここまで来られなかったかもしれません。

　とにかく、この本の出版に携たずさわって下さった全すべての皆様と、こんな私にあきれず付き合って下さった全ての皆様に感謝をしたいです。

　そして最後の最後に一番の大きな感謝を、この本を手に取って下さった読者の皆様へ……。

　本当にありがとうございました！


美月りん
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美み月つきりん

愛知県在住。魚座のＯ型。

年齢は見失いました。

落ち込んだときはアイドルソングを聴いて元気を出します。
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イラスト／亜あ方かた逸いつ樹き

最近アニメを流しながら絵仕事してます。

画面は見られないですけど、楽しみながら仕事できるんで色々捗りますね。
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俺おれの天使アイドルは恋れん愛あい禁きん止し!








美み月つきりん
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※2013年1月10日発行の電撃文庫『俺の天使は恋愛禁止!』初版に基づき制作
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